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第１章 都市計画マスタープランの

策定にあたって 
 
 

１－１ 都市計画マスタープラン改定の背景 
１．計画の策定 

 都市計画マスタープランとは、土地の使い方や、道路、公園等の都市施設、

自然環境、景観といった都市を構成する様々な要素の方向性を長期的な視点

に立って定めるものです。 
瑞穂市（以降「本市」という。）では、２町合併（平成１５年５月）後は

じめてとなる都市計画の指針として、平成２０年９月に瑞穂市都市計画マス

タープラン（以降「本プラン」という。）を策定しました。 
平成２０年９月の本プランでは、『一体的な都市づくり』を喫緊の重要課

題として位置づけ、本市を一体的に捉えた上で、どこを保全し、活用し、整

備するか、といった大きな方向性や、これを実現するための都市計画制度の

活用のあり方を明らかにしました。 
 
 

２．計画の改定 

 平成２０年９月の本プランの策定以降、本市を取り巻く情勢は変化してい

ます。そのため、情勢変化に対応するべく、平成２３年１０月及び平成３０

年３月に、本プランの一部改定を行っております。 
その後において、国の都市づくりの方向性である「コンパクト・プラス・

ネットワーク」や社会のデジタル化の進展等、社会情勢の変化が続いていま

す。さらに、本プランの上位計画である瑞穂市第３次総合計画の策定及びそ

の他上位・関連計画の改定も行われています。 
そこで、こうした情勢変化等を考慮し、『誰もが未来を描けるまち 瑞穂』

の次のステップとしてのより具体的な都市づくりが進められるよう、本プラ

ンの改定を行うこととします。 
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１－２ 都市計画マスタープランとは・・・ 

１．都市計画マスタープランの位置づけ 

 都市計画マスタープランとは、都市計画法第１８条の２に規定される「市

町村の都市計画に関する基本的な方針」を指します。 
具体的には、本市の行財政運営すべての基本となる「瑞穂市総合計画」や、

県が定める「岐阜都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（岐阜都市計画

区域マスタープラン）」に即して、今後の都市づくりに係る基本方向を定める

ものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

整合 

連携 

整合 

連携 

瑞穂市が定めるもの 岐阜県が定めるもの 

［都市計画法］ 

岐阜都市計画区域の整備、 
開発及び保全の方針 

【目標年次：令和１２年】 

［都市計画法］ 

瑞穂市の都市計画に関する基本的な方針 

（瑞穂市都市計画マスタープラン） 

即す 

岐阜県決定の都市計画 

（市街化区域と市街化調整区域
との区分等） 

即す 即す 

瑞穂市決定の都市計画 

（用途地域、地区計画、
国県道以外の道路等） 

個別具体プラン
(道路整備計画等)
の策定、その他事
業・施策の実施

踏まえる 

他
分
野
の
プ
ラ
ン 

即す 

都市計画分野のプラン 

［瑞穂市総合計画策定条例］ 

瑞穂市第３次総合計画 

【計画期間：令和８年度～令和１７年度】 

整合 

連携 

即す 

即す 

上位計画 
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２．都市計画マスタープランの役割 
《市民等との 
長期ビジョンの共有》 

都市計画マスタープランでは、長期的な視野に立ち、都市づ

くりの理念・目標やこれを実現するための整備方針等を示しま

す。 
これにより、市民・事業者・行政など、様々な都市づくりの主

体の間で、長期ビジョンを共有できるようになります。 
 

《個別事業・施策を 
展開する上での 
拠り所》 

 

計画的な都市づくりを実現するために用意されている各種都

市計画制度（用途地域、地区計画、土地区画整理事業等）につい

て、活用する際の指針となります。 
また、都市計画関係法令に基づく個別具体プランの策定や、

その他事業・施策の実施に際し、骨格として活用されます。 
 

《協働のまちづくりの 
促進》 

 

本プラン策定過程における市民への情報提供や市民参加等を

通じて、都市づくりに対する市民の理解・協力や、自主的な取

組を促す役割を担います。 

 
３．目標年次 

 令和１７年度を目標年次とします。 
なお、上位計画の改定や法令の改正など、著しい情勢変化が生じた場合に

は、必要に応じて本プランの見直しを行うものとします。 
 

４．計画対象区域 

 岐阜都市計画区域内の瑞穂市全域及び瑞穂準都市計画区域（合計２，８１

９ｈａ）を対象区域とします。 
 
５．計画の構成 

《導入編》 
 

本プランや、今後の都市づくりに係る前提条件を整理しま

す。 
 

《全体構想編》 
 

市域を一体的に捉えた、市全体としての都市づくりの目標

や、これを実現するための整備方針等を定めます。 
 

《地域別構想編》 
 

市域を７つの地域に区分し、地域毎に、地域づくりの目標や、

これを実現するための整備方針等を定めます。 
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［第３章 都市づくりのビジョン］ 

本プランの根底となる、都市づく

りの考え方を定めます。 
●都市の将来像 
●都市づくりの目標 

 

［第２章 これからの都市づくりに向けて］ 

これからの都市づくりの前提として、認識すべき事項を整理します。 
●国の政策を踏まえた都市づくりのあり方 
●本市の現状等を踏まえた都市づくりのあり方 

［第４章 都市づくりの基本計画］ 

都市空間に関する最も基

本的な考え方を定めます。 
●将来都市構造 
●土地利用構想 

 

［第５章 分野別都市づくり計画］ 

都市づくりの中心となる４分野について、施策展開の方針を定めます。 
●道路、交通づくりの方針 
●水、緑づくりの方針 
●市街地づくりの方針 
●都市環境づくりの方針 

 

全
体
構
想
編 

 地
域
別
構
想
編 

［第６章 地域別構想にあたって］ 

地域別構想の前提となる、地域区分の考え方を整理します。 

生津 

瑞
穂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

 
導
入
編 

［第１章 都市計画マスタープランの策定にあたって］ 

 本田  穂積  牛牧  南  中  西 

《各編それぞれの概要》 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［第７章～第１３章 地域のまちづくり構想］ 

全体構想編を土台に、７地域それぞれの取組の方針を定めます。 
●地域づくりの前提条件 
●地域づくりの方針 
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第２章 これからの都市づくりに向けて 
 
 
 

２－１ 国の政策を踏まえた都市づくりのあり方 
我が国では、高度経済成長期以降、飛躍的な人口増加とともに、急激な都市化が進展しま

した。そのなかで、中心市街地に立地していた商業施設や病院等の生活利便施設が郊外に移

転し、低密度な市街地が郊外に薄く広がる、都市の拡散がみられるようになりました。 
拡散が進んでいる多くの地方都市においては、中心市街地の衰退をはじめ、様々な問題が

発生しており、環境面での影響も大きなものがあります。さらに、我が国では、既に本格的

な人口減少時代に突入し、また、高齢化も進行している状況にあり、社会保障費の増加やイ

ンフラの老朽化への対応等厳しい財政状況にあります。そうしたなかで拡散型の都市構造

を放置した場合は、様々な問題が深刻化します。 
そのため、国土交通省では、今後の都市づくりの方向性として、人口減少下でも生活利便

性を維持し、持続可能な都市経営を実現するために、都市機能を集約し公共交通と連携した

「コンパクト・プラス・ネットワーク」の都市構造を目指すべきとしています。 
また、近年、ＡＩやＩｏＴの進化、ビッグデータの活用等によるデジタル化は急速に進展

しており、国際社会や企業活動、そして一人ひとりのライフスタイルに至るまで、ありよう

を変化させています。そのため、デジタル技術を効果的に取り込むことにより、人口減少に

よる地域の足の衰退や担い手不足、気候変動に伴う災害の激甚化・頻発化、脱炭素化等とい

った大きな課題を解決し、豊かな暮らしと社会を実現するとともに新たな付加価値を創出

することが重要であるとされています。 
また、平成２７年に国連サミットで採択された持続可能な開発目標であるＳＤＧｓ（Ｓｕ

ｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ）は、世界共通の理念に基づき令

和１２年までに達成すべき１７のゴールを掲げており、我が国でもＳＤＧｓの達成に向け、

積極的に取り組まれています。 
以上を踏まえると、都市づくりのあり方としては「コンパクト・プラス・ネットワーク」

を形づくりつつ、ライフスタイルに合った新しい暮らしと社会の実現を目指すことが求め

られています。 
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２－２ 本市の現状等を踏まえた都市づくりのあり方 

１． 都市づくりのあり方のベースとなる上位計画等 

■岐阜都市計画区域マスタープラン （岐阜県が定めるもの） 

 
 

 
  

出典：岐阜県ＨＰ 
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■瑞穂準都市計画区域 （平成２７年１月５日岐阜県指定） 
 

（１）瑞穂準都市計画区域の位置及び区域 

瑞穂市の旧巣南町の一部（瑞穂市の都市計画区域外のすべての地域） 

 

（２）指定の理由 

瑞穂市においては、岐阜都市計画区域と旧巣南町の一部である都市計画区域外の区域が市

内に併存している状況です。 

今後、東海環状自動車道（仮称）大野・神戸ＩＣの開設や、岐阜巣南大野線バイパスの整備など

により瑞穂市における土地需要の増大が見込まれる中、無秩序な開発の進行が懸念されること

から、土地利用の整序、環境の保全を行うため、当該区域を準都市計画区域に指定します。 

 
  

出典：瑞穂市ＨＰ 
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■瑞穂市第３次総合計画 （瑞穂市が定めるもの） 
 

 
  

出典：瑞穂市ＨＰ 
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２． 本市を取り巻く現状 

■人口の状況 
《年齢層別人口》 本市の人口の年齢構成は、令和２年時点で、年少人口（０～１４

歳）の占める割合が約１５％、生産年齢人口（１５～６４歳）が約

６１％、老年人口（６５歳以上）が約２１％となっており、県全体

からすると、若いまちといえます。 
経年的な推移をみると、生産年齢人口と老年人口は増加傾向にあ

ります。一方で、年少人口は平成２７年から令和２年にかけて減少

しています。 
年齢層別将来人口をみると、老年人口は今後も増加する傾向にあ

ります。一方で、生産年齢人口は令和７年をピークに減少すると予

想されます。また、年少人口も緩やかに減少します。 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 年齢層別人口の割合（Ｒ２国勢調査） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 年齢層別人口の推移（国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所） 
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《ＤＩＤ人口》 
 

本市のＤＩＤ（人口集中地区）人口は、令和２年時点で、市全

体の約３８％にあたる２１，４８３人となっています。経年的な

推移をみると、平成初頭で急激に増加し、その後は横這いとなっ

ていましたが、平成２２年以降に再び急激に増加しています。 
ＤＩＤ面積については、令和２年時点で、約５．３４ｋｍ２とな

っています。経年的な推移をみると、平成２２年から令和２年に

かけて増加しています。主に穂積地域・牛牧地域・生津地域で増

加しています。 
ＤＩＤ人口密度については、令和２年時点で、約４０人／ｈａ

となっています。経年的な推移をみると、平成２７年までは増加

傾向にありましたが、令和２年には減少しています。 
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図 ＤＩＤ人口密度の推移（国勢調査） 

図 ＤＩＤ人口の推移（国勢調査） 

図 ＤＩＤ面積の推移（国勢調査） 
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※ＤＩＤは、学校・運動場等の文教レクリエーション施設、工場・事務所等の産業施設、官公庁・病院

等の公共及び社会福祉施設を除いた面積で人口密度を算出する。 

また、それらの施設の面積が２分の１以上を占め、１㎢当たり４,０００人以上の基本単位区等に隣接

している場合には、その基本単位区等を構成する地域に含まれるため、人口は少ないものの大規模な

工場や商業施設等が立地する地区においてもＤＩＤとして含まれる。 

 

図 ＤＩＤの分布（Ｈ２２～Ｒ２）（国土数値情報、統計地理情報システム） 
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《昼間及び夜間人口》 本市の昼間人口（常住人口を土台として市内外への通勤・通学人

口を反映したもの）は、令和２年時点で、４６，１８７人となって

おり、夜間人口（常住人口）を下回っています。 
経年的な推移をみると、昼間人口は、増加傾向を示していますが、

昼夜間人口比率については、１．０以下で横這いから減少傾向にあ

り、県内市では最下位となっています。 
以上より、周辺都市のベッドタウンとしての性格が維持・進行し

ていると考えられます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 昼間人口及び昼夜間人口比率の推移（国勢調査） 

 

 
図 県内市における昼夜間人口比率（Ｒ２国勢調査） 
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■土地利用の状況 
《土地利用面積の推移》 
 

本市の土地利用（大区分）は、令和２年時点で、農地が約３５％

を占めて最も大きく、水面・河川・水路が約２０％、住宅地が約

１９％と続いています。 
経年的な推移をみると、農地の減少傾向、住宅地及び道路の増

加傾向が目立っています。その他の利用区分についてみると、工

業地は減少傾向、事務所・店舗は増加傾向にあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 土地利用面積の推移（土地利用区分別面積実態調査） 
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《市街化区域内に 
おける農地》 
 

令和４年時点における市街化区域内の農地（田・畑）の割合を

みると、南地域の約２３％が最も大きく、本田地域の約２１％、

牛牧地域の約１７％と続いています。経年的な推移をみると、平

成２９年から令和４年にかけて生津地域で約２５％減と最も減少

率が高くなっています。 
 

表 市街化区域内の農地割合（都市計画基礎調査 図上計測） 

地域 
H25 H29 R4 

面積 割合 面積 割合 前回増減率 面積 割合 前回増減率 

生津 19.9ha 13.9% 16.9ha 11.8% -15.1% 12.6ha 8.7% -25.4% 

本田 51.7ha 26.8% 48.9ha 25.3% -5.4% 40.1ha 21.0% -18.0% 

穂積 83.6ha 19.9% 71.6ha 17.0% -14.4% 58.9ha 14.0% -17.7% 

牛牧 77.0ha 26.1% 67.0ha 22.8% -13.0% 51.0ha 17.4% -23.9% 

南 42.1ha 33.4% 36.2ha 28.7% -14.0% 29.4ha 23.3% -18.8% 

全体 274.3ha 23.3% 240.6ha 20.5% -12.3% 192.0ha 16.3% -20.2% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 市街化区域内の農地割合（Ｒ４都市計画基礎調査）  
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■都市施設の状況 
《道路・交通施設 

（国道・県道）》 
 

本市では、東西方向の国道２１号及び南北方向の主要地方道北

方多度線を主軸とした、国道・県道による概ね格子状の幹線道路

ネットワークが形成されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 国道・県道の状況 
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東海環状自動車道 

岐阜穂積線 

一般国道 21 号線 

馬
場
祖
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江
線 
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本
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別
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線 

馬場北方線 

《道路・交通施設 
（都市計画道路）》 

 

本市の都市計画道路は、市街化区域内を中心として、１２路線

計画決定されており、令和４年時点で、東海環状自動車道、穂積

鷺田橋線、十九条宝江線の一部区間を除き改良済となっています。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 都市計画道路の状況（Ｒ４都市計画基礎調査） 

 
  



 
 

- 17 - 

■災害リスクの状況 
《洪水浸水想定区域》 
 

本市において、比較的発生する可能性のある計画規模降雨によ

り、各河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域とその浸水深

を示しています。本市のほぼ全域において０．５ｍ以上の浸水が

想定され、特に市北東部や南部においては、３ｍ以上の浸水が想

定されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 洪水浸水想定区域（計画規模）の状況（瑞穂市防災読本（平成３１年３月）） 
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《内水氾濫想定区域》 内水氾濫によって、本市において１ｍ以上浸水する地区はない

ものの、市内の至る地区で浸水が予想されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 内水氾濫想定区域の状況（出典：瑞穂市ＨＰ） 
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《地震予想震度》 本市で予想される地震の中で最も大きな影響があると予想され

る地震は、養老—桑名—四日市断層帯による内陸型地震です。こ

の地震が発生した場合の、市内での予想震度は全域で震度６弱以

上であり、市南部や西部の一部地域においては、震度６強と予想

されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 地震予想震度の状況（瑞穂市防災読本（平成３１年３月）） 
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３． 前プランの施策の振り返り 

《施策の着手状況等》 
前プランにおいて設定した施策について、令和７年度末時点での着手状況は巻末資料の

とおりです。方針ごとの主な進捗状況は以下のとおりです。 

＜道路、交通づくりの方針＞ 
・都市間を結ぶ道路の整備として、市道西部環状線の整備を進めています。  
・歩行環境の整備として、歩行者の安全確保の重要性が高い箇所では、歩道橋の整備など

を進めています。 

＜水、緑づくりの方針＞ 
・身近な公園の整備として、街区公園等の市民が身近に利用できる公園の整備を進めてい

ます。 
・下水道の整備として、良好な住環境の形成を図るため、公共下水道の整備を進めていま

す。 

＜市街地づくりの方針＞ 
・都市拠点の整備として、個別具体プラン（瑞穂市ＪＲ穂積駅周辺整備基本計画）を策定

し、市街地整備等を一体的に進めています。 
・地域生活拠点の整備として、市民の憩い、ふれあい、健康づくり等を支える市民交流拠

点（中山道大月多目的広場）の整備を進めました。 

＜都市環境づくりの方針＞ 
・災害に強い都市基盤の整備として、河川改修や犀川遊水地事業、牛牧排水機場の整備な

どの治水対策を進めています。 
・防災情報の整備、活用として、地震や洪水に係るハザードマップの見直しや充実を進め

ています。 
 

一方、市街地づくりの方針の「拠点地区（朝日大学周辺地区）の整備」（理由：立地適正

化計画が未策定であり、商業施設の立地誘導等が進んでいないため）や都市環境づくりの方

針の「良好な景観の形成」（理由：景観計画が未策定のため）について、未実施となってい

ます。また、本田地域において「中川等の河川整備」（理由：長期計画に位置付けられてお

り、計画期間内に実施がなかったため）や中地域において「交通結節機能の強化」（理由：

美江寺穂積線が廃線となったため）が未実施となっています。 
一部修正し、未実施や継続中のすべての施策について、本プランに引き続き位置付けます。 
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４． 住民意向調査結果・都市計画マスタープランに関するアンケート結果 
《生活環境に関する 
感じ方》 

 

令和６年度に実施した住民意向調査結果を見ると、生活環境に

関する感じ方として、「３ 日常の買い物にまったく不便がない」

は点数が高く、あてはまると考えている回答者が多くなっていま

す。一方、「９ 楽しい時間を過ごせる娯楽施設がある」は点数が

低く、あてはまらないと考えている回答者が多くなっています。 
医療や教育、自然環境に関しては概ね良く感じている回答者が

多いですが、飲食・娯楽、行政のデジタル化に関しては良く感じ

ている回答者が少ない傾向にあります。 
 

1 医療機関が充実している 15 公共施設は使い勝手がよく便利である 

2 介護・福祉施設のサービスが受けやすい 16 行政サービスのデジタル化が進んでいる 

3 日常の買い物にまったく不便がない 17 仕事や日常生活の場でデジタルサービスを利用しやすい 

4 飲食を楽しめる場所が充実している 18 地域の雰囲気は､自分にとって心地よい 

5 自宅には､心地のいい居場所がある 19 まちなか､公園､川沿い等で､心地よく歩ける場所がある 

6 騒音に悩まされている 20 自慢できる都市景観（街並み）がある 

7 適度な費用で住居を確保できる 21 自慢できる自然景観がある 

8 
公共交通機関で､好きな時に好きなところへ移動

ができる 22 身近に自然を感じることができる 

9 楽しい時間を過ごせる娯楽施設がある 23 空気や水は澄んでいてきれいだと感じる 

10 子育て支援・補助が手厚い 24 環境への取組が盛んである 

11 子どもたちがいきいきと暮らせる 25 防災対策がしっかりしている 

12 教育環境（学校等）が整っている 26 防犯対策が整っており､治安がよい 

13 通学しやすい場所に学校がある 27 歩道や信号が整備されていて安心である 

14 行政は､地域のことを真剣に考えていると思う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00
1

2
3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13
1415

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26
27

市全体

※生活環境に関する感じ方＝（「非常にあては
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「どちらとも言えない」×3＋「あまりあて
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×1）／（回答者数－無回答） 

図 生活環境に関する感じ方（住民意向調査結果） 
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《施策に対する現状 
の満足度・今後の 
重要度》 

令和６年度に実施した住民意向調査結果を見ると、治水・防災

に関しては、現状の満足度、今後の重要度ともに非常に高くなっ

ています。 
一方で、都市基盤、交通基盤に関しては、他施策と比較して、

現状の満足度は低く、今後の重要度は比較的高くなっています。 
観光・交流に関しては、他施策と比較して現状の満足度が低い

が、今後の重要度は他の項目と比較して最も低く、市民の関心は

さほど高くないと見られます。 
 

 
 

図 施策に対する現状の満足度・今後の重要度（住民意向調査結果） 
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《平成３０年の都市 
計画マスタープランに 
おける都市づくりの目 
標に対する進捗度》 

令和７年度に実施した都市計画マスタープランに関するアンケ

ート結果を見ると、都市づくりの目標である「自動車に頼らず暮

らせる利便性の高い都市づくり（安心①）」や「安心に暮らし続け

られる都市づくり（安心②）」や「多くの人が訪れたくなる都市づ

くり（交流創出①）」について、進んでいないという意見が多くな

っています。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

1 5

進んでいない← 平均値 →進んだ

自然・
環境

多くの一級河川や農地などによる田園風景を活
かした、美しく、自然に親しみを感じることのでき
る都市づくり

利便性の高い電車やバスの仕組みや緑豊かで
住みやすい環境などを備えた、地球環境にやさ
しい、持続可能な都市づくり

※ 平均値（ほぼ進んでいないと思う・・1点、どちらかと言えば進んでいないと思う・・2点、どちらとも言えない・・3点、どちらかと言えば進
んだと思う・・4点、とても進んだと思う・・5点）無回答は除く。

活力・
賑わ
い

国道２１号を中心としたきめ細かな幹線道路ネッ
トワークが形成され、活発な産業の活動や、市
内の様々な場所を結び交流が広がる都市づくり

賑わいのあるまちの顔や、活力のある産業が集
まる場所が形成され、市全体がこれからも発展
していけるような都市づくり

民間の力や今ある建物や施設の活用などによっ
て都市の運営の効率化が図られ、これからも発
展が可能となる都市づくり

交流
創出

中山道、美江寺宿などの特色ある歴史、文化資
源を最大限に活かした、市民が誇りを持ち、多く
の人が訪れたくなる都市づくり

市民がスポーツやレクリエーション、文化活動な
どを身近で楽しめ、市民同士の交流が活発な都
市づくり

地域にある歴史、文化資源や公園などが互いに
関係し合いながら自然に結びつき、多様な交流
や各施設の利用が増えるような都市づくり

項　　　目

安心

必要以上に自動車に頼らず暮らせる日常の生
活圏を備えた利便性の高い都市づくり

超高齢社会や南海トラフ巨大地震、集中豪雨な
どの災害のリスクに対応した、誰もが生涯健康で
安全、安心に暮らし続けられる都市づくり

地域の暮らしに必要となる道路、公園、下水道
などが整った住みやすい環境やコミュニティの維
持、育成につながる都市づくり

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ進んでいないと思う どちらかと言えば進んでいないと思う

どちらとも言えない どちらかと言えば進んだと思う

とても進んだと思う

2.38

2.54

2.82

2.79

2.68

2.68

2.43

2.97

2.75

2.72

2.56

図 都市づくりの目標に対する進捗度 

（都市計画マスタープランに関するアンケート結果） 
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《今後のまちづくりの 
進め方に関する意 
向》 

令和７年度に実施した都市計画マスタープランに関するアンケ

ート結果を見ると、今後のまちづくりの進め方については、どの

項目もそう思うとする意見が多くありましたが、「利便性の高い公

共交通体系の整備により、高齢者や自家用車を利用しない人たち

をはじめ、誰もが快適に市や地域の中心部や施設まで移動できた

方が良い」が最も多くなっています。  
 

 

図 今後のまちづくりの進め方に関する意向 

（都市計画マスタープランに関するアンケート結果） 

 
 
 
 
 
 

1

2

3

1 5

そうは思わない← 平均値 →そう思う

※折れ線は平均値。

※

※ 平均値（そうは思わない・・1点、どちらかと言えばそうは思わない・・2点、どちらとも言えない・・3点、どちらかと言えばそう思

う・・4点、そう思う・・5点）無回答は除く。

項　　　目

 公共施設や商業施設、医療、介護、子育て・教育

施設など、日常生活に必要な施設や機能は、でき

るだけ市の中心部や地域の中心部に集めて効率

的に維持管理をした方が良い

 利便性の高い公共交通体系の整備により、高齢

者や自家用車を利用しない人たちをはじめ、誰も

が快適に市や地域の中心部や施設まで移動でき

た方が良い

 市の中心部や地域の中心部以外の場所にも、必

要な施設や機能は見直しや再編を行うことで、でき

るだけ効率的に維持管理をした方が良い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そうは思わない どちらかと言えばそうは思わない

どちらとも言えない どちらかと言えばそう思う

そう思う

3.39

4.31

4.10
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《ＪＲ穂積駅周辺の 
施設の満足度・重要 
度》 

 

令和７年度に実施した都市計画マスタープランに関するアンケ

ート結果を見ると、ＪＲ穂積駅周辺の施設の満足度・重要度とし

て、商業施設が最も満足度が低い一方で、重要度は高くなってい

ます。また、医療・福祉施設については、満足度・重要度ともに

高い結果となっています。 
 

 

 
図 ＪＲ穂積駅周辺の施設の満足度・重要度 

（都市計画マスタープランに関するアンケート結果） 

  

商業施設

医療・福祉施設

公共施設

公園・防災施設

子育て（教育・保育）施設
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高
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重

要

度
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低

低 ←満足度→ 高

満足度と重要度の分析 【偏差値】

　満足度と重要度を点数化して偏差値を算定し，縦軸に重要度，横軸に満足度をとってグラフ化した。
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《ＪＲ穂積駅周辺の 
まちづくりに対する 
意向》 

 

令和７年度に実施した都市計画マスタープランに関するアンケ

ート結果を見ると、ＪＲ穂積駅周辺のまちづくりについて、「２．

公共交通の利便性向上（バスなど）」に次いで、「１．魅力的な施

設・飲食店の誘致」、「７．災害に強い道路や上下水道、公共施設

の整備（防災・減災対策）」の意向が多い結果となっています。 
 

 
図 ＪＲ穂積駅周辺のまちづくりに対する意向（最大３つまで選択可能） 

（都市計画マスタープランに関するアンケート結果） 

 
  

件数

623

631

352

243

269

388

451

295

137

24

33

41

3,487

９．働く場の創出

１０．今のままで良い

１１．よくわからない

無回答

計

３．自転車や歩行者にやさしい空間の整備

４．緑地や公園などの憩いの空間の設備

５．子育て世代にやさしい施設やサービスの充実

６．高齢者にやさしい施設やサービスの充実

７．災害に強い道路や上下水道、公共施設の整備
　　（防災・減災対策）

８．空き地・空き家の有効活用

選択肢

１．魅力的な施設・飲食店の誘致

２．公共交通の利便性向上（バスなど）

48.4%

49.0%

27.4%

18.9%

20.9%

30.1%

35.0%

22.9%

10.6%

1.9%

2.6%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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５． 都市づくりのあり方 

《コンパクト・プラス・ネットワークの構築》 

県都である岐阜市や県内２位の人口を擁する大垣市の間に位置し、住宅都市として発展

してきた本市においては、依然、人口増加を示していますが、既に中心市街地の衰退や高齢

化が進行していることにより、将来、人口減少に転じることが予想されているため、いかに

持続可能で暮らしやすい都市となるよう意識して取り組むことが必要です。 
その観点から、今後の都市づくりでは、不足する都市基盤の整備や日常生活に必要な都市

機能の充実等を図り、若者の定住促進につながる良好な住環境を整えていくことが必要で

あり、これらを効率的に行うために、都市づくりにおいて「コンパクト・プラス・ネットワ

ーク」の構築を行っていくものとします。 
特に、ＪＲ穂積駅周辺は、都市拠点としても重要な役割を担っており、そのまちづくりの

さらなる展開が求められます。 
また、地域生活拠点の機能の充実・強化を図り、地域公共交通と連携したネットワークの

構築を進めることにより地域の利便性を向上させ、地域活力を維持・持続していくものとし

ます。 
 
《地域産業の維持・成長》 

本市は、人口増加が続いており、生産年齢人口も緩やかに増加しています。 
しかし、本市の近年の産業については、商業用地面積、工業用地面積ともに概ね横這いと

なっています。また、昼夜間人口比率は県内市では最下位となっています。 
一方で東海環状自動車道の整備が進み、その周辺での企業等の立地が進んでいます。本市

においても、その整備効果を取り込んでいく必要があります。 
以上より、企業の需要にも対応しつつ、市内に働く場を創り出すために、社会情勢等や地

域の実情に応じた商業地・工業地を確保・形成していく必要があります。特に工業について

は、働き手・働き方の多様化への対応を行いつつ、雇用の創出につなげていくなど、企業誘

致や地域産業の持続的成長を図るものとします。 
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《災害に強い強靱なまちの形成》 

近年、災害の激甚化・頻発化により、甚大な被害が発生しているとともに、今後、気候変

動に伴い災害リスクが更に高まっていくことが懸念されています。また、本市においては、

南海トラフ地震防災対策推進地域に指定されているほか、市内ほぼ全域において洪水等に

よる浸水被害が想定されています。 
そのため、地震や洪水発生時に備え、避難所や防災施設として機能する公共施設の整備や、

救急搬送、物資輸送等に重要な幹線道路の整備を推進します。また、災害発生時にも上下水

道の機能が確保されるよう、施設の耐震化や整備を推進し、誰もが安心して暮らし続けられ

る住環境の創出について、積極的に取り組むことが必要です。 
その中でも、ＪＲ穂積駅周辺をはじめ各地区に、狭あい道路や木造建築物が多く、道路・

公園等のオープンスペースが少ないため、火災時に危険性がある地区が分布しています。こ

のような、地震による同時火災が発生した場合の延焼拡大リスクがある地域についてはオ

ープンスペースの整備を推進します。 
 

《デジタル社会への対応》 

近年のデジタル化に伴うライフスタイルの変化を見据えた都市づくりを推進する必要が

あります。 
具体的には、次世代型交通システムへの転換、防災・減災対策や情報提供の高度化、新技

術の活用等を進めていきます。 
 
《ＳＤＧｓの視点を取り入れた持続可能な都市づくり》 

ＳＤＧｓでは、令和１２年までに達成すべき１７のゴールが設定されています。 
本プランでは、瑞穂市第３次総合計画の主に基本目標３「誰もが安心して暮らせる都市

（まち）」に寄与するものがあります。 
これら基本目標に関連するＳＤＧｓのゴールである、「３．健康と福祉」、「４．教育」、「６．

安全な水の供給」、「７．エネルギーの確保」、「８．雇用と経済成長」、「９．強靱なインフラ

産業の基盤整備」、「１１．安全な居住環境の整備」、「１２．生産と消費形態の確保」、「１３．

気候変動対策」、「１４．海の豊かさの保全」、「１５．陸の豊かさの保全」、「１７．パートナ

ーシップによる施策の推進」を取り入れた持続可能な都市づくりを目指します。 
 

 
  

出典：国際連合広報センターＨＰ 
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６． 個別分野の課題 

 本市の都市づくりのあり方を踏まえ、都市機能、土地利用、都市施設、都市環

境その他の４つの視点から、主要課題を整理します。 
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《「都市機能」に関する現状と課題》 

現

状 

位置・地勢 ○岐阜市を中心とした広域都市圏の一員 

人口・世帯数 

○県内２位の高い人口増加率 

○県全体からすると「若いまち」だが、少子・高齢化は着実に進行 

○Ｒ１２年をピークに総人口は減少と推計 

○世帯数は増加傾向だが、世帯人員は減少傾向 

通勤・通学 
○流出超過で、岐阜市・大垣市等との強いつながり 

○昼夜間人口比率は１.０以下で、県内市では最下位 

産業 

○農家数・経営耕地面積は減少傾向、農業産出額は概ね横這い 

○商業用地面積・従業者数は概ね横這い、商品販売額は若干の増加 

○工業用地面積は概ね横這い、従業者数はやや増加、製造品出荷額

等はＨ２２年以降増加傾向 

公共交通 

○ＪＲ東海道本線と樽見鉄道が通っており、市内の鉄道駅では、Ｊ

Ｒ穂積駅の乗降客数が突出 

○ＪＲ穂積駅を中心とした各バス路線の利用者数はＨ２９年の路線

再編（コミュニティバス）、Ｈ３０年の増便（岐阜バス）以降増

加 

住民意向調査

結果 

○本市への定住意向は非常に高く、その理由は、「住み慣れていて

愛着がある」が最も多いほか、交通の便や買物・通院に便利とい

った生活利便性の高さを理由とする意見が多い 

○生活環境に関する感じ方として、医療や教育に関しては概ね良く

感じている回答者が多いが、娯楽、公共交通に関しては良く感じ

ている回答者が少ない 

○買物先や通院先への交通手段は、自家用車の利用がほとんどとな

っており、公共交通の利用は非常に少ない 

都市計画マス

タープランに

関するアンケ

ート結果 

○「ＪＲ穂積駅周辺をはじめ、過度に自動車に頼らず暮らせる日常

生活圏を備えた、利便性の高い都市づくり」の目標を掲げていた

が、進んでいないという意見が多い 

○ＪＲ穂積駅周辺において、医療・福祉施設や子育て（教育・保

育）施設の現状の満足度が高く、特に高齢者は医療・福祉施設、

若い世代は子育て（教育・保育）施設の今後の重要度が高い 

○ＪＲ穂積駅周辺のまちづくりについて、公共交通の利便性向上を

求める意見が多い 

 

課

題 

●人口増加の維持に向けた、子育て世代や若者の定住を促進する良好な住環境の形

成 

●超高齢社会に対応した市民が健康で元気に暮らせる住環境の創出 

●人口減少による日常生活への影響（生活関連サービスの撤退等）を見据えた計画的

な対応 

●本市と重要なつながりがある岐阜市・大垣市等との広域的な連携・役割分担の一層の

強化（良好な宅地供給、通勤・通学の交通利便性の向上等） 

●食料生産地としての役割や、防災・景観形成等の多面的機能の維持を考慮した、農地

の計画的保全 

●商工業については、市民サービス提供や就業の場として適切な土地利用の誘導 

●超高齢社会に対応した、ＪＲ穂積駅を中心とした都市拠点と地域生活拠点間を結ぶ公

共交通ネットワークの強化 
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《「土地利用」に関する現状と課題》 

現

状 

市街化動向 

○ＪＲ穂積駅を中心とした市東部で人口集中地区（ＤＩＤ）を形成 

○ＤＩＤの人口、面積は増加、人口密度は減少 

○ＤＩＤ面積は穂積地域、牛牧地域、生津地域で増加 

○市街化区域内人口は増加傾向 

○市街化区域内の可住地人口密度は７０.１人／ｈａ 

○都市拠点として位置づけられるＪＲ穂積駅周辺の人口密度は減少

傾向で、地域生活拠点に比べ老年人口密度が高い 

○準都市計画区域では人口が減少 

土地利用 

○市全体として自然的土地利用が概ね５割程度（農地は３割程度） 

○国道２１号や主要地方道北方多度線の沿道・周辺を中心に商工業

用地が分布 

○市街化区域内の農地は３割程度減少（Ｈ２５時点２７４.３ｈ

ａ、Ｒ４時点１９２.０ｈａ） 

○ＪＲ穂積駅周辺では、商業用地よりも住宅用地やその他の空地

（平面駐車場）が増加 

建物用途 

○商業系用途で中大規模なものは幹線道路沿道を中心に分布 

○郊外部を含め、市内各地で中大規模な工業系用途の集積あり 

○ＪＲ穂積駅周辺の商業系用途は小規模なものが中心で住居系と混

在 

○市中央部の鉄道路線沿線周辺の工業系用途は住居系と混在 

住民意向調査

結果 

○生活環境に関する感じ方として、楽しい時間を過ごせる娯楽施設

があるとする意見が少ない 

○普段の主な買物先として、４０％近くが市外としており、４０歳

代以下の若い世代でその割合が高い 

都市計画マス

タープランに

関するアンケ

ート結果 

○今後のまちづくりの進め方として、市の中心部や地域の中心部以

外の場所にも、必要な施設や機能は見直しや再編を行うことで、

できるだけ効率的に維持管理をした方が良いとする意見が多い 

○ＪＲ穂積駅周辺の商業施設について、現状の満足度は低く、今後

の重要度が高い 

○ＪＲ穂積駅周辺のまちづくりについて、魅力的な施設・飲食店の

誘致を求める意見が多い 

 
 

 

課

題 

●コンパクト・プラス・ネットワークに基づいた、誰もが健康で暮らせる都市の実現 

●市街化区域内に残存する都市的低未利用地の市街化促進と計画的な利用 

●ＪＲ穂積駅周辺における空洞化の進行を踏まえた、土地の有効活用による市街地

の活性化と多様な機能が連携した都市拠点としての魅力創出 

●これからのライフスタイルに合った暮らしの中心となる都市拠点及び各地域生活

拠点の機能強化 

●住宅主体の良好な市街地環境の維持・保全 

●各地区の状況に応じた住工の混在解消や調和 

●都市活力や生活利便性の向上に向けた、商工業系の土地利用の充実 

●駅周辺、幹線道路沿道等の利便性の高い場所の有効・高度活用 

●市街化調整区域及び準都市計画区域において、無秩序な市街地の拡大の抑制と自

然的土地利用の保全 
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《「都市施設」に関する現状と課題》 

現

状 

道路 

○国道２１号や主要地方道北方多度線等を主軸とした格子状の幹線道

路ネットワークを構成 

○１２路線が都市計画決定され、穂積鷺田橋線、十九条宝江線の一

部区間を除き改良済 

○都市計画道路以外では、高速交通体系（東海環状自動車道大野神

戸ＩＣ等）へのアクセス道路など、一部路線が未整備 

○歩道整備や道路のバリアフリー整備中 

公園・緑地 
○９箇所が都市計画決定され、すべて整備済 

○犀川遊水地グリーンインフラ基本構想を策定 

下水道 
○特定環境保全公共下水道を準都市計画区域内の一部で整備済 

○公共下水道を主に市街化区域内で整備中 

その他施設 

○火葬場とし尿処理施設が都市計画決定され、双方とも整備済 

○市役所各庁舎周辺を中心に、主要な公共公益施設が集積 

○公共施設等のバリアフリー整備中 

○新庁舎建設の将来構想、基本構想を策定 

市街地整備等 

○土地区画整理事業は２地区で施行済 

○瑞穂市ＪＲ穂積駅周辺整備基本計画を策定、穂積駅南土地区画整

理事業の都市計画決定 

○南地域において横屋第一土地区画整理組合設立 

○地区計画は２地区（市街化調整区域のみ）で適用 

住民意向調査

結果 

○施策に対する現状の満足度・今後の重要度として、都市基盤（公

園、駅周辺の整備、空家対策等）、交通基盤（道路や公共交通の

整備等）に関しては現状の満足度が低く、今後の重要度が高い 

○住んでいる地域の道路や交通施設については、歩行者や自転車が

安全で快適に通行できる道路が必要とする意見が最も多い 

都市計画マス

タープランに

関するアンケ

ート結果 

○ＪＲ穂積駅周辺の公共施設について、現状の満足度は高いが、若

い世代は今後の重要度が低い 

○ＪＲ穂積駅周辺のまちづくりについて、災害に強い道路や上下水

道、公共施設の整備を求める意見が多い 

 
 
 

課

題 

●穂積鷺田橋線、十九条宝江線等の整備促進 

●都市計画道路以外の路線を含めた、利便性の高い幹線道路ネットワークの形成 

●本市の特色（河川が多い等）を活かした公園・緑地の整備 

●犀川遊水地グリーンインフラ事業の推進 

●生活環境の向上・浸水対策を目的とした公共下水道の整備推進 

●公共施設や道路のバリアフリー化推進 

●ＪＲ穂積駅周辺等の土地区画整理事業化推進 

●横屋第一土地区画整理事業促進 

●人口減少等による財政への影響と施設ニーズを見据えた、各種施設の適切な整備・

維持・管理 
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《「都市環境その他」に関する現状と課題》 

現

状 

水環境 

○１８本もの一級河川が流下し、良好な自然環境・親水環境を形成 

○輪中地形にあり、古くから水害と密接な関係 

○長良川・揖斐川・根尾川が氾濫した場合、広範囲で甚大な浸水被

害が発生すると想定 

地震災害リス

ク 

○南海トラフ地震防災対策推進地域に指定 

○ＪＲ穂積駅周辺をはじめ、火災時に燃え広がりやすい（狭あい道

路や木造建築物が多い、道路・公園等のオープンスペースが少な

い）地区が各地に分布 

○南海トラフ巨大地震や養老・桑名・四日市断層帯地震において、

液状化の危険度は市全域で高い 

防災関連施設 

○小中学校のグラウンドや都市計画公園等の公園・広場を、指定緊

急避難場所等として指定 

○広域的な視点で、防災活動拠点と緊急輸送道路を配置 

歴史・文化資

源 

○富有柿発祥の地としての特色ある農業環境 

○中山道、小簾紅園、五六閘門など、特色ある歴史・文化資源が各

地に分布 

○中山道沿線の一部地区では、宿場町の名残りである街並みが残存 

○歴史・文化資源を活かした祭りが開催され、地域コミュニティを

育成 

住民意向調査

結果 

○生活環境に関する感じ方として、身近な自然に関する評価は比較

的高いが、街並みなど都市景観に関する評価は低い 

○施策に対する現状の満足度・今後の重要度として、治水・防災に

関しては現状の満足度、今後の重要度ともに高く、非常に関心が

高い 

都市計画マス

タープランに

関するアンケ

ート結果 

○「超高齢社会や南海トラフ巨大地震、集中豪雨のリスク等に対応

した、誰もが生涯健康で安全、安心に暮らし続けられる都市づく

り」や「中山道、美江寺宿等の特色ある歴史、文化資源を最大限

に活かした、市民が誇りを持ち、多くの人が訪れたくなる都市づ

くり」の目標を掲げていたが、進んでいないという意見が多い 

 
 

 

課

題 

●道路・公園・堤防等の防災インフラの充実や適正管理 

●巨大地震や集中豪雨による甚大な被害に備えた、減災を考慮した都市づくり 

●本市の特性を踏まえた、周辺都市との連携による都市づくり（河川を軸とした自

然・生態系ネットワーク、流域治水対策等） 

●地域資源やその背景となる市街地・集落環境（街並み）の保全と、地域活性化に向けた

活用 

●都市拠点、地域生活拠点等の市街地整備に合わせた災害に強い都市づくり 
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第３章 都市づくりのビジョン 

 
 
 

３－１ 都市の将来像 
 本プランの上位計画である瑞穂市第３次総合計画では、「こども」、「住みや

すさ」、「ウェルビーイング」の視点を重視しながら、将来像『こどもが輝き  

誰もが笑顔あふれる 安心で住みよい都市
ま ち

』の実現を目指すとしています。 

一方で、前プランにおいては、本市の資源を最大限に活かしながら、安全、

安心で快適、便利に暮らせる住環境、活力ある産業環境等を備えた魅力的な

まちの形成を目指してきました。また、本市は、岐阜市や大垣市をはじめと

する都市に通勤・通学する人々の居住地として機能する住宅都市であり、そ

の魅力向上に資するために下水道等の不足する都市基盤や幹線道路ネットワ

ークの整備を推進してきました。 

しかしながら、住民意向調査結果において、「社会インフラの整備や土地の

有効活用による都市機能の強化」と「交通基盤の充実による交通・移動の利

便性の向上」が重点改善分野として挙げられています。 

また、本市においては、中心市街地の衰退や高齢化、目標年次までの間に

人口減少に転ずることを踏まえたまちづくりの転換点を迎えることから、都

市機能を集約しつつ、地域生活圏をネットワークで結ぶ「コンパクト・プラ

ス・ネットワーク」の構築が重要なテーマとなっています。あわせて、市内

の商業用地・工業用地が近年横ばいとなる中、東海環状自動車道の整備が進

展していることを踏まえ、交通利便性の高い地域を積極的に活かし、企業立

地に対応できる環境づくりが求められています。 

そのため、本プランにおいては、前プランを踏まえながらも、本市全体の

都市基盤・交通基盤のさらなる整備を進めるとともに、「コンパクト・プラス・

ネットワーク」の実現に向けて、ＪＲ穂積駅を中心とした都市拠点のさらな

る機能強化と地域生活拠点の利便性強化及び都市拠点と地域生活拠点相互の

連携を強化します。また、企業活動に必要な環境を整備し、働く場の確保と

地域産業の成長を支える取組も推進します。さらに、中山道、美江寺宿、一

級河川、朝日大学など本市の多様な資源を最大限に活かし、心身の健康や地

域とのつながりを大切にし、自然や文化を楽しめる暮らしを支えるまちを形

成します。 
こうした都市づくりを通じて、人口減少や超高齢化などの社会課題に対応
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し、こどもが健やかに成長できる環境と持続可能で誰もが安全で快適に暮ら

せるウェルビーイングな都市の実現を目指し、都市の将来像を次のように設

定します。 
 

 
 
 
 
 

  
第 2 次総合計画 

【前プラン】都市計画マスタープラン 

誰もが未来を描けるまち 瑞穂 
１．育（未来） 子ども・地域・産業を育む 
２．住（暮らし）良好な住環境を維持・向上する 
３．安（守り） 安全・安心な暮らしを守る 
４．活（輝く） まちの資源や人を活かす 

基
本
視
点 

将
来
像 

第 3 次総合計画 

こどもが輝き 
誰もが笑顔あふれる 

安心で住みよい都市
ま ち

 

市
の
将
来
像 

【本プラン】 都市計画マスタープラン 

 つながりと活力で育む、持続可能なまち 瑞穂 

都
市
の
将
来
像 

  

人口減少 

コンパクト･ 
プラス･ 

ネットワーク 

都市基盤 

災 害 産 業 

交 流 

交通基盤 
取

り

巻

く

課

題 
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３－２ 都市づくりの目標 
１．都市計画分野の取組の基本方向 

 都市の将来像の実現に向け、都市づくりの主要課題にも対応した、都市計

画分野の取組の基本方向を設定します。 
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都市づくりの目標１ 世代を超えて安心できる都市づくり 

①道路、公園、下水道等が充実した良好な住環境の形成 

②過度に自動車に頼らず暮らせる日常生活圏の形成 

③安全、安心に暮らせる住環境の形成 

都市づくりの目標３ 活力に満ちた持続可能な都市づくり 

①産業活動や交流を促進する幹線道路ネットワークの形成 

②市の発展を牽引するまちの顔や産業の場の形成 

③民間活力の活用等による都市運営の効率化 

都市づくりの目標５ 自然と共生し、環境にやさしい都市づくり 

①美しく自然に親しみを感じる環境の形成 

②地球環境への負荷の軽減 

 

都
市
の
将
来
像   

つ
な
が
り
と
活
力
で
育
む
、
持
続
可
能
な
ま
ち 
瑞
穂 

都市づくりの目標４ 文化・歴史・スポーツでつながる都市づくり 

①特色ある歴史、文化を活かした観光、交流の活性化 

②スポーツや文化芸術活動を通じた市民交流の促進 

③多様な地域資源の連携による交流拡大 

都市づくりの目標２ 魅力ある拠点と賑わいがあふれる都市づくり 

①多様な機能が集積した訪れやすく魅力あるまちの形成 

②都市拠点における市民の交流の場や憩いの場の形成 

これからの都市づくりに向けて（都市づくりの主要課題） 
⇒コンパクト・プラス・ネットワークの構築 
⇒地域産業の維持・成長 
⇒災害に強い強靱なまちの形成 
⇒デジタル社会への対応 
⇒ＳＤＧｓの視点を取り入れた持続可能な都市づくり 
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都市づくりの目標１ 世代を超えて安心できる都市づくり 
①若者・子育て世代の定住を促進する良好な住環境の整備に加え、こどもから

高齢者までのあらゆる世代に配慮したユニバーサルデザインを取り入れ、コ

ミュニティの維持、育成につながる都市づくりを進めます。 

②地域生活拠点を中心に、過度に自動車に頼らず暮らせる日常生活圏を備え

た、利便性の高い都市づくりを進めます。 

③自然災害のリスク等に対応し、誰もが安心して暮らし続けられるとともに、

新技術の活用等により安全性と信頼性の高い都市基盤を備えた、安全・安心

な都市づくりを進めます。 

都市づくりの目標４ 文化・歴史・スポーツでつながる都市づくり 
①中山道、美江寺宿、伊久良河宮跡、別府観音等の特色ある歴史、文化資源を

最大限に活かした、市民が誇りを持ち、多くの人が訪れたくなる都市づくり

を進めます。 

②市民がスポーツやレクリエーション、文化芸術活動等を身近で楽しめ、市民

同士の交流が活発な都市づくりを進めます。 

③点在する歴史、文化資源や公園等が有機的にネットワークし、多様な交流や、

各施設の利用増進につながる都市づくりを進めます。 

都市づくりの目標５ 自然と共生し、環境にやさしい都市づくり 
①多くの一級河川や農地等による田園風景を活かした、美しく、自然に親しみ

を感じることのできる都市づくりを進めます。 

②利用者ニーズに応じた公共交通体系や緑豊かな住環境等を備えた、地球環境

にやさしい、持続可能な都市づくりを進めます。 

都市づくりの目標３ 活力に満ちた持続可能な都市づくり 
①国道２１号を大動脈としたきめ細かな幹線道路ネットワークが形成され、活

発な産業活動や交流拡大につながる都市づくりを進めます。 

②活力のある産業集積や地域の活性化が図られ、これらが市全体の持続的な発

展を牽引するような都市づくりを進めます。 

③民間活力や既存ストックの活用等によって都市運営の効率化が図られ、持続

的な発展が可能となる都市づくりを進めます。 

都市づくりの目標２ 魅力ある拠点と賑わいがあふれる都市づくり 
①ＪＲ穂積駅周辺では、多様な機能の集積と訪れやすい環境の形成により、魅

力のある都市づくりを進めます。 

②市民の交流の場や憩いの場として親しまれる拠点の形成により、都市拠点の

機能強化につながる都市づくりを進めます。 
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２．将来指標 

《将来人口》 

 

将来の都市規模を想定する上での最も基本的な指標として、

将来人口を設定します。 

現状で人口増加傾向にある本市ですが、瑞穂市人口ビジョン

の推計によると、令和１２年頃に人口のピークを迎えることと

なり、その後、緩やかに人口減少が進むことが予測されていま

す。 

このような人口減少は、商業、医療、福祉等のサービス産業

の縮小や、公共交通の縮小・廃止、空き家、空き店舗、耕作放

棄地の増加、税収減等をもたらし、日常生活や都市空間に与え

る多大な影響が懸念されるところです。 

そのため、本市では、人口増加傾向の維持・向上と、将来的

な人口のピーク以降の減少傾向の緩和を目指すこととします。 

 
これらを踏まえ、本プランにおける将来人口は、瑞穂市第３

次総合計画との整合を図ることとし、その達成に向け、今後は、

若年世代の流出抑制や、新たな定住人口の増加につながるよう

な、良好な住環境の保全と創出、新たな住宅や宅地の計画的な

誘導等を進めていきます。 

 

 令和１７年の将来人口 

５７，０００人 

 

 

実績値 
目標値 

推計値 

H22 

(2010) 

H27 

(2015) 

R2 

(2020) 

R7 

(2025) 

R12 

(2030) 

R17 

(2035) 

R22 

(2040) 

R27 

(2045) 

R32 

(2050) 

瑞穂市第３次

総合計画 
51,950 54,354 56,388 

  57,000   

 

瑞穂市人口ビ

ジョン 
57,151 57,267 56,979 56,431 55,615 54,550 
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《将来市街地》 
 

住宅、商業施設、工場等の受け皿となる市街地について、将

来の規模を設定します。 

本市では、現在まで人口増加が続いたものの、まもなくピー

クを迎え、中・長期的には減少が見込まれることから、住居系

を中心とした市街地を積極的に拡大していくことの必要性は

低いと考えられます。 

そのため、集約型の都市づくりを推進する観点からも、市街

化区域内に残存する低未利用地や、既成市街地の有効活用を優

先し、原則、市街地の拡大を抑制します。 

その上で、今後の市街地拡大については、幹線道路沿道での

産業誘致をはじめ、都市の活力を維持し、持続的な発展を図る

上で特に必要性が高いものや、行政サービスや社会福祉の維

持・向上のために重要度が高いものに限定することとし、加え

て必要最小限の規模とします。 
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第４章 都市づくりの基本計画 

 
 
 

４－１ 将来都市構造 
 ここでは、都市の将来像の実現に向けた、都市空間づくりの基本方向とし

て、将来都市構造を設定します。 

具体的には、瑞穂市第３次総合計画で設定された「将来の都市空間像」を

土台としながら、『第３章 都市づくりのビジョン』による５つの視点それぞ

れで展開する形とします。 
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  瑞穂市第３次総合計画で設定された「将来の都市空間像」   

■基本的な考え方 

本市では、『穂積駅周辺の「都市拠点」を核とし、市内各地に「地域生活
拠点」を配置し、コンパクトな居住ゾーン及び公共交通ネットワークの形
成を図ること』に重きを置きます。 

そのうえで、各種法令との整合性を保ちながら市全体として秩序ある開発
を進め、都市と自然の調和、市の強みや地域の魅力の活用等を図ることに
より、多様な拠点・軸・ゾーンをバランスよく適切に配置します。 

■構成要素 
・様々な都市活動や日常生活を支える機能が集積する「拠点」 
・地域間の人々の移動や交流、連携を支える「軸」 
・都市的利用及び自然的利用の区分や面的な広がりを表す「ゾーン」 



 
 

- 45 - 

 また、瑞穂市第３次総合計画に基づく各種拠点については、以下のようにそ

の位置と方向性について定義します。 

都市拠点 

位置 ＪＲ穂積駅周辺 

方向性 

●公共交通（ＪＲ東海道本線、バス）の要を担い、多様な

都市機能（商業機能、医療機能、福祉機能、金融機能、

行政機能、交流機能等）が集積した拠点とします。 

●特に交流機能については、市民の交流の場・憩いの場と

して賑わいを創出する土地利用を図ります。 
 

地域生活拠点 

位置 
馬場交差点周辺、十九条駅周辺、犀川地区周辺、横屋駅～

国道２１号沿道周辺、美江寺駅周辺、朝日大学周辺 

方向性 

●公共交通ネットワーク（バス、樽見鉄道）との連携を踏

まえた、一定の都市機能が集積した拠点とします。 

●横屋駅～国道２１号沿道周辺は、国道２１号と市道西部

環状線のネットワークを担う重要な拠点とします。 

●朝日大学周辺については、周辺に居住する学生等若者が

魅力を感じる学園都市として位置づけます。 
 

学術研究拠点  

位置 朝日大学周辺 

方向性 
●朝日大学を中心に、大学及び病院等による学術研究機能

と連携した先端産業が集積した拠点とします。 
 

交流拠点 

位置 公園、グラウンド、歴史・文化施設等 

方向性 

●歴史や文化資源を活かした、市民がスポーツやレクリエ

ーション等を楽しむことができる拠点とします。 

○健康づくり拠点…公園、グラウンド等市民の健康づく

りを支える拠点 

○市民交流拠点…中・大規模な公園を中心としたスポー

ツ、レクリエーション、文化芸術活動の場となる拠点 

○歴史、文化交流拠点…中山道、美江寺宿等の歴史的な

建造物や街並み、それらを舞台とした祭りや活動の場

となる拠点 
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都市づくりの目標１ 世代を超えて安心できる都市づくり 

②地域生活拠点を中心に、過度に自動車に頼らず暮らせる日常

生活圏を備えた、利便性の高い都市づくりを進めます。 

《都市空間づくりとしての基本方向》 
●美江寺駅周辺地区や十九条駅周辺地区など市内各所におい

て、地域生活拠点（公共交通、商業、医療、福祉などの都

市機能がコンパクトにまとまった場所）を形成します。 

●地域生活拠点間及び地域生活拠点と都市拠点とを結ぶ公共

交通ネットワークを形成します。 

●各生活拠点と周辺の住宅地、集落を結ぶ歩行者ネットワー

ク（幹線道路の歩道や自転車道等）の形成を通じ、身近な

日常生活圏を構築します。 

③自然災害のリスク等に対応し、誰もが安心して暮らし続けら

れるとともに、新技術の活用等により安全性と信頼性の高い

都市基盤を備えた、安全・安心な都市づくりを進めます。 
《都市空間づくりとしての基本方向》 

●南海トラフ巨大地震や集中豪雨に係る被災リスクの高い地域

を中心として、災害に強い住環境を形成します。 

●災害時の活動拠点や緊急避難場所（公園、グラウンド等）

及びそれらを結ぶネットワーク（緊急輸送道路、避難所を

結ぶ主要な市道等）を形成します。 

①若者・子育て世代の定住を促進する良好な住環境の整備に加

え、こどもから高齢者までのあらゆる世代に配慮したユニバ

ーサルデザインを取り入れ、コミュニティの維持、育成につな

がる都市づくりを進めます。 

《都市空間づくりとしての基本方向》 
●都市拠点や地域生活拠点を中心に、若年層が定着し、地域

活力を維持することのできる良好な住環境を形成します。 

●市街化区域内において、道路、公園、下水道等の都市基盤

が整い、多様な居住ニーズに対応した住宅が立地する、良

好な住宅地を形成します。 

●歩道の整備やバリアフリー化の推進等により、高齢者や障

がい者をはじめ、誰もが安全、快適に暮らせる住環境を形

成します。 

●市民の健康づくりを支える拠点（公園、広場、グラウンド

等）の形成や、河川堤防、歴史街道等を有効活用した歩行

者ネットワークを形成します。 
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図 「世代を超えて安心できる都市づくり」に係る将来都市構造 
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都市づくりの目標２ 魅力ある拠点と賑わいがあふれる都市づくり 

①ＪＲ穂積駅周辺地区では、多様な機能の集積と訪れやすい環

境の形成により、魅力のある都市づくりを進めます。 

《都市空間づくりとしての基本方向》 
●都市拠点において、商業、医療・福祉、業務などの機能が

集積した利便性の高い都市環境を形成します。 

●都市拠点において、誰もが安全に行き交うことができる駅

前広場や道路網を形成します。 

●都市拠点を中心とした地域生活拠点間及び都市間の幹線的

な公共交通ネットワークを形成します。 

●都市拠点への移動に関しては、市内全域からアクセスでき

る道路網を形成します。 

②市民の交流の場や憩いの場として親しまれる拠点の形成によ

り、都市拠点の機能強化につながる都市づくりを進めます。 

《都市空間づくりとしての基本方向》 
●都市拠点において、気軽に楽しく歩行できる歩行者ネット

ワークを形成します。 

●都市拠点において、日常的に市民が交流し、憩える拠点を

形成します。 
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図 「魅力ある拠点と賑わいがあふれる都市づくり」に係る将来都市構造 
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都市づくりの目標３ 活力に満ちた持続可能な都市づくり 

①国道２１号を大動脈としたきめ細かな幹線道路ネットワーク

が形成され、活発な産業活動や交流拡大につながる都市づく

りを進めます。 

《都市空間づくりとしての基本方向》 
●国道２１号と岐阜南部横断ハイウェイを主軸とした、広域

的に都市間を結ぶ幹線道路ネットワークを形成します。 

●都市間や市内の様々な拠点間を結び、円滑に自動車交通を

処理できる、幹線道路ネットワークを形成します。 

②活力のある産業集積や地域の活性化が図られ、これらが市全

体の持続的な発展を牽引するような都市づくりを進めます。 

《都市空間づくりとしての基本方向》 
●国道２１号沿道や東海環状自動車道大野神戸ＩＣ等にアク

セスする主要地方道北方多度線、主要地方道岐阜巣南大野

線バイパスの沿道など、交通利便性の高い場所を積極的に

活かして、産業集積を促進します。 

●既存工業地の機能維持と利用増進を図ります。 

●安八スマートＩＣや大野神戸ＩＣとの近接性を活かし、主

要地方道北方多度線の沿線、主要地方道岐阜巣南大野線バ

イパスの周辺、一般県道美江寺西結線の沿線を土地利用検

討区域に位置づけ、新たな産業の土地利用を検討します。 

●朝日大学周辺地区において、学術研究機能と連携した先端

産業の誘致や、若者が魅力を感じる住環境の形成等、活力

ある学園都市づくりを進めます。 

●営農環境との調和に十分留意しながら、地域の活性化に寄

与する土地利用の検討を進めます。 

③民間活力や既存ストックの活用等によって都市運営の効率化が

図られ、持続的な発展が可能となる都市づくりを進めます。 

《都市空間づくりとしての基本方向》 
●人口の誘導等に際しては、良質な民間開発を誘導するとと

もに、市街化区域内の低未利用地を優先的に活用します。 
●市街化区域以外での新たな産業等の立地需要に対しては、

既存ストックの活用が可能な地域（幹線道路沿道、市街地

隣接部等）を中心として、計画的に誘導します。 
●道路、橋梁、公園等の都市基盤について、適切な維持、管

理を通じて長寿命化を図ります。 
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図 「活力に満ちた持続可能な都市づくり」に係る将来都市構造 
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都市づくりの目標４ 文化・歴史・スポーツでつながる都市づくり 

①中山道、美江寺宿、伊久良河宮跡、別府観音等の特色ある歴

史、文化資源を最大限に活かした、市民が誇りを持ち、多く

の人が訪れたくなる都市づくりを進めます。 

《都市空間づくりとしての基本方向》 
●中山道を主軸とした、点在する歴史、文化資源を楽しく巡

ることのできる歩行者ネットワークを形成します。 
●美江寺駅周辺地区等において、歴史的な建造物や街並み、

それらを舞台とした祭りや活動等と一体となった良好な住

環境を保全するとともに、交流空間としての活用を進めま

す。 

②市民がスポーツやレクリエーション、文化芸術活動等を身近

で楽しめ、市民同士の交流が活発な都市づくりを進めます。 

《都市空間づくりとしての基本方向》 
●市内各所において、中・大規模な公園を中心とした、市民

交流拠点（スポーツ、レクリエーション、文化芸術活動等

の場）を形成します。 
●地域コミュニティを育成する場として、各地域の既存の公

園、緑地の有効活用、魅力化を進めます。 
●犀川遊水地一帯において、水辺とまちが融合した良好な水

辺空間の形成を目指し、賑わいや交流の拠点として整備を

進めます。 
 

③点在する歴史、文化資源や公園等が有機的にネットワーク

し、多様な交流や、各施設の利用増進につながる都市づくり

を進めます。 

《都市空間づくりとしての基本方向》 
●地域資源同士を結び、市内の回遊性を高める環状の道路ネ

ットワークを形成します。 
●多くの一級河川を活かした、自然と触れあい、市内を網羅

できる歩行者ネットワークを形成します。 
●長良川や墨俣一夜城等と連携した、周辺都市との広域的な

観光レクリエーションネットワークを形成します。 
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図 「文化・歴史・スポーツでつながる都市づくり」に係る将来都市構造 
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都市づくりの目標５ 自然と共生し、環境にやさしい都市づくり 

①多くの一級河川や農地等による田園風景を活かした、美し

く、自然に親しみを感じることのできる都市づくりを進めま

す。 

《都市空間づくりとしての基本方向》 
●一級河川や農地等による田園風景など、豊かな緑地環境を

積極的に保全します。 
●多くの一級河川を活かし、身近な親水空間の形成や、点在

する公園同士を結んで生物多様性の保全等に寄与する水と

緑のネットワークの形成を図ります。 
●市民、事業者、行政が一体となり、ハリヨの生息する環境

の保護を推進します。 

②利用者ニーズに応じた公共交通体系や緑豊かな住環境等を備

えた、地球環境にやさしい、持続可能な都市づくりを進めま

す。 

《都市空間づくりとしての基本方向》 
●自動車交通への依存を抑制し、CO2 削減に寄与する、公共

交通ネットワークや歩行者ネットワークを形成します。 
●緑豊かで環境配慮型の都市施設の整備や住宅地の形成を進

めます。 
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図 「自然と共生し、環境にやさしい都市づくり」に係る将来都市構造 
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５つの視点それぞれで展開した将来都市構造について、総括（統合）すると、次の図

のとおりとなります。 

 
図 将来都市構造（総括） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
 

- 57 - 

４－２ 土地利用構想 
１．土地利用の基本方針 

 本市では、市全体として、良好な住宅市街地の形成や、田園環境の保全及び

これとの調和を基本方向としながら、コンパクト・プラス・ネットワークの構

築に向けた身近な生活拠点の形成など、地域ごとの課題や特性に応じて、きめ

細かな土地利用を進めます。 

その上で、市街化区域を中心とした地域では、低未利用地や、駅、商業、医

療施設などの既存ストックの活用が可能な場所を積極的に活かしながら、都

市機能が集積した拠点形成を図り、計画的な市街化を促進します。特に、都市

拠点や地域生活拠点では、都市の活力の向上や賑わいの創出、集約型都市構造

への転換を図る観点から、都市機能の強化に寄与する土地利用を重点的に進

めます。 

一方、市街化調整区域と準都市計画区域を中心とした地域では、無秩序な市

街化を抑制し、良好な営農環境、自然環境の保全を図ることを重視しつつ、地

域活力の維持に資する観点から、公共交通の利便性が高い場所や幹線道路沿

道など、都市的土地利用が見込まれる区域については、開発と保全のバランス

の取れた土地利用の検討を行い、必要に応じて土地利用を進めます。 

そのほか、主要幹線道路沿道では、広域ネットワークを活かした企業誘致を

進め、市内での雇用の創出につながる土地利用を進めます。 
 

２．土地利用区分毎の方針 

《土地利用の区分》 土地利用の基本方針を踏まえ、本市の土地利用区分を次のよ

うに設定します。 

①住宅地（街なか居住） 

②住宅地（周辺、郊外居住） 

③商業地 

④住工共存地 

⑤工業地 

⑥沿道複合地 

⑦農地、集落地         

⑧自然環境地 

 

《規制、誘導方針等》 土地利用区分毎の規制及び誘導方針並びに配置場所を次の

ように設定します。 
 

… 市街化調整区域と 

準都市計画区域を中心 

  とした土地利用区分 

… 市街化区域を中心 

  とした土地利用区分 

※本プランで新たに位置付けた方針には、文末に新規と表示しています。 
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①住宅地（街なか居住） 

規制、誘導方針 

●都心部の利便性の高い住宅地として、低層の戸建て住宅から中高

層の集合住宅までの多様な住宅と、生活利便施設や業務施設等と

が調和しながら立地する土地利用を図ります。 

配置場所 ●ＪＲ穂積駅を中心とした商業地周辺の住宅地 

 

②住宅地（周辺、郊外居住） 

規制、誘導方針 

●低層の戸建て住宅や低・中層の集合住宅を中心としながら、生活

利便施設もある程度立地する、快適性と利便性を備えた良好な住

宅地としての利用を図ります。 

●地域生活拠点や、これに連絡する幹線道路の沿道では、生活利便

施設が集積する、周辺地域住民の日常生活を支える土地利用を図

ります。 

●農地等による田園風景のある地域に近接する地区では、農と共生し

たゆとりある良好な住宅地としての利用を図ります。 

配置場所 
●各鉄道駅を中心に広がる住宅地 

●主要な幹線道路を軸に広がる住宅地 

 

③商業地 

規制、誘導方針 

●ＪＲ穂積駅周辺地区では、商業施設、医療福祉施設、子育て支援施

設など、多様な施設の立地を誘導し、「まちの顔」としてふさわし

い土地利用を図ります。 

●犀川周辺地区では、広域的な集客力を有するものを含む、生活利

便施設を中心とした土地利用を図ります。 

配置場所 ●ＪＲ穂積駅周辺地区、犀川周辺地区 

 

④住工共存地 

規制、誘導方針 

●住環境と操業環境の調和を目的に、工場と住宅等が共存する土地

利用を維持します。 

●住宅が土地利用の主体となるなど、今後の土地利用動向に大きな

変化がみられる場合は、長期的な視野のもと、土地利用のあり方

を検討します。 

配置場所 ●工場と住宅等が共存する地区 
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⑤工業地 

規制、誘導方針 
●幹線道路への近接性を活かし、周辺環境との調和にも十分留意しな

がら、工場や流通、業務施設等を主体とした土地利用を図ります。 

配置場所 
●既存工業地一帯 

●主要な幹線道路の沿道、周辺 

 

⑥沿道複合地 

規制、誘導方針 

●市街化区域内においては、広域的な幹線道路の沿道という利便性

を活かし、車利用に対応したロードサイド型の商業施設や、業務

施設等が立地する、非住居系を基本とした土地利用を図ります。 

●市街化区域外においては、市街化調整区域等の性格や、周辺の営

農環境との調和に十分留意しながら、地域資源を活用した産業施

設や、広域ネットワークを活かした流通、業務施設の立地をはじ

め、地域の活性化に寄与する適正かつ合理的な土地利用を図りま

す。 

配置場所 
●国道２１号、主要地方道北方多度線、主要地方道岐阜巣南大野線

バイパスの沿道一帯 

 

⑦農地、集落地 

規制、誘導方針 

●良好な営農環境や景観等を支える優良農地の保全を図ります。 

●集落地については、周辺の営農環境との調和に十分留意しながら、

低層を基本とした良好な住環境を保全する土地利用を図ります。 

●美江寺駅周辺地区では、生活利便施設が多く立地する、周辺地域

住民の日常生活を支える土地利用を図ります。 

●周辺の営農環境との調和に十分留意しながら、地域の活性化に寄

与する新たな産業の土地利用を検討します。 

配置場所 ●市街化調整区域、準都市計画区域内の農地、集落地 

 

⑧自然環境地 

規制、誘導方針 

●多様な生態系の生息域として、自然環境の保全を図ります。 

●市民の憩い、環境教育、健康づくり等に寄与する場として、有効

活用を図ります。 

●犀川遊水地一帯では、グリーンインフラの多様な機能を活かし、

豊かな自然環境や歴史的資源を保全するとともに、賑わいや交流

の場として活用を図ります。新規 

配置場所 ●一級河川の一帯 
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図 土地利用構想 
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 将来都市構造 

 土地利用構想 

 

第５章 分野別都市づくり計画 
 
 
 
 本章では、『第４章 都市づくりの基本計画』による、将来都市構造及び土

地利用構想の実現に向けた、４分野毎の都市計画施策の展開の考え方を設定

します。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野別方針１ 道路、交通づくりの方針 

①幹線道路の整備 

②安全、快適な道づくり 

③公共交通の充実 
 

分野別方針２ 水、緑づくりの方針 

①公園の整備 

②緑豊かで潤いのある空間づくり 

③公共用水域の保全 

分野別方針３ 市街地づくりの方針 

①都市基盤の整備 

②適正、合理的な土地利用 

③拠点地区の整備 
 

分野別方針４ 都市環境づくりの方針 

①防災性、防犯性の向上 

②良好な景観の形成 

③地球環境の保全 

【関連する都市施設】 

・道路、駅前広場       など 

【関連する都市施設】 

・公園、緑地、河川、下水道（汚水） など 

【関連する地域地区、市街地開発事業等】 

・市街化区域、市街化調整区域 

・用途地域、特定用途制限地域 

・市街地開発事業（土地区画整理事業） 

・地区計画          など 

【関連する地域地区、都市施設】 

・準防火地域、景観地区 

・河川、下水道（雨水）    など 

都市づくりの目標１ 
世代を 超え て安
心できる都市づく
り 

都市づくりの目標３ 
活力に満ちた持
続可能な都市づく
り 

都市づくりの目標４ 
文化・歴史・スポ
ーツでつながる都
市づくり 

都市づくりの目標５ 
自然と共生し、環
境にやさしい都市
づくり 

都市づくりの目標２ 
魅力ある拠点と
賑わいがあふれる
都市づくり 
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５－１ 道路、交通づくりの方針 

１．基本方針 

 現在、本市の都市計画道路は、１２路線、２５，３９０ｍが計画決定されて

います。本市では、自動車交通の利便性を高め、活発な産業活動や交流拡大を

促進するため、幹線的な道路の整備を計画的に進めます。これらの整備にあた

っては、数多くの路線があることを踏まえ、各路線が果たすべき役割に応じた

段階構成を明確にするとともに、整備の優先順位づけや都市計画道路の見直

し検討も行うなど、効率的かつ効果的に進めることとします。 

また、デジタル技術を活用し、歩行者や交通弱者の視点に立った交通環境の

充実にも積極的に取り組みます。特に、超高齢社会に対応し、過度に自動車に

頼らず暮らせる日常生活圏を構築するため、ＪＲ穂積駅を中心とした公共交

通ネットワークの強化によるコンパクト・プラス・ネットワークの構築や、安

全な歩行環境の整備等を進めます。 
 
《施策体系》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※本プランで新たに位置付けた施策には、文末に新規と表示しています。 

２．整備、誘導の方針 

《幹線道路の整備》 ①段階構成の明確な幹線道路ネットワークの形成 
・市内外多くの人が利用する幹線的な道路については、「広域幹

線」、「主要幹線」、「幹線」、「補助幹線」といった段階構成に

基づく区分を行い、それぞれの役割や交通処理の状況等に応

じて、計画的に整備を行います。 
 

●幹線道路の整備 ・・・・・・・・ ①段階構成の明確な幹線道路ネットワークの形成 

②都市間を結ぶ道路の整備 

③地域間を結ぶ道路の整備 

●安全、快適な道づくり ・・・・ ①生活道路の整備 

②歩行環境の整備 

③自転車走行環境の整備 

④美しく機能的な道路空間の整備 

●公共交通の充実 ・・・・・・・・ ①利用者ニーズに応じた公共交通ネットワークの

形成 

②交通結節点の整備 
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■段階構成に基づく道路区分と対象路線 

区分 機能、役割のイメージ 路線名 ≪都市計画道路名称≫ 

広域幹線 

・都市間の広域的な交
通を集約して処理 

・広域都市圏の骨格を
形成 

・国道４７５号（東海環状自動車道） ≪(都)東海環状自動車道≫ 
・岐阜南部横断ハイウェイ 

主要幹線 

・隣接都市間及び都市
内の地域間の交通を
集約して処理 

・都市の骨格を形成 

・国道２１号 ≪(都)一般国道２１号線)≫ 
・主要地方道北方多度線 ≪(都)馬場北方線・馬場祖父江線≫ 
・主要地方道岐阜巣南大野線 ≪(都)岐阜穂積線≫ 
・主要地方道岐阜巣南大野線バイパス 
・一般県道曽井中島美江寺大垣線 
・市道１０－１号線他（市道西部環状線） 

幹  線 

・都市内の地域間の交
通を集約して処理 

・都市または地域の骨
格を形成 

・一般県道曽井中島美江寺大垣線 
・一般県道美江寺西結線 ≪(都)十九条宝江線≫ 
・一般県道穂積巣南線 ≪(都)穂積鷺田橋線≫ 
・市道３－２号線（市道穂積鷺田橋線）≪(都)穂積鷺田橋線≫ 

補助幹線 

・主要幹線、幹線で囲
まれた区域内に発生
集中する交通を集約
して処理 

・地域の骨格を形成 

・主要地方道岐阜巣南大野線 
・一般県道墨俣合渡岐阜線 
・一般県道穂積停車場線 ≪(都)駅前線≫ 
・市道１－３号線（市道合渡下生津線）≪(都)合渡下生津線≫ 
・市道４－１号線（市道別府穂積線）≪(都)別府穂積線≫ 
・市道３－４号線（市道別府祖父江線）≪(都)別府祖父江線≫ 
・市道２－１号線（市道本田別府線）≪(都)本田別府線≫ 

他１０路線 

 ・具体的には、都市計画道路の整備はほぼ完了していますが、

個別具体プランである「瑞穂市道路整備計画」に基づき、ま

た、当該計画の見直しや通勤通学の利便性向上に資する都市

計画道路の見直し検討等も適宜行いながら、道路整備を着実

に進めます。 
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 ②都市間を結ぶ道路の整備 
・広域幹線道路である東海環状自動車道及び岐阜南部横断ハイ

ウェイについて、全線の整備を促進します。 

・主要幹線道路のうち、国道２１号及び主要地方道岐阜巣南大

野線バイパスについて、概成、暫定供用区間や未整備区間の

整備を促進します。また、市道西部環状線について、未整備

区間の整備を推進します。 

・主要地方道北方多度線については、歩道や交差点部の安全性

向上に向けた整備を促進します。新規 

 
 ③地域間を結ぶ道路の整備 

・幹線道路のうち、一般県道美江寺西結線及び一般県道穂積巣

南線について、都市計画決定された区間、概成、暫定供用区

間の整備を促進します。 
・路線数の多い補助幹線道路については、狭あい区間の多い主

要地方道岐阜巣南大野線、都市拠点へのアクセス道路等、整

備優先度の高い路線を中心に、概成、暫定供用区間や未整備

区間の整備を促進または推進します。 
・ＪＲ穂積駅周辺地区においては、土地区画整理事業等による

市街地整備とあわせて、ＪＲ穂積駅への円滑なアクセスを確

保するための骨格道路及び駅前広場の整備を進めます。新規 

 
 
《安全、快適な道づくり》 ①生活道路の整備 

・市道を中心とした、幹線的な道路に連絡する生活道路につい

ては、地元の要望に加え、緊急性、必要性、整備効果、実現性

等の評価基準に基づいて、各路線の整備優先度を決定し、計

画的に整備を進めます。 
 

 ②歩行環境の整備 
・身近な日常生活圏の形成を目指す駅周辺や、通学路、公共公

益施設周辺など、歩行者の安全確保の重要性が高い場所では、

歩道整備等による歩車分離、歩行者通路のカラー舗装、バリ

アフリー（歩道の段差解消等）、ゾーン３０プラス（最高速度

３０キロ／時の区域規制、自動車の速度を低減するための狭

さくの設置等）の設定、街路灯の設置等を進めます。 
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・多様な交流の創出に向け、犀川等の河川空間や、中山道等の

歴史、文化資源を活用しながら、連続性のある歩道等の整備

や、カラー舗装、誘導サイン類の設置、休憩のできる憩い空間

や緑陰空間の整備など、歩いて楽しい道づくりを進めます。 

 
③自転車走行環境の整備 
・「岐阜県自転車活用推進計画」における取組と連携し、事故が

なく安全に自転車が走行できる通行空間の確保に取り組みま

す。新規 

 
 ④美しく機能的な道路空間の整備 

・多くの人が利用する幹線的な道路を中心として、美しい道路

空間の保全、創出を目指し、街路樹の適切な維持、管理に努め

るとともに、アダプトプログラムを活用し、市民参加による

緑化や道路空間の保全活動を推進します。 

・東海環状自動車道大野神戸ＩＣへのアクセス道路や、市内の

環状道路ネットワークを構成する路線等では、道路整備にあ

わせ、来訪者、観光客の快適な滞在、回遊に寄与する、誘導サ

インの設置を進めます。 
 
 
《公共交通の充実》 ①利用者ニーズに応じた公共交通ネットワークの形成 

・交通事業者や周辺都市と連携し、ＪＲ東海道本線や樽見鉄道

とバス等を一体的に捉えた上で、輸送機能の維持、強化や輸

送サービスの維持、向上に取り組んでいきます。 

・公共交通については、地域公共交通の活性化及び再生に関す

る法律に基づく「地域公共交通計画」を策定のもと、都市拠

点、地域生活拠点を中心とした公共交通ネットワークの構築

を進め、利便性の向上を図ります。 

・みずほバスについては、利用状況や利用者の要望等を踏まえ、

適宜、路線や運行時刻の改善に取り組むとともに、デジタル

技術を活用し、利便性の向上を図ります。また、高齢者や障

がい者などの交通弱者に対しては、みずほバス以外の手法も

含めた検討を行い、サービスの充実に努めます。新規 
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 ②交通結節点の整備 
・ＪＲ穂積駅周辺地区では、まちの顔づくりに係る土地利用施

策、市街地整備との連携にも留意しながら、駅前広場や、駅へ

のアクセス道路、駐車場、駐輪場など、ＪＲ東海道本線とバス、

自家用車、自転車との円滑な乗り継ぎに寄与する環境の整備

を推進します。また、駅へのアクセス道路と生活道路との機能

分担を明確にし、スムーズな交通の確保に努めます。 

・美江寺駅周辺地区等の地域生活拠点では、身近な生活拠点づ

くりに係る土地利用施策、市街地整備との連携にも留意しな

がら、バス待合所や、駐輪場、駅へのアクセス道路など、バ

スと自転車または樽見鉄道とバス、自転車の円滑な乗り継ぎ

に寄与する環境の整備を検討します。 

・横屋駅～国道２１号沿道周辺地区では、土地区画整理事業と

連携した横屋駅駅前広場の整備を推進します。新規 
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図 道路、交通づくりの方針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【主要地方道岐阜巣南大野線バイパス】 
未整備区間の整備 

【国道２１号】 
概成、暫定供用区間の
整備 

【市道西部環状線】 
未整備区間の整備 

【ＪＲ穂積駅周辺地区】 
交通結節点の整備 

【市全域】 
歩行環境の整備 

注：この図面は、すべての施策を網羅したものではなく、また、 

各施策の具体的な位置、区域等を特定したものではない。 

 

「幹線道路の整備」に関する施策の例 

「安全、快適な道づくり」に関する施策の例 

「公共交通の充実」に関する施策の例 

【みずほバス】 
路線や運行時刻の改善 
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５－２ 水、緑づくりの方針 

１．基本方針 

 本市では、地域生活拠点等での市民の憩い、ふれあい、健康づくり等の利便

性向上や、災害時における防災性の強化を図るため、市を代表する大きな公園

や身近で気軽に利用できる公園の整備を計画的に進めます。 

現在、本市の都市計画決定されている公園は、以下に示す９箇所、３．８１

ｈａです。 

種別 名 称 計画面積 

街区 前畑公園 ０．２０ｈａ 

〃 上光公園 ０．２７ｈａ 

〃 高道公園 ０．２５ｈａ 

〃 滝坪公園 ０．２５ｈａ 

〃 真菰池公園 ０．２１ｈａ 

〃 彦内公園 ０．２９ｈａ 

〃 天待公園 ０．２６ｈａ 

〃 南流公園 ０．７８ｈａ 

近隣 馬場公園 １．３ ｈａ 

合計（９箇所） ３．８１ｈａ 

さらに、これらの公園とあわせ、緑豊かで潤いのある都市環境を形成するた

め、本市の特徴である多くの一級河川や、農地等による田園風景の保全、活用

を重視しながら、良好な緑地、自然環境の保全、創出を計画的に進めます。 

また、河川を中心とした公共用水域については、いつまでも美しく、安らぎ

や親しみを感じることができるよう、下水道の整備を通じて、都市の健全な発

達及び公衆衛生の向上に寄与し、あわせて公共用水域の水質の保全を図りま

す。 

なお、もとす広域連合衛生施設し尿処理場（都市計画名称：本巣衛生施設し

尿処理場）については、生活環境の保全や公衆衛生の向上のための施設とし

て、適正な維持、保全に努めます。 
 
《施策体系》 
 
 
 
 
 

※本プランで新たに位置付けた施策には、文末に新規と表示しています。 

●公園の整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ①拠点的な公園の整備 

 ②身近な公園の整備 

●緑豊かで潤いのある空間づくり ・・・ ①親水空間の整備 

 ②水と緑のネットワークの形成 

 ③緑豊かな住環境の保全、創出 

●公共用水域の保全 ・・・・・・・・・・・・・ ①下水道の整備 

②合併浄化槽の設置 
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２．整備、誘導の方針 

《公園の整備》 ①拠点的な公園の整備 
・個別具体プランである「瑞穂市緑の基本計画」に基づき、市

民の憩い、ふれあい、健康づくり等を支える拠点的な公園と

して、市内各所に中・大規模な公園を配置し、計画的に整備

を推進します。 
・都市拠点において、市民の日常的な交流の場・憩いの場や、

イベント等による賑わいの場となる、拠点的な公園の整備を

検討します。新規 
・馬場公園、生津スポーツ広場、中ふれあい広場、中山道大月

多目的広場等の既存公園等については、機能の相互補完や、

防災機能の強化等を検討します。 

・（仮称）天王川スポーツ公園については、主要な防災活動拠点

の整備と連携して、整備を推進します。 

・犀川遊水地一帯のさい川さくら公園や犀川高水敷では、賑わ

いや交流の場としての活用を図るため、イベント会場やバー

ベキュー、オートキャンプ場等の施設整備を検討します。 

新規 

 
 ②身近な公園の整備 

・街区公園等の市民が身近に利用できる公園については、個別

具体プランである「瑞穂市緑の基本計画」に基づき、地域生

活拠点や、市街化区域内の公園が不足している場所を中心と

して、市街化区域内に残存する低未利用地を活かし、市街地

整備との連携にも留意しながら、計画的に整備、確保を図り

ます。 
・既存公園については、施設の老朽化等により住民のニーズに

対応できなくなったものを中心として、地域の特性に応じた

公園への再整備を図ります。また、公園内のバリアフリー化

やユニバーサルデザイン化を行い、子育て世代や高齢者、障

がい者等すべての人が使いやすい公園となるよう、質の向上

を図ります。 
・市民に親しまれる公園づくりの観点から、地元自治会やボラ

ンティアなどによる公園の清掃活動を継続するとともに、公

園愛護会の創設やアダプトプログラムの導入などを検討し、
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市民参加による公園の維持、管理を推進します。 
 
 

《緑豊かで潤いのある 
空間づくり》 

①親水空間の整備 
・犀川や五六川等における河川改修、その他治水関連事業にあ

わせ、自然と触れあい、環境学習の場や、スポーツ等の活動の

場として活用できる親水空間の整備を図ります。 
・親水空間の整備にあたっては、河川が本来持つ生態系（ハリヨ

など）や、土木遺産である五六閘門などの地域文化との調和に

留意します。特に、犀川遊水地一帯では、優れた生態系の保全、

自然環境の再生について、積極的に取り組みます。 
 

 ②水と緑のネットワークの形成 
・良好な景観や、生物多様性、防災等を支える自然環境の保全、

創出を図るため、個別具体プランである「瑞穂市緑の基本計

画」に基づき、全市的な水と緑のネットワーク（自然環境が連

続した空間）の形成を目指します。 
・市内を流れる多くの一級河川については、水と緑のネットワ

ークの主軸として、河川改修と連携した植生保全や、地元自

治会と連携した河川清掃等の美化活動、回遊路の適切な維持

管理を進めます。 
・一級河川以外の場所では、幹線道路での街路樹の植樹や、緑

の多い公園の整備、道路沿道での民有地緑化等を通じ、河川

周辺緑地とも連続した緑地空間の形成を図ります。 
 

 ③緑豊かな住環境の保全、創出 
・官公庁施設や教育施設など、地域の緑の拠点となるべき公共

公益施設については、施設整備にあわせた緑化や、緑地の適

切な維持、管理を推進します。 
・民有地では、集落内の生垣や屋敷林など、市民が身近に接す

ることのできる緑地の保全や適切な維持、管理を促進します。

また、駅周辺等の多くの人が集い利用する場所を中心としな

がら、敷地緑化、建築物緑化を促進します。 
・地域住民が主体となった積極的で効果の高い緑地保全、緑化

活動に対しては、補助、助成等の支援を検討します。 
・良好な営農環境や景観、防災等を支える農地については、農
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業関連施策とも連携しながら保全を図ります。 
・耕作放棄地については、所有者への指導等を行い、耕作が困

難な場合は担い手への集積を促進します。 
 
 

《公共用水域の保全》 ①下水道の整備 
・公共用水域の水質を保全し、良好な住環境の形成を図るため、

公共下水道による整備を基本とし汚水処理を推進します。 
・下水道整備については、都市計画として公共下水道排水区と

その他施設が決定されており、具体的には、個別具体プラン

である「瑞穂市公共下水道全体計画」に基づき、また、当該計

画の見直しも適宜行いながら、着実に進めることとします。 
・「岐阜県汚水処理事業広域化・共同化計画」に基づき、隣接市

町の処理区への接続や、処理施設の統廃合について検討しま

す。新規 
・犀川周辺地区や横屋駅～国道２１号沿道周辺地区などの市街

化区域への編入を検討する地区については、編入にあわせて

公共下水道の整備を検討します。新規 
 
②合併浄化槽の設置 
・公共下水道の計画区域外や、公共下水道の計画区域であって

も下水道の整備が当面の間見込まれない地域では、合併浄化

槽の設置を促進します。 
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参考図 公共下水道等の計画区域及び整備状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

出典：瑞穂市汚水処理施設整備構想（平成３０年３月） 
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図 水、緑づくりの方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【市全域】 
公共下水道整備を基本と
した汚水処理の推進 

【市街化区域】 
低未利用地を活かした
公園整備 

【各一級河川】 

植生保全や、回遊路の適切な維持管理 

注：この図面は、すべての施策を網羅したものではなく、また、 

各施策の具体的な位置、区域等を特定したものではない。 

「公園の整備」に関する施策の例 

「緑豊かで潤いのある空間づくり」に関する施策の例 

「公共用水域の保全」に関する施策の例 

【犀川遊水地一帯】 
イベント会場やバーベ
キュー、オートキャンプ
場等の施設整備の検討 
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５－３ 市街地づくりの方針 

１．基本方針 

 本市では、活発な都市活動や快適、便利で安全な日常生活を支える良好な市

街地環境を形成するため、適正かつ合理的な土地利用とともに、その土地利用

の土台となる道路、公園等の都市基盤の整備、確保を進めます。 

都市基盤の整備、確保については、低未利用地がまとまって残存する場所に

おいて、土地区画整理事業を実施するなど、各地区の課題や特性に応じた適切

な手法を活用して計画的に進めます。一方、適正、合理的な土地利用について

は、用途地域や地区計画等の法制度の適切な運用や、良質な空き家、空き店舗

の有効活用等を通じて進めます。 

本市の都市計画決定された土地区画整理事業は２箇所で、うち１箇所は既

に完了しています。 

なお、都市拠点やその他拠点的な場所については、利便性が高く魅力的なま

ちの顔の形成や、都市機能が集積したコンパクトな拠点づくりなど、都市づく

り全体の先導的な役割に留意し、これらの施策を重点的、一体的に推進しま

す。 
 
《施策体系》 
 
 
 
 
 
 

２．整備・誘導の方針 

 
 
 
  

※本プランで新たに位置付けた施策には、文末に新規と表示しています。 

●都市基盤の整備 ・・・・・・・・ ①都市基盤未整備地区の整備 

 ②都市基盤整備済地区（土地区画整理済等）の

環境保全、有効活用 

 ③集落の整備 

●適正、合理的な土地利用 ・・・ ①土地利用に係る制度の適切な運用 

 ②既存ストックの活用 

●拠点地区の整備 ・・・・・・・・ ①都市拠点の整備 

 ②地域生活拠点の整備 

 ③学術研究拠点の整備 
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２．整備、誘導の方針 

《都市基盤の整備》 ①都市基盤未整備地区の整備 
・低未利用地がまとまって残存する場所では、道路、公園等の都

市基盤が不十分なまま市街化が進まないよう、土地区画整理

事業、道路拡幅事業等の実施や、良質な民間開発の誘導等によ

り市街地整備を図ります。 
・都市基盤が未整備であり、古くからの市街地では、巨大地震に

対する危険性が高い木造住宅密集地や、土地の高度利用を図る

べき拠点的な場所を中心として、地区計画制度の活用も検討し

ながら、狭あい道路の解消、地区の骨格となる生活道路の整備、

広場やオープンスペースの確保など、環境改善を図ります。 
 

 ②都市基盤整備済地区（土地区画整理済等）の環境保全、有効活用 
・土地区画整理事業や民間開発等により、都市基盤が十分に整備

された地区で、特に良好な住環境の保全や土地の高度利用を

図る必要がある場合は、地区計画制度を活用したきめ細かな

土地利用の誘導を進めます。 
・高齢化や都市基盤の老朽化が進行している地区では、道路の維

持補修、公園等のリニューアル、バリアフリー化に努めるとと

もに、空き家、空き地を活かした日常生活を支援する機能の導

入など、地区の課題に応じた再生の取組を支援、検討します。 
 

 ③集落の整備 
・市街化調整区域と準都市計画区域に分布する古くからの集落

では、農業関連施策との連携や、中山道沿道の歴史的な建造

物、街並みの保全等に留意しながら、集落の骨格となる生活道

路や排水路等の整備を図ります。 
 
 
《適正、合理的な 
土地利用》 

①土地利用に係る制度の適切な運用 
・市街化区域の拡大は、原則、抑制していきます。ただし、犀川

周辺地区や横屋駅～国道２１号沿道周辺地区など、都市の活

力を維持し、持続的な発展を図る上で重要な役割を担う場所

については、適正、合理的な土地利用と良好な市街地環境の形

成を図るべく、市街化区域への編入を検討します。 
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・用途地域については、現在の指定の維持を基本とします。ただ

し、土地利用の現状や動向、市街地開発事業の進展、将来の人

口の見通し等を踏まえつつ、土地利用構想で設定した住宅地、

商業地、工業地等が適切に形成されるよう、適宜、見直しを行

います。 
・準都市計画区域では、主要地方道岐阜巣南大野線バイパスの

整備に伴う土地利用条件の変化に留意し、無秩序な宅地開発

を抑制するとともに、良好な住環境、営農環境と調和した適正

かつ合理的な土地利用を誘導するため、都市計画区域への編

入も含めたあり方や、土地利用のルール（特定用途制限地域

等）の指定等を検討します。また、営農環境との調和に十分留

意しながら、地域の活性化に寄与する新たな産業の土地利用

を検討します。 
・主要地方道北方多度線の沿線、主要地方道岐阜巣南大野線バ

イパスの周辺、一般県道美江寺西結線の沿線における土地利

用検討区域は、安八スマートＩＣや大野神戸ＩＣとの近接性

があることから、新たな産業の土地利用を検討します。新規 
・拠点的な場所における土地の高度利用や、既存住宅団地にお

ける良好な住環境の保全、市街化調整区域内の集落における

地域コミュニティの維持など、地区の課題や特性に応じて、き

め細かに土地利用を誘導するため、適宜、地区計画制度の活用

を図ります。 
 

 ②既存ストックの活用 
・厳しい財政状況のなか、都市経営コストを抑制しながら効率

的に土地利用を進めるため、これまでに整備された道路、公

園、公共公益施設等について、施設の劣化や機能低下を防ぐた

め定期的な点検・診断等を実施するとともに、その結果を踏ま

えた長寿命化対策を推進します。また、民間活力の導入によ

り、効率的な維持管理の実現や民間機能併設での相乗効果等

が見込まれる施設に関しては、ＰＰＰ／ＰＦＩの手法につい

ても検討します。 
・公共建築物に対しては、統廃合等による総量の最適化や効率

的・効果的な機能の再編について検討を進めます。新規 
・良質な空家等、空き店舗については、地域の特性に応じた有効

活用を進めるため、個別具体プランである「瑞穂市空家等対策
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計画」に基づき、空家等に関する情報提供や、空家等の利活用

を促進する「空家等活用促進区域」の指定等を検討します。 
 
 
《拠点地区の整備》 ①都市拠点の整備 

・憩いや賑わいのあるまちの顔として、商業施設、業務施設な

ど、多様な施設の立地を促進するとともに、低層の戸建て住宅

から中高層の集合住宅までの多様な住宅環境の創出を推進し

ます。 

・子育て世代や高齢者、障がい者を含め、誰もが快適で便利に暮

らし、訪れることができるよう、土地区画整理事業等の基盤整

備により、ＪＲ穂積駅を中心とした交通結節機能の強化や、多

くの人が利用する公共公益施設及びその周辺におけるバリア

フリー化など、公共空間の質の向上を図ります。 

・土地区画整理事業等の基盤整備と連携し、土地利用施策、公共

交通施策、市街地整備を一体的に推進します。また、商業や医

療、子育て支援などの人が集い地域の活性化に寄与する施設

の誘致など、賑わいの創出に向けた取組を検討します。 

 

 ②地域生活拠点の整備 
・美江寺駅周辺地区では、中山道大月多目的広場を「いつでも誰

でも利用できる広場」として位置づけ、活用します。また、中

山道・美江寺宿一帯の歴史資源を活用した交流拠点づくりを

検討します。 

・それぞれの地区の課題や特性に応じ、都市基盤の整備、改善や、

交通結節機能の強化、身近な生活拠点として不足する都市機能

の集積等を進めます。 

・朝日大学周辺地区等では、若者が魅力を感じる住環境の整備

を推進します。 

・横屋駅～国道２１号沿道周辺地区については、恵まれた交通

条件を活かして、適正、合理的な利用を進めるため、ＪＲ東海

道本線北側の既成市街地では、土地区画整理事業の施行によ

り、道路、公園等の都市基盤整備を促進します。また、ＪＲ東

海道本線南側では、新市街地の整備に向けた土地利用を推進

します。 
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 ③学術研究拠点の整備 

・産学官の連携体制のもと、学術研究機能の強化や、これとの連

携による超高齢化に対応した健康、医療、福祉関連産業等の機

能集積に向けて地区計画制度等の活用を図ります。 

・地域生活拠点としての取組とも連携しながら、大学とＪＲ穂

積駅とを結ぶ道路を中心として、安全な歩行環境の整備や、良

好な景観の形成、賑わい創出や大学関係者の利便に寄与する

商業施設等の立地誘導を進めます。 
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図 市街地づくりの方針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：この図面は、すべての施策を網羅したものではなく、また、 

各施策の具体的な位置･区域等を特定したものではない。 

「都市基盤の整備」に関する施策の例 

「適正、合理的な土地利用」に関する施策の例 

「拠点地区の整備」に関する施策の例 

【市街化区域】 
低未利用地がまとまって残存す
る場所での計画的な都市基盤整
備や道路拡幅等による環境改善 【土地利用検討区域】 

適正な土地利用の検討 

【横屋駅～国道２１号沿道周辺
地区】 
立地優位性を活かした新市街地
の整備推進 

【犀川周辺地区】 
市街化区域への編入 

【朝日大学周辺地区】 
産学官連携による学術研究、関連機能等の集積 

【美江寺駅周辺地区】 
歴史資源を活用した交流拠点づくりの検討 

【土地利用検討区域】 
適正な土地利用の検討 

【ＪＲ穂積駅周辺地区】 
まちの顔としてふさわしい機
能集積、公共空間整備 
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５－４ 都市環境づくりの方針 

１．基本方針 

 本市では、質の高い良好な都市環境を形成し、持続可能な都市づくりを進め

るため、土地利用施策、公共交通施策、市街地整備との連携にも留意しなが

ら、防災性、防犯性の向上や、良好な景観の形成、地球環境の保全の観点によ

る取組を計画的に進めます。 
特に、防災性、防犯性の向上については、巨大地震の発生の切迫性や多くの

一級河川が流下する地域特性から、緊急かつ重要な課題であるため、「防災」、

「減災」及び災害が発生した際のことを想定し、被害を最小化する都市計画や

まちづくりを推進する「事前復興」の視点も取り入れながら、都市基盤の整備

や建築物の個別対策、デジタル技術を活用した防災情報の高度化等を積極的

に進めます。 
さらに、良好な景観の形成や地球環境の保全についても、これらに対する市

民の意識高揚を図り、建築行為に対して配慮を求めるなど、これまで以上に積

極的に取り組みます。 
また、都市計画決定された「瑞穂市火葬場」については、公衆衛生その他公

共福祉の向上のための施設として、適正な維持、保全に努めます。 
 
 
《施策体系》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※本プランで新たに位置付けた施策には、文末に新規と表示しています。 

●防災性、防犯性の向上 ・・ ①災害に強い都市基盤の整備 

 ②地域の不燃化、耐震化 

 ③防災情報の整備、活用 

 ④防犯環境の整備、促進 

●良好な景観の形成 ・・・・・・ ①地域特性に応じた良好な景観形成 

 ②公共空間の景観整備 

 ③景観に配慮した民間開発の誘導 

●地球環境の保全 ・・・・・・・・ ①地球温暖化防止対策の推進 

②低炭素な建築物の整備、誘導 

 ③環境負荷の少ない都市構造の構築 
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２．整備、誘導の方針 

《防災性、防犯性 
の向上》 

①災害に強い都市基盤の整備 
・大雨時における洪水被害を防止するため、犀川や五六川での

河川改修や、犀川遊水地事業など、犀川流域を中心とした治水

対策を進めます。 

・地域の雨水排水能力を高め、大雨時における内水被害を防止

するため、土地利用施策（無秩序な農地開発の抑制）との連携

にも留意しながら、下水道、雨水排水施設の整備を推進しま

す。 

・地震や洪水などの自然災害に備え、避難所や防災拠点として

機能する公共施設の整備を推進します。さらに、非常用電源や

備蓄スペースの整備、情報通信機能の確保など、災害時に地域

住民の安全と生活を支える防災性の高い施設づくりを推進し

ます。新規 

・被害が広範囲にわたるような災害に対応し、救急搬送、物資輸

送の円滑化を図るため、周辺都市を含めた広域的な視点から、

防災活動拠点となる公共公益施設や公園、それらをネットワ

ークする幹線道路の整備を進めます。 

・上記ネットワークについて、具体的には、「岐阜県緊急輸送道

路ネットワーク整備計画」に位置づけられている国道２１号、

主要地方道北方多度線等の緊急輸送道路に接続する市道や、

避難所を結ぶ主要な市道において、橋梁等の耐震化を進めま

す。 

・災害に強く持続可能な上水道施設の強靱化に向けて、供給源

である水源地施設や、防災活動拠点及び主要避難所に接続す

る管路の耐震化を推進します。 

・災害発生時でも下水道の機能が確保されるよう、処理施設や、

防災活動拠点及び主要避難所に接続する管路の耐震化を推進

します。 

 
 ②地域の不燃化、耐震化 

・巨大地震に対する危険性が高い木造住宅密集地を中心として、

地域の協力も得ながら、避難路、避難場所、延焼遮断帯として

機能する道路や公園等の整備、確保を図ります。 

・歴史的な建造物や街並み等を有する場所では、それらの保全
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に留意し、適切な消防水利の配置や火災を未然に防ぐ地域住

民の自主的な取組など、地区の実情に応じた対策を実施しま

す。 

・ＪＲ穂積駅周辺地区等の土地の高度利用を図るべき場所では、

準防火地域の指定を継続し、また、適宜拡充して、火災に強い

建築物への建替えを促進します。 

・市有建築物の耐震化を推進するとともに、住宅その他民間建

築物の耐震化を促進、支援します。 
・建築物の耐震化について、具体的には、個別具体プランである

「瑞穂市耐震改修促進計画」に基づき、また、当該計画の見直

しも適宜行いながら、緊急輸送道路沿道や木造住宅密集地、防

災活動拠点である公共公益施設など、重要度、緊急性の高い場

所、施設を中心として計画的に進めます。 
 

 ③防災情報の整備、活用 
・地域の災害危険度に対する市民の正しい認識を促進し、的確

な避難行動や、適正な土地利用等につなげるため、地震や洪水

に係るハザードマップの見直し、充実を図ります。また、防災

情報のデジタル化を進め、最新情報を迅速かつ的確に発信で

きる体制づくりを推進します。 
・ハザードマップ等の防災情報については、巨大地震に備えた

「事前復興の取組（地域の将来像や対策の方向性を被災前に

検討し、被害軽減や円滑な復興につなげるもの等）」のきっか

けとしても有用であり、出前講座の実施を通じて、これらを活

かした地域住民主体の取組を促進、支援します。また、地域防

災の担い手として、これらの防災情報を地域の防災活動に活

用できるよう、消防団の強化、防災士の育成に努めます。 
 

 ④防犯環境の整備、促進 
・防犯カメラの設置、道路や公園等を防犯に配慮した構造とす

るなど、防犯性の高い環境づくりに努めます。新規 
・適正に管理されていない空家等について、空家等の適正な維

持管理を促進するため、個別具体プランである「瑞穂市空家等

対策計画」に基づき、所有者等への働きかけ等を実施します。 
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《良好な景観の形成》 ①地域特性に応じた良好な景観形成 
・市全体としては、多くの一級河川や広大な優良農地を骨格と

した、水と緑に恵まれた環境を積極的に活かし、市内外多く

の人が安らぎや親しみを感じる良好な景観形成を重視してい

きます。 
・富有柿発祥の地としての特色ある農業環境や、中山道及びそ

の宿場町の名残である街並み、小簾紅園、五六閘門など、本市

ならではの景観資源を活かし、市民が誇りや愛着を持ち、観

光、交流の活性化にもつながる良好な景観形成を図ります。 
 

 ②公共空間の景観整備 
・駅周辺、公園等の公共空間では、緑化、周辺景観や地域の歴

史、文化と調和した施設、設備の整備など、良好な景観形成

の先導的役割に留意した取組を進めます。 
・ＪＲ穂積駅周辺地区や国道２１号をはじめとした、都市構造

上、重要な場所では、それぞれの特性に応じたまちづくりと

の連携にも留意しながら、公共空間の重点整備を図り、本市

の新しい魅力となるような良好な都市景観の形成に努めま

す。 

 

 ③景観に配慮した民間開発の誘導 
・周辺景観と調和しない奇抜な色彩の建築物や、過大な屋外広

告物等の発生を防止し、また、良好な都市景観が形成される

よう、建築行為や開発行為等の規制、誘導を図ります。 
・規制、誘導については、具体的には、景観法に基づく「景観計

画」の策定を検討し、良好な景観形成に対する様々な主体の

共通認識の醸成や、色彩や規模等に係る具体的なルールの明

示のもと、計画的に取り組んでいきます。 
 
 
《地球環境の保全》 ①地球温暖化防止対策の推進 

・瑞穂市環境都市宣言、瑞穂市ゼロカーボンシティ宣言の趣旨

を踏まえ、市民、事業者、団体、行政が連携・協力し地球温

暖化防止対策を積極的に推進します。新規 
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 ②低炭素な建築物の整備、誘導 
・公共公益施設では、個別具体プランである「瑞穂市地球温暖

化対策実行計画」に基づき、太陽光等の再生可能エネルギー

発電設備の導入や、省エネ効果に優れた先進的設備や断熱性

能に優れた資材の導入、敷地緑化、建築物緑化など、都市の

低炭素化の先導的役割に留意した取組を進めます。 
・美来の森については、資源回収拠点（エコステーション）と

して機能強化を図ります。 
・公共公益施設以外についても、都市の低炭素化の促進に関す

る法律に基づく低炭素建築物の普及、啓発や、新たな住宅地

整備にあわせたスマートコミュニティ（再生可能エネルギー

の面的、効率的な活用等を図るシステム）の導入促進等の取

組を進めます。 
 

 ③環境負荷の少ない都市構造の構築 
・自動車交通への依存を抑制し、ＣＯ２削減を図るため、ＪＲ

穂積駅周辺地区等の拠点的な場所における、日常生活を支え

る機能の集積や安全な歩行環境の整備、各拠点間の公共交通

ネットワークの形成等を推進します。 

・緑地が有するＣＯ２吸収源としての機能や、気候変動緩和の

機能を維持、確保するため、市北西部の農地等による田園風

景のある地域や河川周辺緑地等について、地域の協力を得な

がら、積極的な保全や適正管理を図ります。 
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図 都市環境づくりの方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：この図面は、すべての施策を網羅したものではなく、また、 

各施策の具体的な位置、区域等を特定したものではない。 

「防災性、防犯性の向上」に関する施策の例 

「良好な景観の形成」に関する施策の例 

「地球環境の保全」に関する施策の例 

【犀川】 
河川改修、遊水地事業等 

【ＪＲ穂積駅周辺地区等】 
自動車交通への依存の抑制 
（CO2削減）に係る取組 

【市全域】 
下水道、雨水排水施設の整備 

【公共施設】 
災害に強い公共施設の整備 

【緊急輸送道路沿道等】 
建築物の重点的な耐震化 

【五六閘門等】 
観光、交流の活性化につ
ながる良好な景観形成 
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図 地域区分図 

第６章 地域別構想にあたって 
 
 
 
 地域別構想では、全体構想の内容や、地域の特性を考慮しながら、各地域のま

ちづくりの方向性を定めます。 

６－１ 地域区分 
 
 
 

・地域区分は、改定前の７つの小学校区による区分を継承します。この７つの地

域区分は、自然的、社会的、経済的及び文化的諸条件、関連計画や市民の日常

生活等においても、基本となっていることを勘案し、設定しています。 
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［１ 地域づくりの前提条件］ 

地域毎に以下の事項を整理します。 
●地域の特徴 

・地域の概況 
・面積及び人口 
・土地利用等の現況 
・都市施設等の現況 
・市民の意向 

●地域づくりの主要課題 

［導入編 Ｐ１～３３］ 

都市全体の個別分野課題

への対応を踏まえ、地域に

おける課題を整理します。 

［全体構想編 Ｐ３５～８５］ 

全体構想の内容を踏ま

え、地域内における構想で

の位置付けを確認します。 

６－２ 地域別構想の構成 
 
 
 
 

・地域別構想は、導入編に示す都市全体の個別分野課題への対応、そして全体構

想の内容を踏まえて、以下に示す流れにより作成します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［２ 地域づくりの方針］ 

地域づくりの前提条件の内容を踏まえて、地域づくりの方針を作成します。 

・地域づくりの方針 
・地域構造 
・地域における重点施策 

・地域構造及び重点施策図 
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第７章 生津地域のまちづくり構想 
 
 

７－１ 地域づくりの前提条件 
１．地域の特徴                                     

〈地域の概況〉 

 
 
 
 
 
 

・市北東部に位置し、馬場及び生津

地区が該当します。 

・長良川と糸貫川に挟まれた位置に

あり、東部には天王川が流れてい

ます。 

・鉄道はなく、主要な道路として 

は、主要地方道北方多度線、主要

地方道岐阜巣南大野線が通って

います。 

・バスは、岐阜バス（大野穂積線、

北方河渡線）、みずほバス（本田七

崎線、馬場十七条線）が通ってい

ます。 

 

〈面積及び人口〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・令和２年の人口は、５，７１０人

（市全体の１０．１％）で、平成

２７年～令和２年の人口増減は、

４８６人の増（９．３％増加）と、

市平均増加率（３．７％）より増

加率が高い地域です。 

・令和２年の高齢者数は、１，０８

８人（市全体の９．０％）で、高

齢化率は１９．１％と、市平均（２

１．５％）より低い地域です。 

 ・令和２年の世帯数は、２，２１８世帯（市全体の９．９％）で、世帯人員は２．

６人／世帯と、市平均（２．５人／世帯）より多くなっています。 

図 地域の位置 

図 年齢層別人口の割合（国勢調査） 

H27 R2 増減数 増減率

生津地域 5,224 5,710 486 9.3%

市全体 54,354 56,388 2,034 3.7%

17.7%

15.6%

63.2%

62.9%

19.1%

21.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生津地域

市全体

年少人口

（0～14歳）

生産年齢人口

（15～64歳）

老年人口

（65歳以上）

表 人口増減（都市計画基礎調査） 
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・面積は約１８６ｈａと最も小さい地域ですが、全域が都市計画区域に指定され、

市街化区域の占める割合が、約７８％と高くなっています。 

 

〈土地利用等の現況〉 

 ・ほぼ全域で土地区画整理事業が実施されたことから、主要地方道北方多度線や

主要地方道岐阜巣南大野線等の幹線道路沿道には、商業施設、工場、運輸倉庫

施設等が建ち並んでいるなど、産業機能が集積しており、都市的土地利用が約

７６％と高く、他地域に比べ市街化が進展していますが、近年工業系の新築着

工が鈍化しています。 
・住宅用地が全体の約２６％を占め最も多く、次いで畑が約１１％と多くなって

います。 
・平成２９年から令和４年にかけて住宅用地が約３％増加しており、田が約２％

減少しています。 
 

 
図 土地利用現況（都市計画基礎調査） 

  

5.2%

3.5%

11.6%

10.7%

11.5%

10.1%

23.7%

26.4%

8.6%

8.7%

7.0%

6.6%

32.4%

34.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成

２９年

令和

４年

田 畑 その他自然的土地利用

住宅用地 商業用地 工業用地

その他都市的土地利用
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〈都市施設等の現況〉 

 ・都市計画道路は、４路線すべての整備が完了しています。また、都市計画決定

された公園は、馬場公園など９箇所すべての整備が完了しています。 

・下水道は未整備で、公共下水道による整備が計画されています。 

・主な公共施設としては、生津小学校、馬場公園、生津スポーツ広場が位置して

います。 

・馬場公園内には、新たに保育施設の開設が予定されています。 

・面的整備が広範囲で実施され、主要地方道北方多度線沿道及び主要地方道岐阜

巣南大野線沿道は、準防火地域に指定されています。 

・多くの河川が流れ、良好な自然環境、親水環境を有しています。 

 

〈市民の意向〉 

 ・定住意向は約９０％で、定住したい理由では「買い物や通院が便利」という意

見が約４２％であり、７地域で最も高くなっています。 

・施策に対する現状の満足度・今後の重要度として、治水・防災、都市基盤、交

通基盤、上水道・下水道といったハード整備に関して現状の満足度、今後の重

要度がともに高くなっています。 

・普段の主な買物先として、北側に隣接する北方町とする回答が約４１％と最も

多くなっています。 

・普段利用する主な通院先として、市内とする回答が最も多いほか、岐阜市、北

方町とする回答も比較的多くなっています。 

・「利便性の高い公共交通体系の整備」に対して賛同する意向が約９０％であり、

７地域で最も高くなっています（南地域と同程度）。 

・「中心部以外の施設や機能の見直しによる維持管理」に対して賛同する意向は

約７７％であり、７地域中で２番目に低くなっています（西地域、中地域と同

程度）。 
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２．地域づくりの主要課題                               
 個別分野 主要課題 
 

都市機能 ・人口増加の維持に向けた、子育て世代や若者の定住を促進する良
好な住環境の形成 

 

土地利用 

・馬場交差点周辺地区における生活に身近な商業、サービス、医療、
福祉施設等の維持、誘導、集積を図り、これからのライフスタイ
ルに合った暮らしの中心としての機能強化 

 ・住宅主体の良好な市街地環境の維持・保全 
 ・低未利用地や幹線道路沿道等の計画的な活用による商工業系の土

地利用の充実 
 ・地域特性に応じた用途の見直しによる住工の混在解消や調和 
 

都市施設 
・都市間、拠点間をつなぐ利便性の高い幹線道路ネットワークの形

成 
 ・河川の自然、親水環境の保全、活用（公園、散策路等）、治水対策

の推進 
 都市環境 

その他 
・都市拠点、地域生活拠点等の市街地整備に合わせた災害に強い都

市づくり 
 
 

７－２ 地域づくりの方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

都市基盤を活かし、産業と居住が共生する地域づくり 

◆馬場交差点周辺地区では、商業、サービス、医療、福祉など日常生活を支える都市

機能の維持、充実を図り、不足が生じた場合には機能の集積を誘導し、利便性の高

い地域生活拠点の形成を進めます。 

◆幹線道路沿道では、交通利便性の高さを活かし、商業、工業、流通、業務等の産業

機能の立地を誘導することで、産業の活性化と機能強化を図ります。 

◆都市基盤の適切な整備に加え、長良川や糸貫川などの水辺環境の保全、活用、市街

地における緑化の推進により、快適で良好な住環境の形成を図ります。 
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この地域づくりの方針を実現するための「地域構造」及び都市計画の視点に基づいた「地

域における重点施策」を整理しました。 
 

〈地域構造〉 
分野 内容 

土地利用 

住宅地（周辺、郊外居住） 地域中部、北部 
住工共存地 地域南部 
工業地 地域南東部 

沿道複合地 
（主）北方多度線沿道、（主）岐阜巣
南大野線沿道 

農地、集落地 地域北部 
自然環境地 糸貫川等 

道路、 
交通 

幹線道路 （主）北方多度線、（主）岐阜巣南大野線 

公共交通 バス 
岐阜バス（大野穂積線、北方河渡線） 
みずほバス 
（本田七崎線、馬場十七条線） 

拠点 

地域を代表する 
拠点 

地域生活拠点 馬場交差点周辺地区 

健康づくり拠点、市民交流拠点 
馬場公園、生津スポーツ広場、糸貫川
河川公園 

歴史、文化交流拠点 河渡宿（岐阜市） 

地域の暮らしに
密着した拠点 

身近な防災拠点 生津小学校 
身近な健康、交流拠点 馬場公園等 
身近な自然、交流拠点 糸貫川のアジサイ 

 
 

馬場交差点 

 

糸貫川 

 

馬場公園 

北方多度線 

 

もとす広域連合衛生施設 

 

糸貫川のアジサイ 
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〈地域における重点施策〉 
※本プランで新たに位置付けた重点施策には新規と表示しています。 

 道路、交通づくり 

①主要地方道北方多度線の交差点改良や歩道の整備 
・幹線道路へのアクセス性の向上と歩行者の安全な通行環境の確保を図るた

め、整備を促進します。 
②公共交通ネットワークの強化 新規 

・都市拠点と地域生活拠点、及び地域生活拠点間を結ぶ公共交通ネットワーク

の強化を図ります。 
 

水、緑づくり 
①河川環境の保全、親水空間の整備（散策路等） 

・水と緑のネットワークの主軸として、糸貫川等においては自然とのふれあい

や環境学習の場として活用できるよう、河川改修とあわせて親水空間を整備

するとともに、地元自治会と連携した河川清掃等の美化活動、回遊路の適切

な維持管理を図ります。 
 

市街地づくり 
①土地利用の規制、誘導（馬場交差点周辺地区等） 

・適正、合理的な土地利用による産業集積と良好な住環境の保全との両立を図

るため、地区計画制度等の活用による、きめ細かな土地利用の規制、誘導を

図ります。 

②地域生活拠点の形成（馬場交差点周辺地区） 
・生活利便施設の維持、集積、交通結節機能の向上等、地域住民の日常生活の

利便性を向上させる拠点の形成を図ります。 
 

都市環境づくり 
①河川整備 

・第三次新五流域総合治水対策プランに基づき、糸貫川等の河川改修や維持管

理を促進します。 

②地域の不燃化、耐震化 
・巨大地震に対する危険性が高い木造住宅密集地を中心として、不燃化として

機能する公共施設の整備を推進します。また、住宅その他民間建築物の耐震

化を促進、支援します。 
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図 地域構造及び重点施策図（生津地域） 

※全体構想編 第５章 分野別都市づくり計画（Ｐ６１～８５）の施策体系を参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地域における基本的な施策＞ 

地域間を結ぶ道路の整備 身近な公園の整備 防犯環境の整備、促進 

生活道路の整備 緑豊かな住環境の保全、創出 地域特性に応じた良好な景観形成 

歩行環境の整備 下水道の整備 公共空間の景観整備 

自転車走行環境の整備 合併浄化槽の設置 景観に配慮した民間開発の誘導 

美しく機能的な道路空間の整備 既存ストックの活用 低炭素な建築物の整備、誘導 

交通結節点の整備 災害に強い都市基盤の整備 環境負荷の少ない都市構造の構築 

拠点的な公園の整備 防災情報の整備、活用  

主要地方道北方多度線の 
交差点改良や歩道の整備 

河川環境の保全、 
親水空間の整備 

河川整備 

土地利用の規制、誘導 
地域生活拠点の形成 

公共交通 
ネットワークの強化 

河川環境の保全、 
親水空間の整備 

河川整備 

地域の不燃化、耐震化 
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第８章 本田地域のまちづくり構想 
 
 

８－１ 地域づくりの前提条件 
１．地域の特徴                                      

〈地域の概況〉 

 ・市北東部に位置し、本田及び只越

地区が該当します。 

・糸貫川と五六川に挟まれた位置に

あり、東部には中川が流れていま

す。 

・鉄道は通っていませんが、只越地

区はＪＲ穂積駅に近接していま

す。 

・主要な道路としては、主要地方道

北方多度線、主要地方道岐阜巣南

大野線、市道本田別府線が通って

います。 

 ・バスは、岐阜バス（大野穂積線）、みずほバス（本田七崎線、馬場十七条線）が

通っています。 

 

〈面積及び人口〉 

 ・令和２年の人口は、８，９９８人

（市全体の１６．０％）で、平成

２７年～令和２年の人口増減は、

２３４人の増（２．７％増加）と、

市平均増加率（３．７％）より増

加率が低い地域です。 

・令和２年の高齢者数は、２，１５

７人（市全体の１７．８％）で、

高齢化率は２４．０％と、市平均

（２１．５％）より高い地域です。 

 

図 地域の位置 

表 人口増減（都市計画基礎調査） 
H27 R2 増減数 増減率

本田地域 8,764 8,998 234 2.7%

市全体 54,354 56,388 2,034 3.7%

16.2%

15.6%

59.8%

62.9%

24.0%

21.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本田地域

市全体

年少人口

（0～14歳）

生産年齢人口

（15～64歳）

老年人口

（65歳以上）

図 年齢層別人口の割合（国勢調査） 
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 ・令和２年の世帯数は、３，３４４世帯（市全体の１４．９％）で、世帯人員は

２．７人／世帯と、市平均（２．５人／世帯）より多くなっています。 

・面積は約３０９ｈａで、全域が都市計画区域に指定され、市街化区域の占める

割合が、約６２％となっています。 

 

〈土地利用等の現況〉 

 ・西部の本田団地や南東部のＪＲ穂積駅に近い地域などを中心に住宅地が形成さ

れています。また、主要地方道北方多度線沿道と市道本田別府線沿道に小規模

な商業施設が集積しています。他地域に比べ工業施設が少ないものの、大規模

な工場が北西部にあります。商業用地・工業用地は近年ほぼ横這いとなってお

り、都市的土地利用は約６０％に留まっています。 

・住宅用地が全体の約２９％を占め最も多く、次いで田が約２４％と多くなって

います。 

・平成２９年から令和４年にかけて住宅用地が約１％増加しており、田が約３％

減少しています。 

 

 
図 土地利用現況（都市計画基礎調査） 

 

  

27.5%

24.2%

9.0%

8.6%

5.7%

7.3%

27.8%

29.0%

2.8%

2.8%

4.0%

3.7%

23.2%

24.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成

２９年

令和

４年

田 畑 その他自然的土地利用

住宅用地 商業用地 工業用地

その他都市的土地利用
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〈都市施設等の現況〉 

 ・都市計画道路は、３路線すべての整備が完了しています。都市計画決定された

公園はありませんが、せせらぎ公園のほか、小規模な公園がいくつか整備され

ています。 

・本田地区の一部において、公共下水道の整備が進められています。他の未整備

地区においても、公共下水道による整備が計画されています。 

・主な公共施設としては、本田小学校、穂積北中学校、本田コミュニティセンタ

ーが位置しています。 

・面的整備は、本田団地が整備されています。 
・ＪＲ穂積駅周辺の市街地は、狭あい道路や木造住宅が密集しており、災害の危

険度が高くなっています。また、ＪＲ穂積駅周辺及び主要地方道北方多度線沿

道は、準防火地域に指定されています。 
・多くの河川が流れ、良好な自然環境、親水環境を有しています。 

 

〈市民の意向〉 

 ・定住意向は約９０％で、定住したい理由では「住み慣れていて愛着がある」の

ほか、「交通の便が良い」という意見が多くなっています。 
・施策に対する現状の満足度・今後の重要度として、都市基盤に関する現状の満

足度が低く、今後の重要度が高いことから、今後重点的に改善に取り組む必要

性が高くなっています。 
・普段の主な買物先として、市内の店舗（ＪＲ穂積駅周辺、犀川周辺を除く）と

する回答が最も多くなっています。 
・普段利用する主な通院先として、市内とする回答が最も多いほか、岐阜市とす

る回答も比較的多くなっています。 
・「施設や機能を集約し、効率的に維持管理」に対して賛同する意向は約５６％

であり、７地域中で２番目に高くなっています。 
・「中心部以外の施設や機能の見直しによる維持管理」に対して賛同する意向は

約８１％であり、７地域中で２番目に高くなっています（牛牧地域と同程度）。 
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２．地域づくりの主要課題                               
 個別分野 主要課題 
 

都市機能 ・人口増加の維持に向けた、子育て世代や若者の定住を促進する良
好な住環境の形成 

 

土地利用 

・ＪＲ穂積駅周辺地区における都市拠点にふさわしいまちづくりの
推進（都市機能の維持、集積、土地の高度利用、交通結節点とし

ての機能強化等） 
 ・住宅主体の良好な市街地環境の維持・保全 
 ・低未利用地や幹線道路沿道等の計画的な活用による商工業系の土

地利用の充実 
 

都市施設 

・都市間、拠点間をつなぐ利便性の高い幹線道路ネットワークの形

成 
 ・河川の自然、親水環境の保全、活用（公園、散策路等）、治水対策

の推進 
 都市環境 

その他 
・都市拠点、地域生活拠点等の市街地整備に合わせた災害に強い都

市づくり 
 
 

８－２ 地域づくりの方針 
 
 
 
 
 
 
 
  

自然と調和し、良好な都市基盤を備えた地域づくり 

◆農地や河川などの多面的機能を有する自然環境に配慮しつつ、低未利用地の計画的

な活用を進め、良好な都市基盤を備えた住環境の形成を図ります。 

◆幹線道路沿道では、交通利便性の高さを活かし、商業、工業、流通、業務等の産業

機能の立地を誘導することで、産業の活性化と機能強化を図ります。 

◆ＪＲ穂積駅周辺地区では、まちの顔としてふさわしい都市機能の集積、交通結節機

能の強化、憩いや賑わいのある都市空間整備を推進し、多様な交流の創出を促進し

ます。 
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この地域づくりの方針を実現するための「地域構造」及び都市計画の視点に基づいた「地

域における重点施策」を整理しました。 
 

〈地域構造〉 
分野 内容 

土地利用 

住宅地（街なか居住） 地域南東部 
住宅地（周辺、郊外居住） 地域中部 
商業地 ＪＲ穂積駅周辺（地域南東部） 
工業地 地域北西部 

沿道複合地 
（主）北方多度線沿道、（主）岐阜巣
南大野線沿道 

農地、集落地 地域北部、南西部 
自然環境地 糸貫川等 

道路、 
交通 

幹線道路 （主）北方多度線、（主）岐阜巣南大野線 

公共交通 バス 
岐阜バス（大野穂積線） 
みずほバス 
（本田七崎線、馬場十七条線） 

拠点 

地域を代表する 
拠点 

都市拠点 ＪＲ穂積駅周辺地区 
健康づくり拠点、市民交流拠点 せせらぎ公園、糸貫川河川公園 

地域の暮らしに
密着した拠点 

身近な防災拠点 本田コミュニティセンター等 
身近な健康、交流拠点 せせらぎ公園等 
身近な歴史、文化拠点 本田延命地蔵等 
身近な自然、交流拠点 ハリヨの生息地、本田農園 

 
 

（秦康之さん撮影）     

  

五六川 

 

せせらぎ公園 

 

本田延命地蔵 

岐阜巣南大野線 

 

本田団地 

 

ハリヨ 
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〈地域における重点施策〉 
※本プランで新たに位置付けた重点施策には新規と表示しています。 

 道路、交通づくり 

①主要地方道北方多度線の交差点改良や歩道の整備 新規 
・幹線道路へのアクセス性の向上と歩行者の安全な通行環境の確保を図るた

め、整備を促進します。 
②公共交通ネットワークの強化 新規 

・都市拠点と地域生活拠点、及び地域生活拠点間を結ぶ公共交通ネットワーク

の強化を図ります。 
③交通結節機能の強化（ＪＲ穂積駅周辺地区） 

・土地区画整理事業等による市街地整備とあわせて、ＪＲ穂積駅周辺地区の賑

わい創出や交流拡大のため、アクセス道路等の整備を推進します。 
 

水、緑づくり 
①拠点的な公園の整備 新規 

・市民の日常的な交流の場・憩いの場や、イベント等による賑わいの場となる、

拠点的な公園の整備を検討します。 

②身近な公園の整備 新規 
・街区公園等の市民が身近に利用できる公園については、市街化区域内に残存

する低未利用地を活かし、市街地整備との連携にも留意しながら、計画的に

整備、確保を図ります。 
③河川環境の保全、親水空間の整備（散策路等） 

・水と緑のネットワークの主軸として、中川等においては自然とのふれあいや

環境学習の場として活用できるよう、河川改修とあわせて親水空間を整備す

るとともに、地元自治会と連携した河川清掃等の美化活動、回遊路の適切な

維持管理を図ります。 
 

市街地づくり 
①計画的な市街地整備（土地区画整理事業等） 

・まとまった低未利用地の計画的な活用により、都市基盤（道路、公園等）が

整備された、良好な住宅地の形成を図ります。 

②土地利用の規制、誘導（ＪＲ穂積駅周辺地区等） 
・適正、合理的な土地利用による産業集積と良好な住環境の保全との両立を図

るため、地区計画制度等の活用による、きめ細かな土地利用の規制、誘導を

図ります。 
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 ③都市拠点の形成（ＪＲ穂積駅周辺地区） 
・土地区画整理事業等の基盤整備と連携し、土地利用施策、公共交通施策、市

街地整備を一体的に推進するとともに、商業や医療、子育て支援など地域の

活性化に寄与する施設の誘致など、賑わいの創出に向けた取組を検討しま

す。 
 

 都市環境づくり 

①河川整備 
・第三次新五流域総合治水対策プランに基づき、中川等の河川改修や維持管理

を促進します。 
②地域の不燃化、耐震化 

・巨大地震に対する危険性が高い木造住宅密集地を中心として、不燃化として

機能する公共施設の整備を推進します。また、住宅その他民間建築物の耐震

化を促進、支援します。 
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図 地域構造及び重点施策図（本田地域） 

地域の不燃化、耐震化 
身近な公園の整備 

※全体構想編 第５章 分野別都市づくり計画（Ｐ６１～８５）の施策体系を参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

＜地域における基本的な施策＞   

地域間を結ぶ道路の整備 合併浄化槽の設置 公共空間の景観整備 

生活道路の整備 集落の整備 景観に配慮した民間開発の誘導 

歩行環境の整備 既存ストックの活用 低炭素な建築物の整備、誘導 

自転車走行環境の整備 災害に強い都市基盤の整備 環境負荷の少ない都市構造の構築 

美しく機能的な道路空間の整備 防災情報の整備、活用  

緑豊かな住環境の保全、創出 防犯環境の整備、促進  

下水道の整備 地域特性に応じた良好な景観形成  

計画的な市街地整備 主要地方道北方多度線の 
交差点改良や歩道の整備 

土地利用の規制、誘導 

交通結節機能の強化 

都市拠点の形成 

拠点的な公園の整備 

公共交通 
ネットワークの強化 

河川環境の保全、 
親水空間の整備 

河川整備 
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第９章 穂積地域のまちづくり構想 
 
 

９－１ 地域づくりの前提条件 
１．地域の特徴                                      

〈地域の概況〉 
 
 
 
 
 
 
 

・市南東部に位置し、別府、穂積及

び稲里地区が該当します。 

・長良川と五六川に挟まれた位置に

あり、中央には中川が流れていま

す。 

・北部にＪＲ東海道本線が通ってお

り、ＪＲ穂積駅が位置していま

す。 

・主要な道路としては、国道２１号、

主要地方道北方多度線が通って

おり、交通の便が良い地域です。

また、岐阜南部横断ハイウェイの

整備構想があります。 

 
 

・バスは、岐阜バス（大野穂積線）、みずほバス（本田七崎線、馬場十七条線、十

九条古橋線、牛牧穂積線）が通っています。 

 

〈面積及び人口〉 
 
 
 
 
 
 
 

・令和２年の人口は、１５，０３８

人（市全体の２６．７％）で、最

も人口が多い地域であり、平成２

７年～令和２年の人口増減は、６

２５人の増（４．３％増加）と、

市平均増加率（３．７％）より増

加率が高い地域です。 

・令和２年の高齢者数は、３，１６

９人（市全体の２６．２％）で、

高齢化率は２１．１％と、市平均

（２１．５％）とほぼ同等の地域

H27 R2 増減数 増減率

穂積地域 14,413 15,038 625 4.3%

市全体 54,354 56,388 2,034 3.7%

14.0%

15.6%

64.9%

62.9%

21.1%

21.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

穂積地域

市全体

年少人口

（0～14歳）

生産年齢人口

（15～64歳）

老年人口

（65歳以上）

表 人口増減（都市計画基礎調査） 

図 年齢層別人口の割合（国勢調査） 

図 地域の位置 
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です。 

 ・令和２年の世帯数は、６，７３０世帯（市全体の２９．９％）で、市内で最も

世帯数が多い地域ですが、世帯人員は２．２人／世帯と、市平均（２．５人／

世帯）より少なくなっています。 

・面積は約５９０ｈａと市内で最も大きく、全域が都市計画区域に指定され、市

街化区域の占める割合が、約７１％と高くなっています。 

 

〈土地利用等の現況〉 

 
 
 

・ＪＲ穂積駅周辺は市街化が進んでおり、住宅や小規模な商業施設が集積してお

り、都市的土地利用は約６４％と比較的高くなっていますが、商業用地は近年

ほぼ横這いとなっています。 

・住宅用地が全体の約２４％を占め最も多く、次いで田が約１０％と多くなって

います。 

・平成２９年から令和４年にかけて住宅用地が約１％増加しており、田が約２％

減少しています。 

 
図 土地利用現況（都市計画基礎調査） 

 

  

11.9%

10.0%

5.5%

4.9%

20.8%

21.5%

22.5%

23.7%

6.8%

6.9%

6.7%

6.3%

25.8%

26.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成

２９年

令和

４年

田 畑 その他自然的土地利用

住宅用地 商業用地 工業用地

その他都市的土地利用
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〈都市施設等の現況〉 

 
 
 
 
 
 
 
 

・都市計画道路は、７路線すべての整備が完了しています。都市計画決定された

公園はありませんが、下穂積公園のほか、小規模な公園がいくつか整備されて

います。 

・下水道は、別府地区の一部でコミュニティ・プラントが整備されていますが、

その他の地区は未整備で、公共下水道による整備が計画されています。 

・主な公共施設としては、市役所、総合センター、保健センター、市民センター、

図書館等、多数の施設が位置し、本市の中心的な機能を有しています。そのほ

か、穂積小学校、穂積中学校、朝日大学が位置しています。 

・ＪＲ穂積駅周辺の市街地は、狭あい道路や木造住宅が密集しており、災害の危

険度が高くなっています。また、ＪＲ穂積駅周辺や国道２１号沿道及び主要地

方道北方多度線沿道は、準防火地域に指定されています。 

・多くの河川が流れ、良好な自然環境、親水環境を有していますが、過去に浸水

による大きな被害を受けるなど、水害の危険度が高い地域です。 

 

〈市民の意向〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・定住意向は約９４％と高く、定住したい理由では「交通の便が良い」という意

見が約５２％であり、７地域で最も高くなっています。 

・施策に対する現状の満足度・今後の重要度として、都市基盤に関する現状の満

足度が低く、今後の重要度が高いことから、今後重点的に改善に取り組む必要

性が高くなっています。 

・普段の主な買物先として、市内の店舗（ＪＲ穂積駅周辺、犀川周辺を除く）と

する回答が最も多く、ＪＲ穂積駅周辺とする回答は２割にも満たしません。 

・普段利用する主な通院先として、市内とする回答が最も多いほか、岐阜市とす

る回答も比較的多くなっています。 

・「施設や機能を集約し、効率的に維持管理」に対して賛同する意向は約６１％

であり、７地域中で最も高くなっています。 

・一方、「中心部以外の施設や機能の見直しによる維持管理」に対して賛同する

意向は約７５％であり、７地域中で最も低くなっています。 
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２．地域づくりの主要課題                               
 個別分野 主要課題 
 

都市機能 ・人口増加の維持に向けた、子育て世代や若者の定住を促進する良
好な住環境の形成 

 

土地利用 

・ＪＲ穂積駅周辺地区における都市拠点にふさわしいまちづくりの
推進（都市機能の維持、集積、土地の高度利用、交通結節点とし

ての機能強化等） 
 ・朝日大学周辺地区における学術研究拠点及び地域生活拠点の形成

に向け、医療、福祉施設等に加え、生活に身近な商業、サービス

施設の維持、誘導、集積を図り、これからのライフスタイルに合
った暮らしの中心としての機能強化 

 ・住宅主体の良好な市街地環境の維持・保全 
 ・低未利用地や幹線道路沿道等の計画的な活用による商工業系の土

地利用の充実 
 ・地域特性に応じた用途の見直しによる住工の混在解消や調和 
 

都市施設 

・都市間、拠点間をつなぐ利便性の高い幹線道路ネットワークの形

成 
 ・ＪＲ穂積駅周辺地区の土地区画整理事業化推進 
 ・河川の自然、親水環境の保全、活用（公園、散策路等）、治水対策

の推進 
 都市環境 

その他 
・都市拠点、地域生活拠点等の市街地整備に合わせた災害に強い都

市づくり 
 

 

９－２ 地域づくりの方針 

 
 
 
 
  

まちの顔として多様な都市機能が集積した、賑わいと交流を生み出す地域づくり 

◆ＪＲ穂積駅周辺地区では、まちの顔としてふさわしい都市機能の集積、交通結節機

能の強化、憩いや賑わいのある都市空間整備を推進し、多様な交流の創出を促進し

ます。 

◆国道２１号や主要地方道北方多度線などの幹線道路沿道では、交通利便性の高さを

活かし、商業、工業、流通、業務等の産業機能の集積を促進し、都市活力の向上を

図ります。 

◆公園、下水道等の都市基盤の整備を推進するとともに、用途混在の解消や操業環境

との調和により、安全で快適な住環境の形成を進めます。 
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この地域づくりの方針を実現するための「地域構造」及び都市計画の視点に基づいた「地

域における重点施策」を整理しました。 
 

〈地域構造〉 
分野 内容 

土地利用 

住宅地（街なか居住） 地域北東部 
住宅地（周辺、郊外居住） 地域北西部、中部 
商業地 ＪＲ穂積駅周辺（地域北東部） 
住工共存地 地域西部 
工業地 地域西部 

沿道複合地 
国道２１号沿道、（主）北方多度線沿
道 

農地、集落地 地域南部 
自然環境地 長良川、五六川等 

道路、
交通 

幹線道路 
国道２１号、岐阜南部横断ハイウェイ、（主）北方多度線、（市）
穂積鷺田橋線 

公共交通 

鉄道 ＪＲ東海道本線（ＪＲ穂積駅） 

バス 

岐阜バス（大野穂積線） 
みずほバス 
（本田七崎線、馬場十七条線、十九条
古橋線、牛牧穂積線） 

拠点 

地域を代表する 
拠点 

都市拠点 ＪＲ穂積駅周辺地区 
地域生活拠点、学術研究拠点 朝日大学周辺地区 

健康づくり拠点、市民交流拠点 
朝日大学グラウンド、（仮称）天王川
スポーツ公園 

歴史、文化交流拠点 別府観音 
主要な防災活動拠点 市役所、水防拠点 

地域の暮らしに
密着した拠点 

身近な防災拠点 市民センター等 
身近な健康、交流拠点 朝日大学グラウンド等 
身近な歴史、文化拠点 図書館等 

身近な自然、交流拠点 
中川のレンギョウ、五六川のユキヤナ
ギ 

 
 

穂積駅 

 

穂積庁舎 

 

図書館 

中川 

 

別府観音 

 

朝日大学 
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〈地域における重点施策〉 
※本プランで新たに位置付けた重点施策には新規と表示しています。 

 道路、交通づくり 

①岐阜南部横断ハイウェイ、国道２１号の整備 
・活発な産業活動や交流拡大につながる幹線道路として、完全６車線化等の整

備を促進します。 
②主要地方道北方多度線の交差点改良や歩道の整備 

・幹線道路へのアクセス性の向上と歩行者の安全な通行環境の確保を図るた

め、整備を促進します。 

③一般県道墨俣合渡岐阜線の整備 新規 
・安全な道路空間の確保を図るため、整備を促進します。 

④公共交通ネットワークの強化 新規 
・都市拠点と地域生活拠点、及び地域生活拠点間を結ぶ公共交通ネットワーク

の強化を図ります。 
⑤交通結節機能の強化（ＪＲ穂積駅周辺地区） 

・土地区画整理事業等による市街地整備とあわせて、ＪＲ穂積駅周辺地区の賑

わい創出や交流拡大のため、駅前広場、アクセス道路、駐輪場等の整備を推

進します。 
 
水、緑づくり 

①拠点的な公園の整備 新規 
・市民の日常的な交流の場・憩いの場や、イベント等による賑わいの場となる、

拠点的な公園の整備を検討します。 
②身近な公園の整備 新規 

・街区公園等の市民が身近に利用できる公園については、市街化区域内に残存

する低未利用地を活かし、市街地整備との連携にも留意しながら、計画的に

整備、確保を図ります。 
③河川環境の保全、親水空間の整備（散策路等） 

・水と緑のネットワークの主軸として、中川、天王川等においては自然とのふ

れあいや環境学習の場として活用できるよう、河川改修とあわせて親水空間

を整備するとともに、地元自治会と連携した河川清掃等の美化活動、回遊路

の適切な維持管理を図ります。 
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 市街地づくり 

①土地利用の規制、誘導（ＪＲ穂積駅周辺地区、朝日大学周辺地区等） 
・適正、合理的な土地利用による産業集積と良好な住環境の保全との両立を図

るため、地区計画制度等の活用による、きめ細かな土地利用の規制、誘導を

図ります。 
②都市拠点の形成（ＪＲ穂積駅周辺地区） 

・土地区画整理事業等の基盤整備と連携し、土地利用施策、公共交通施策、市

街地整備を一体的に推進するとともに、商業や医療、子育て支援など地域の

活性化に寄与する施設の誘致など、賑わいの創出に向けた取組を検討しま

す。 
③地域生活拠点、学術研究拠点の形成（朝日大学周辺地区） 

・生活利便施設の維持、集積、交通結節機能の向上等、地域住民の日常生活の

利便性を向上させる拠点の形成を通じて、若者が魅力を感じる住環境の整備

を推進します。 
・産学官の連携体制のもと、学術研究機能の強化や、これとの連携による超高

齢化に対応した健康、医療、福祉関連産業等の機能集積に向けて地区計画制

度等の活用を図ります。 
 

 都市環境づくり 
 ①水防拠点の整備 新規 

・災害復旧活動の拠点として、水防拠点の整備を促進します。 
②河川整備 

・第三次新五流域総合治水対策プランに基づき、中川、天王川等の河川改修や

維持管理を促進します。 
 ③地域の不燃化、耐震化 

・巨大地震に対する危険性が高い木造住宅密集地を中心として、不燃化として

機能する公共施設の整備を推進します。また、住宅その他民間建築物の耐震

化を促進、支援します。 
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図 地域構造及び重点施策図（穂積地域） 

※全体構想編 第５章 分野別都市づくり計画

（Ｐ６１～８５）の施策体系を参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

＜地域における基本的な施策＞ 

地域間を結ぶ道路の整備 

生活道路の整備 

歩行環境の整備 
自転車走行環境の整備 

美しく機能的な道路空間の整備 

交通結節点の整備 

緑豊かな住環境の保全、創出 

下水道の整備 
合併浄化槽の設置 

都市基盤未整備地区の整備 
集落の整備 

既存ストックの活用 

災害に強い都市基盤の整備 

防災情報の整備、活用 

防犯環境の整備、促進 

地域特性に応じた良好な景観形成 

公共空間の景観整備 

景観に配慮した民間開発の誘導 

低炭素な建築物の整備、誘導 

環境負荷の少ない都市構造の構築 

岐阜南部横断ハイウェイ、 
国道２１号の整備 

河川整備 

交通結節機能の強化 

都市拠点の形成 

地域生活拠点、 
学術研究拠点の形成 

土地利用の規制、誘導 

河川環境の保全、 
親水空間の整備 

河川環境の保全、 
親水空間の整備 

土地利用の規制、誘導 

拠点的な公園の整備 

公共交通 
ネットワークの強化 

一般県道墨俣合渡岐阜線
の整備 

地域の不燃化、耐震化 

身近な公園の整備 

河川整備 

水防拠点の整備 

主要地方道北方多度線の 
交差点改良や歩道の整備 
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第１０章 牛牧地域のまちづくり構想 

 
 

１０－１ 地域づくりの前提条件 
１．地域の特徴                                     

〈地域の概況〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・市南部に位置し、十九条、牛牧、

野田新田、野白新田、祖父江、宝

江及び犀川地区が該当します。 

・犀川、中川、五六川、新堀川、宝

江川等、多く河川が集まる位置に

あり、南部には犀川遊水地が整備

されています。 

・中央部にＪＲ東海道本線、北部に

樽見鉄道が通っており、樽見鉄道

の十九条駅が位置しています。 

・主要な道路としては、国道２１号、

主要地方道北方多度線、一般県道

美江寺西結線が通っています。 

 
 

また、岐阜南部横断ハイウェイの整備構想があるほか、市道西部環状線の整備

が進んでいます。 

・バスは、みずほバス（馬場十七条線、十九条古橋線、牛牧穂積線）が通ってい

ます。 

 

〈面積及び人口〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・令和２年の人口は、１２，９４９人

（市全体の２３．０％）で、平成２

７年～令和２年の人口増減は、６

２１人の増（５．０％増加）と、市

平均増加率（３．７％）より増加率

が高い地域です。 

・令和２年の高齢者数は、２，４５５

人（市全体の２０．３％）で、高齢

化率は１９．０％と、市平均（２１． 

15.9%

15.6%

65.1%

62.9%

19.0%

21.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

牛牧地域

市全体

年少人口

（0～14歳）

生産年齢人口

（15～64歳）

老年人口

（65歳以上）

H27 R2 増減数 増減率

牛牧地域 12,328 12,949 621 5.0%

市全体 54,354 56,388 2,034 3.7%

図 地域の位置 

図 年齢層別人口の割合（国勢調査） 

表 人口増減（都市計画基礎調査） 
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 ５％）より低い地域です。 

・令和２年の世帯数は、５，４３９世帯（市全体の２４．２％）で、世帯人員は

２．４人／世帯と、市平均（２．５人／世帯）より少なくなっています。 

・面積は約５５７ｈａで、全域が都市計画区域に指定され、市街化区域の占める

割合が、約５３％となっています。 

 

〈土地利用等の現況〉 

 
 

・犀川地区周辺では土地区画整理事業が完了し、大規模商業施設の立地や住宅建

設が進んだ結果、都市的土地利用は約６２％と比較的高くなっていますが、商

業用地・工業用地は近年ほぼ横這いとなっています。 

・住宅用地が全体の約２２％を占め最も多く、次いで田が約１７％と多くなって

います。 

・平成２９年から令和４年にかけて住宅用地が約１％増加しており、田が約３％

減少しています。 

 

 
図 土地利用現況（都市計画基礎調査） 

 

  

20.1%

17.3%

6.1%

5.3%

16.5%

15.8%

20.3%

21.7%

5.9%

6.3%

5.7%

5.3%

25.4%

28.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成

２９年

令和

４年

田 畑 その他自然的土地利用

住宅用地 商業用地 工業用地

その他都市的土地利用
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〈都市施設等の現況〉 

 
 
 
 
 
 

・都市計画道路は、５路線が計画決定されていますが、一部区間を除き整備が完

了しています。都市計画決定された公園はありませんが、大規模な公園として

は、さい川さくら公園、五六川親水公園が整備され、新たに小規模な公園の整

備も進んでいます。 

・牛牧地区の一部において、公共下水道の整備が進められています。他の未整備

地区においても、公共下水道による整備が計画されています。 

・主な公共施設としては、牛牧小学校、牛牧北部防災コミュニティセンター、牛

牧南部コミュニティセンターつどいの泉が位置しています。 

・面的整備は、犀川堤外地土地区画整理事業及び牛牧団地が整備されています。 

・一部に狭あい道路や木造住宅が密集した地区があります。また、国道２１号沿

道は、準防火地域に指定されています。 

・多くの河川が流れ、良好な自然環境、親水環境を有しています。過去に浸水に

よる大きな被害を受けるなど、水害の危険度が高い地域であり、牛牧排水機場

が完成したほか、犀川遊水地の整備が進められています。 

・五六閘門など、歴史を感じさせる史跡を有しています。 

 

〈市民の意向〉 

 
 

・定住意向は約８７％で、定住したい理由では「住み慣れていて愛着がある」の

ほか、「買物や通院が便利」という意見が多くなっています。 
・施策に対する現状の満足度・今後の重要度として、都市基盤や交通基盤に関す

る現状の満足度が低く、今後の重要度が高いことから、今後重点的に改善に取

り組む必要性が高くなっています。 
・普段の主な買物先として、市内の店舗（ＪＲ穂積駅周辺、犀川周辺を除く）と

する回答が最も多く、地域南部の犀川周辺とする回答も比較的多くなっていま

す。 
・普段利用する主な通院先として、市内とする回答が最も多くなっています。 
・「中心部以外の施設や機能の見直しによる維持管理」に対して賛同する意向は

約８１％であり、７地域中で２番目に高くなっています（本田地域と同程度）。 
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２．地域づくりの主要課題                               
 個別分野 主要課題 

都市機能 ・人口増加の維持に向けた、子育て世代や若者の定住を促進する良
好な住環境の形成 

土地利用 

・十九条駅周辺地区や犀川周辺地区における生活に身近な商業、サ
ービス、医療、福祉施設等の維持、誘導、集積を図り、これから

のライフスタイルに合った暮らしの中心としての機能強化 
・住宅主体の良好な市街地環境の維持・保全 
・低未利用地や幹線道路沿道等の計画的な活用による商工業系の土

地利用の充実 
・地域特性に応じた用途の見直しによる住工の混在解消や調和 

都市施設 

・都市間、拠点間をつなぐ利便性の高い幹線道路ネットワークの形
成 

・河川の自然、親水環境の保全、活用（公園、散策路等）、治水対策
の推進 

・犀川遊水地グリーンインフラ事業の推進 

・生活環境の向上を目的とした公共下水道の整備推進 

都市環境 
その他 

・都市拠点、地域生活拠点等の市街地整備に合わせた災害に強い都
市づくり 

・五六閘門などの歴史的建造物の保全、活用 
 
 

１０－２ 地域づくりの方針 

 
 
 
 
 
 

 
  

豊かな自然と調和し、活力ある産業集積と安全、快適に暮らせる地域づくり 

◆十九条駅周辺地区や犀川周辺地区では、生活に身近な商業、サービス、医療、福祉

施設等の集積を図るとともに、用途混在の解消や操業環境との調和、治水対策の推

進により、安全で快適な住環境の形成を図ります。 

◆交通利便性の高さを活かし、国道２１号や主要地方道北方多度線などの幹線道路沿

道では、都市活力の向上に資する産業（商業、工業、流通、業務等）の集積を図り

ます。 

◆河川（犀川、五六川等）や犀川遊水地の自然環境、田園風景等と調和した計画的な

土地利用を推進します。 
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この地域づくりの方針を実現するための「地域構造」及び都市計画の視点に基づいた「地

域における重点施策」を整理しました。 
 

〈地域構造〉 
分野 内容 

土地利用 

住宅地（周辺、郊外居住） 地域北西部、中部 

商業地 犀川地区周辺（地域南部） 

住工共存地 地域北部、中部 

工業地 地域北部、南西部  

土地利用検討区域 地域南東部 

沿道複合地 
国道２１号沿道、（主）北方多度線沿
道 

農地、集落地 地域南部 

自然環境地 長良川、五六川、犀川等 

道路、
交通 

幹線道路 
国道２１号、岐阜南部横断ハイウェイ、（主）北方多度線、（一）
美江寺西結線、（一）穂積巣南線、（市）穂積鷺田橋線、（市）西部
環状線 

公共交通 
鉄道 樽見鉄道（十九条駅） 

バス 
みずほバス（馬場十七条線、十九条
古橋線、牛牧穂積線） 

拠点 

地域を代表する 
拠点 

地域生活拠点 十九条駅周辺地区、犀川周辺地区 

健康づくり拠点、市民交流拠点 さい川さくら公園、五六川親水公園 

歴史、文化交流拠点 五六閘門、墨俣一夜城（大垣市） 

主要な防災活動拠点 
牛牧北部防災コミュニティセンター、
水防センター 

地域の暮らしに
密着した拠点 

身近な防災拠点 
牛牧南部防災コミュニティセンター
つどいの泉等 

身近な健康、交流拠点 さい川さくら公園等 

身近な歴史、文化拠点 美来の森等 

身近な自然、交流拠点 犀川遊水地、十九条農園、祖父江農園 
 
 

十九条駅 

 

犀川地区（土地区画整理事業地区） 

 

新堀川 

さい川さくら公園 

 

五六閘門 

 

アクアパークみずほ 
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〈地域における重点施策〉 
※本プランで新たに位置付けた重点施策には新規と表示しています。 

 道路、交通づくり 

①岐阜南部横断ハイウェイ、国道２１号の整備 
・活発な産業活動や交流拡大につながる幹線道路として、完全６車線化等の整

備を促進します。 
②一般県道美江寺西結線の整備（ＪＲ高架下、忠太橋付近） 

・幹線道路や緊急輸送道路としての機能を確保するため、未整備区間の整備を

促進します。 

③一般県道牛牧墨俣線の整備 新規 
・安全な道路空間の確保を図るため、整備を促進します。 

④市道西部環状線の整備 
・南西部の地域生活拠点を連絡し、地域間を結ぶ道路として、整備を推進しま

す。 
⑤公共交通ネットワークの強化 新規 

・都市拠点と地域生活拠点、及び地域生活拠点間を結ぶ公共交通ネットワーク

の強化を図ります。 
 
水、緑づくり 

①犀川遊水地グリーンインフラ事業の推進 
・優れた生態系を有する自然環境の保全、再生を図ります。 

・犀川遊水地一帯のさい川さくら公園や犀川高水敷では、賑わいや交流の場と

しての活用を図るため、イベント会場やバーベキュー、オートキャンプ場等

の施設整備を検討します。 

②河川環境の保全、親水空間の整備（散策路等） 
・水と緑のネットワークの主軸として、犀川、五六川、新堀川等においては自然

とのふれあいや環境学習の場として活用できるよう、河川改修とあわせて親

水空間を整備するとともに、地元自治会と連携した河川清掃等の美化活動、回

遊路の適切な維持管理を図ります。 
③公共下水道の整備 新規 

・公共用水域の水質を保全し、良好な住環境の形成を図るため、公共下水道の

整備を推進します。 
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 市街地づくり 

①土地利用の規制、誘導（十九条駅周辺地区、犀川周辺地区等） 
・適正、合理的な土地利用による産業集積と良好な住環境の保全との両立を図

るため、地区計画制度等の活用による、きめ細かな土地利用の規制、誘導を図

ります。 

 ②市街化区域への編入検討（犀川周辺） 
・適正、合理的な土地利用と良好な市街地環境の形成を図るため、市街化区域

への編入を検討します。 
 ③適正な土地利用の検討 新規 

・主要地方道北方多度線の沿線における土地利用検討区域は、安八スマートＩ

Ｃとの近接性があることから、新たな産業の土地利用を検討します。 

④地域生活拠点の形成（十九条駅周辺地区、犀川周辺地区） 
・生活利便施設の維持、集積、交通結節機能の向上等、地域住民の日常生活の利

便性を向上させる拠点の形成を図ります。 

 
都市環境づくり 

①犀川遊水地の整備 
・犀川流域の内水被害の軽減のため、犀川遊水地事業を促進します。 

②河川整備 
・第三次新五流域総合治水対策プランに基づき、犀川、五六川、新堀川等の河

川改修や維持管理を促進します。 
③地域の不燃化、耐震化 新規 

・巨大地震に対する危険性が高い木造住宅密集地を中心として、不燃化として

機能する公共施設の整備を推進します。また、住宅その他民間建築物の耐震

化を促進、支援します。 
④五六閘門を活かした景観形成 新規 

・五六閘門をはじめとした景観資源を活かした観光、交流の活性化につながる

良好な景観形成を図ります。 
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図 地域構造及び重点施策図（牛牧地域） 

※全体構想編 第５章 分野別都市づくり計画

（Ｐ６１～８５）の施策体系を参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地域における基本的な施策＞  

地域間を結ぶ道路の整備 都市基盤未整備地区の整備 

生活道路の整備 集落の整備 

歩行環境の整備 既存ストックの活用 

自転車走行環境の整備 災害に強い都市基盤の整備 

美しく機能的な道路空間の整備 防災情報の整備、活用 

交通結節点の整備 防犯環境の整備、促進 

拠点的な公園の整備 公共空間の景観整備 

身近な公園の整備 景観に配慮した民間開発の誘導 

緑豊かな住環境の保全、創出 低炭素な建築物の整備、誘導 

合併浄化槽の設置 環境負荷の少ない都市構造の構築 

土地利用の規制、誘導 

地域生活拠点の形成 
土地利用の規制、誘導 

市街化区域への編入検討 

河川整備 

岐阜南部横断ハイウェイ、 
国道２１号の整備 

地域生活拠点の形成 

公共交通 
ネットワークの強化 

公共交通 
ネットワークの強化 

五六閘門を活かした
景観形成 

適正な土地利用の検討 

犀川遊水地グリーン 
インフラ事業の推進 
犀川遊水地の整備 

河川環境の保全、 
親水空間の整備 

河川環境の保全、 
親水空間の整備 

河川整備 

公共下水道の整備 

地域の不燃化、耐震化 

市道西部環状線 
の整備 

一般県道美江寺西結線 
の整備 

一般県道牛牧墨俣線 
の整備 
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第１１章 南地域のまちづくり構想 
 
 

１１－１ 地域づくりの前提条件 
１．地域の特徴                                     

〈地域の概況〉 
 ・市南西部に位置し、古橋、横屋、

中宮及び呂久地区が該当します。 

・呂久地区の一部が揖斐川の西側に 

位置していますが、その他は揖斐

川と犀川に挟まれた位置にあり、

南西部には宝江川が流れていま

す。 

・南部にＪＲ東海道本線、南北に樽 

見鉄道が通っており、樽見鉄道の 

横屋駅が位置しています。 

・主要な道路としては、国道２１号、

一般県道曽井中島美江寺大垣線、 

 一般県道穂積巣南線が通っています。また、岐阜南部横断ハイウェイの整備構

想があるほか、市道西部環状線の整備が進んでいます。 

・バスは、みずほバス（十九条古橋線）が通っています。 

 

〈面積及び人口〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・令和２年の人口は、６，５３７人

（市全体の１１．６％）で、平成

２７年～令和２年の人口増減は、

３８４人の増（６．２％増加）と、

市平均増加率（３．７％）より増

加率が高い地域です。 

・令和２年の高齢者数は、１，１２

８人（市全体の９．３％）で、高

齢化率は１７．３％と、市平均（２

１．５％）より低い地域です。 

19.4%

15.6%

63.3%

62.9%

17.3%

21.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南地域

市全体

年少人口

（0～14歳）

生産年齢人口

（15～64歳）

老年人口

（65歳以上）

H27 R2 増減数 増減率

南地域 6,153 6,537 384 6.2%

市全体 54,354 56,388 2,034 3.7%

図 地域の位置 

図 年齢層別人口の割合（国勢調査） 

表 人口増減（都市計画基礎調査） 
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 ・令和２年の世帯数は、２，２７４世帯（市全体の１０．１％）で、世帯人員は

２．９人／世帯と、市平均（２．５人／世帯）より多くなっています。 

・面積は約３４１ｈａで、ほぼ全域が都市計画区域に指定されていますが、市街

化区域の占める割合は、約３７％と低くなっています。 

 

〈土地利用等の現況〉 

 
 

・市街化区域内には、樽見鉄道横屋駅の西側を中心にまとまった住宅地が形成さ

れていますが、商業用地や工業用地の割合が低くなっています。一方、市街化

調整区域には、優良農地が広がっていますが、北部の一般県道穂積巣南線沿道

に小規模な商業施設が点在しています。 

・田が全体の約２２％を占め最も多く、次いで住宅用地が約１８％と多くなって

います。 

・平成２９年から令和４年にかけて住宅用地が約１％増加しており、田が約２％

減少しています。 

 

 
図 土地利用現況（都市計画基礎調査） 

  

24.0%

22.2%

14.4%

13.1%

23.8%

25.1%

17.1%

18.4%

0.7%

0.8%

0.7%

0.5%

19.3%

19.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成

２９年

令和

４年

田 畑 その他自然的土地利用

住宅用地 商業用地 工業用地

その他都市的土地利用
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〈都市施設等の現況〉 

 
 
 
 
 
 

・都市計画道路は、１路線の整備が完了しています。都市計画決定された公園は

ありませんが、小簾紅園があります。 

・下水道は、呂久地区の一部で農業集落排水処理事業により整備されていますが、

その他の地区は未整備で、公共下水道による整備が計画されています。 

・主な公共施設としては、南小学校、巣南中学校、南ふれあい広場が位置してい

ます。 
・横屋駅南側の地域（市街化区域内）では、低密度な市街地や狭あい道路、木造

住宅の密集といった課題解消に向け、土地区画整理事業が進められています。 
・多くの河川が流れ、良好な自然環境、親水環境を有していますが、過去に浸水

による大きな被害を受けるなど、水害の危険度が高い地域です。 
 

〈市民の意向〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・定住意向は約８２％で他地域に比べやや低く、定住したい理由では「住み慣れ

ていて愛着がある」のほか、「買物や通院が便利」という意見が多くなっていま

す。 
・施策に対する現状の満足度・今後の重要度として、治水・防災、交通基盤、上

水道・下水道に関する現状の満足度が低くなっています。 
・普段の主な買物先として、市内の店舗（ＪＲ穂積駅周辺、犀川周辺を除く）と

する回答が最も多くなっています。 
・普段利用する主な通院先として、市内とする回答が最も多いほか、大垣市とす

る回答も比較的多くなっています。 
・「施設や機能を集約し、効率的に維持管理」に対して賛同する意向は約３６％

であり、７地域中で最も低くなっています。 
・「利便性の高い公共交通体系の整備」に対して賛同する意向は約７９％であり、

７地域中で最も低くなっています。 
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２．地域づくりの主要課題                               
 個別分野 主要課題 
 

都市機能 

・人口増加の維持に向けた、子育て世代や若者の定住を促進する良
好な住環境の形成 

 ・食料生産地としての役割や、防災・景観形成等の多面的機能の維
持を考慮した、農地の計画的保全 

 

土地利用 

・横屋駅～国道２１号沿道周辺地区における生活に身近な商業、サ
ービス、医療、福祉施設等の維持、誘導、集積を図り、これから
のライフスタイルに合った暮らしの中心としての機能強化 

 ・住宅主体の良好な市街地環境の維持・保全 
 ・低未利用地や幹線道路沿道等の計画的な活用（土地区画整理事業

等）による商工業系の土地利用の誘導 
 ・水田等の計画的な保全、整備による農業の振興 
 

都市施設 

・都市間、拠点間をつなぐ利便性の高い幹線道路ネットワークの形
成 

 ・樽見鉄道横屋駅へのアクセスの向上 
 ・横屋第一土地区画整理事業促進 

 ・河川の自然、親水環境の保全、活用（公園、散策路等）、治水対策
の推進 

 
都市環境 
その他 

・都市拠点、地域生活拠点等の市街地整備に合わせた災害に強い都

市づくり 
 ・小簾紅園など、中山道の往時をしのばせる集落環境（街並み）の

保全、活用 
 
 

１１－２ 地域づくりの方針 

 
 
 
 
 
  

都市基盤や歴史、自然との調和により、 

新たな魅力や活力を創出する地域づくり 

◆市道西部環状線の整備を推進し、都市間および拠点間の連携強化を図るとともに、

ＪＲ東海道本線南側においては、周辺環境との調和に配慮しながら、商業機能等を

形成する土地利用を推進します。 

◆公共交通の利便性を活かすため、横屋駅周辺を中心とした低未利用地の計画的な活

用を進め、良好な都市基盤を備えた住環境の形成を図ります。 

◆小簾紅園をはじめとする中山道の歴史的資源や、揖斐川、犀川等の河川、農地等の

保全、活用を図ります。 
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この地域づくりの方針を実現するための「地域構造」及び都市計画の視点に基づいた「地

域における重点施策」を整理しました。 
 

〈地域構造〉 
分野 内容 

土地利用 

住宅地（周辺、郊外居住） 地域中部、南部 

沿道複合地 国道２１号沿道 

農地、集落地 地域北部、西部、南部 

自然環境地 揖斐川等 

道路、
交通 

幹線道路 
国道２１号、岐阜南部横断ハイウェイ、（一）曽井中島美江寺大垣
線、（一）穂積巣南線、（市）西部環状線 

公共交通 
鉄道 樽見鉄道（横屋駅） 

バス みずほバス（十九条古橋線） 

拠点 

地域を代表する 
拠点 

地域生活拠点 横屋駅～国道２１号沿道周辺地区 

健康づくり拠点、市民交流拠点 南ふれあい広場 

歴史、文化交流拠点 小簾紅園 

地域の暮らしに
密着した拠点 

身近な防災拠点 南小学校等 

身近な健康、交流拠点 南ふれあい広場 

身近な歴史、文化拠点 小簾紅園 
 
 

横屋駅 

 

国道２１号 

 

宝江川  

南ふれあい広場  

 

小簾紅園 

 

市道西部環状線 
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〈地域における重点施策〉 
※本プランで新たに位置付けた重点施策には新規と表示しています。 

 道路、交通づくり 

①岐阜南部横断ハイウェイ、国道２１号の整備 
・活発な産業活動や交流拡大につながる幹線道路として、完全６車線化等の整

備を促進します。 
②市道西部環状線の整備 

・南西部の地域生活拠点を連絡し、地域間を結ぶ道路として、整備を推進しま

す。 

③公共交通ネットワークの強化 新規 
・都市拠点と地域生活拠点、及び地域生活拠点間を結ぶ公共交通ネットワーク

の強化を図ります。 

④交通結節機能の整備・強化 
・土地区画整理事業と連携した横屋駅駅前広場の整備を推進します。 

 
水、緑づくり 

①河川環境の保全、親水空間の整備（散策路等） 
・水と緑のネットワークの主軸として、犀川等においては自然とのふれあいや

環境学習の場として活用できるよう、河川改修とあわせて親水空間を整備す

るとともに、地元自治会と連携した河川清掃等の美化活動、回遊路の適切な

維持管理を図ります。 

②農地の保全 新規 
・水田など優良農地を保全、活用します。 

③耕作放棄地への指導 新規 
・耕作放棄地については、所有者への指導等を行い、耕作が困難な場合は担い手

への集積を促進します。 

 
市街地づくり 
①計画的な市街地整備（土地区画整理事業等） 

・まとまった低未利用地の計画的な活用により、都市基盤（道路、公園等）が

整備された、良好な住宅地の形成を図ります。 
②土地利用の規制、誘導（横屋駅～国道２１号沿道周辺地区等） 新規 

・適正、合理的な土地利用による産業集積と良好な住環境の保全との両立を図

るため、地区計画制度等の活用による、きめ細かな土地利用の規制、誘導を図

ります。 
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③市街化区域への編入検討（ＪＲ東海道本線南側） 

・国道２１号や市道西部環状線、横屋駅などの地理的条件を活かし、適正、合

理的な土地利用と良好な市街地環境の形成を図るため、市街化区域への編入

を検討します。 

 ④地域生活拠点の形成（横屋駅～国道２１号沿道周辺地区） 
・ＪＲ東海道本線北側の既成市街地では、土地区画整理事業の施行により、道

路、公園等の都市基盤整備を促進します。 

・ＪＲ東海道本線南側では、新市街地の整備に向けた土地利用を推進します。 

 
都市環境づくり 

①河川整備 
・第三次新五流域総合治水対策プランに基づき、犀川等の河川改修や維持管理

を促進します。 
②地域の不燃化、耐震化 新規 

・巨大地震に対する危険性が高い木造住宅密集地を中心として、不燃化として

機能する公共施設の整備を推進します。また、住宅その他民間建築物の耐震

化を促進、支援します。 

③小簾紅園の保全、活用 
・歴史的な街並みや祭り等の伝統文化を保全するとともに、観光、交流空間とし

ての活用方法を検討します。 
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図 地域構造及び重点施策図（南地域） 

※全体構想編 第５章 分野別都市づくり計画（Ｐ６１～８５）の施策体系を参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

＜地域における基本的な施策＞  

地域間を結ぶ道路の整備 緑豊かな住環境の保全、創出 防犯環境の整備、促進 

生活道路の整備 下水道の整備 公共空間の景観整備 

歩行環境の整備 合併浄化槽の設置 景観に配慮した民間開発の誘導 

自転車走行環境の整備 集落の整備 低炭素な建築物の整備、誘導 

美しく機能的な道路空間の整備 既存ストックの活用 環境負荷の少ない都市構造の構築 

拠点的な公園の整備 災害に強い都市基盤の整備  

身近な公園の整備 防災情報の整備、活用  

岐阜南部横断ハイウェイ、 
国道２１号の整備 

市道西部環状線の整備 

土地利用の規制、誘導 

小簾紅園の保全、活用 

河川環境の保全、 
親水空間の整備 

河川整備 

河川整備 

計画的な市街地整備 

市街化区域への編入検討 

交通結節機能の整備・強化 

耕作放棄地への指導 

公共交通 
ネットワークの強化 

地域の不燃化、耐震化 

河川環境の保全、 
親水空間の整備 

農地の保全 

地域生活拠点の形成 
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第１２章 中地域のまちづくり構想 
 
 

１２－１ 地域づくりの前提条件 
１．地域の特徴                                     

〈地域の概況〉 
 ・市北部に位置し、重里、美江寺、

十七条及び十八条地区が該当しま

す。 

・犀川と五六川に挟まれた位置にあ

ります。 

・南北に樽見鉄道が通っており、美

江寺駅が位置しています。 

・主要な道路としては、主要地方道

岐阜巣南大野線（バイパス含む）、

一般県道曽井中島美江寺大垣線、

一般県道美江寺西結線が通って

います。また、東海環状自動車道 

 大野神戸ＩＣにアクセスする主要地方道岐阜巣南大野線バイパスの整備が進

んでいます。 

・バスは、みずほバス（本田七崎線、馬場十七条線）が通っています。 

 

〈面積及び人口〉 

 
 
 
 
 
 
 
 

・令和２年の人口は、３，１６８人

（市全体の５．６％）で、平成２

７年～令和２年の人口増減は、１

０２人の減（３．１％減少）と、

市平均増加率（３．７％）より増

加率が低い地域です。 

・令和２年の高齢者数は、１，０８

４人（市全体の８．９％）で、高

齢化率は３４．２％と、市平均（２

１．５％）より高い地域です。 

11.9%

15.6%

53.9%

62.9%

34.2%

21.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中地域

市全体

年少人口

（0～14歳）

生産年齢人口

（15～64歳）

老年人口

（65歳以上）

H27 R2 増減数 増減率
中地域 3,270 3,168 -102 -3.1%
市全体 54,354 56,388 2,034 3.7%

図 地域の位置 

図 年齢層別人口の割合（国勢調査） 

表 人口増減（都市計画基礎調査） 
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 ・令和２年の世帯数は、１，０８１世帯（市全体の４．８％）で、世帯人員は２．

９人／世帯と、市平均（２．５人／世帯）より多くなっています。 

・面積は約３７４ｈａで、ほぼ全域が準都市計画区域に指定されています。 

 

〈土地利用等の現況〉 
 ・犀川と樽見鉄道の間にまとまった集落地が形成され、その周囲に柿畑などの果

樹園や花き農地が広がり、樽見鉄道の東側には田園地帯がみられる等、自然的

土地利用が約６１％を占める中、南部には工業導入地域として大規模な工場や

運輸倉庫施設が集積し、商業施設は集落地内に点在しています。 

・田が全体の約２８％を占め最も多く、次いで畑が約２７％と多くなっています。 

・平成２９年から令和４年にかけて田畑を合わせて約３％減少しています。 

 

 
図 土地利用現況（都市計画基礎調査） 

  

28.7%

28.0%

28.9%

26.8%

4.8%

6.5%

12.2%

12.5%

1.0%

1.0%

7.1%

7.3%

17.3%

17.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成

２９年

令和

４年

田 畑 その他自然的土地利用

住宅用地 商業用地 工業用地

その他都市的土地利用
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〈都市施設等の現況〉 

 
 
 
 
 

・公園としては、犀川河川公園が整備されています。 

・下水道は未整備で、公共関連特定環境保全公共下水道による整備が計画されて

います。 

・主な公共施設としては、中小学校、中ふれあい広場が位置しています。 
・一部に狭あい道路や木造住宅が密集した地区があります。 
・多くの河川が流れ、良好な自然環境、親水環境を有しています。 
・美江寺宿など、歴史を感じさせる史跡を有しています。 

 

〈市民の意向〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・定住意向は約８７％で、定住したい理由では「住み慣れていて愛着がある」の

ほか、「災害が少なく安全である」、「自然環境が良い」という意見が多くなって

います。 
・施策に対する現状の満足度・今後の重要度として、農業に関する現状の満足度

が低く、今後の重要度が高くなっています。 
・普段の主な買物先として、市内の店舗（ＪＲ穂積駅周辺、犀川周辺を除く）と

する回答が最も多くなっています。 
・普段利用する主な通院先として、市内とする回答が最も多くなっています。 
・「施設や機能を集約し、効率的に維持管理」に対して賛同する意向は約４１％

であり、７地域中で２番目に低くなっています。 
・「中心部以外の施設や機能の見直しによる維持管理」に対して賛同する意向は

約７７％であり、７地域中で２番目に低くなっています（生津小学校区、西小

学校区と同程度）。 
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２．地域づくりの主要課題                               
 個別分野 主要課題 

都市機能 

・人口減少による日常生活への影響（生活関連サービスの撤退等）
を見据えた計画的な対応 

・食料生産地としての役割や、防災・景観形成等の多面的機能の維
持を考慮した、農地の計画的保全 

土地利用 

・美江寺駅周辺地区における生活に身近な商業、サービス、医療、
福祉施設等の維持、誘導、集積、交通結節点としての機能強化 

・都市活力の向上に向けた商工業系の土地利用の充実 
・地域の実情を踏まえた土地利用規制等の運用、見直し 
・柿畑などの果樹園や花き生産農地、水田等の計画的な保全、整備

による農業の振興 

都市施設 

・都市間、拠点間をつなぐ利便性の高い幹線道路ネットワークの形

成 
・河川の自然、親水環境の保全、活用（公園、散策路等）、治水対策

の推進 

都市環境 
その他 

・巨大地震や集中豪雨による甚大な被害に備えた、減災を考慮した
都市づくり 

・美江寺宿など、中山道の往時をしのばせる集落環境（街並み）の
保全、活用 

 
 

１２－２ 地域づくりの方針 

 
 
 
 
 
 
 
  

農業振興と住環境、操業環境の充実とともに、 

歴史、文化、芸術の活用による個性豊かな地域づくり 

◆道路、下水道等の生活基盤の整備により良好な住環境の形成を図るとともに、美江

寺駅周辺地区や幹線道路沿道では、生活に身近な商業、サービス、医療、福祉施設

等の集積を促進し、生活利便性の向上を図ります。 

◆農地の保全による農業の振興を図るとともに、一団の工業地における操業環境の拡

大に向けた土地利用を検討します。 

◆美江寺宿をはじめとする歴史的景観や地域資源の保全、活用を図り、観光、文化、

芸術等の交流機能の強化を通じて、地域の活性化を図ります。 
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この地域づくりの方針を実現するための「地域構造」及び都市計画の視点に基づいた「地

域における重点施策」を整理しました。 
 

〈地域構造〉 
分野 内容 

土地利用 

工業地 地域北東部、中東部、南東部 

土地利用検討区域 地域南東部 

沿道複合地 
（主）岐阜巣南大野線沿道、（主）岐
阜巣南大野線バイパス沿道 

農地、集落地 上記以外 

自然環境地 犀川等 

道路、
交通 

幹線道路 
（主）岐阜巣南大野線、（主）岐阜巣南大野線バイパス、（一）曽
井中島美江寺大垣線、（一）美江寺西結線 

公共交通 
鉄道 樽見鉄道（美江寺駅） 

バス 
みずほバス（本田七崎線、馬場十七条
線） 

拠点 

地域を代表する 
拠点 

地域生活拠点 美江寺駅周辺地区 

健康づくり拠点、市民交流拠点 中ふれあい広場 

歴史、文化交流拠点 美江寺宿、重里めぐみ地蔵 

地域の暮らしに
密着した拠点 

身近な防災拠点 中小学校等 

身近な健康、交流拠点 中ふれあい広場等 

身近な歴史、文化拠点 美江寺宿、重里めぐみ地蔵 

身近な自然、交流拠点 美江寺宿の桜 
 
 

美江寺駅 

 

犀川 

 

美江寺宿 

岐阜巣南大野線バイパス  

 

美江寺宿の桜 

 

工業導入地域 
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〈地域における重点施策〉 
※本プランで新たに位置付けた重点施策には新規と表示しています。 

 道路、交通づくり 

①主要地方道岐阜巣南大野線バイパスの整備 
・東海環状自動車道大野神戸ＩＣへのアクセスを確保し、活発な産業活動や交

流拡大につながる幹線道路として、整備を促進します。 
②公共交通ネットワークの強化 新規 

・都市拠点と地域生活拠点、及び地域生活拠点間を結ぶ公共交通ネットワーク

の強化を図ります。 

 
水、緑づくり 
①河川環境の保全、親水空間の整備（散策路等） 

・水と緑のネットワークの主軸として、犀川等においては自然とのふれあいや

環境学習の場として活用できるよう、河川改修とあわせて親水空間を整備す

るとともに、地元自治会と連携した河川清掃等の美化活動、回遊路の適切な

維持管理を図ります。 

②農地の保全 
・果樹園、花き生産農地、水田など優良農地を保全、活用します。 

③耕作放棄地への指導 新規 
・耕作放棄地については、所有者への指導等を行い、耕作が困難な場合は担い手

への集積を促進します。 

 

市街地づくり 
①土地利用のルール、利活用の検討（特定用途制限地域、工業導入地域等） 

・無秩序な宅地開発を抑制するとともに、良好な住環境、営農環境と調和した

適正かつ合理的な土地利用を誘導します。 

②適正な土地利用の検討 新規 
・一般県道美江寺西結線の沿線における土地利用検討区域は、交通利便性の高

い地域であることから、既存工業地の拡大に向けた適正な土地利用を検討し

ます。 

③交流拠点づくり 新規 
・中山道・美江寺宿一帯の歴史資源を活用した交流拠点づくりを検討します。 

④地域生活拠点の形成（美江寺駅周辺地区） 
・生活利便施設の維持、集積、交通結節機能の向上等、地域住民の日常生活の利

便性を向上させる拠点の形成を図ります。 
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 都市環境づくり 

 ①河川整備 
・第三次新五流域総合治水対策プランに基づき、犀川等の河川改修や維持管理

を促進します。 

②地域の不燃化、耐震化 新規 
・巨大地震に対する危険性が高い木造住宅密集地を中心として、不燃化として

機能する公共施設の整備を推進します。また、住宅その他民間建築物の耐震

化を促進、支援します。 
 ③美江寺宿の保全、活用 

・歴史的な街並みや祭り等の伝統文化・芸術を保全するとともに、観光、文化・

芸術等の交流空間としての活用方法を検討します。 
  



 

- 136 - 

図 地域構造及び重点施策図（中地域） 

※全体構想編 第５章 分野別都市づくり計画（Ｐ６１～８５）の施策体系を参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

＜地域における基本的な施策＞  

地域間を結ぶ道路の整備 身近な公園の整備 防災情報の整備、活用 

生活道路の整備 緑豊かな住環境の保全、創出 防犯環境の整備、促進 

歩行環境の整備 下水道の整備 公共空間の景観整備 

自転車走行環境の整備 合併浄化槽の設置 景観に配慮した民間開発の誘導 

美しく機能的な道路空間の整備 集落の整備 低炭素な建築物の整備、誘導 

交通結節点の整備 既存ストックの活用 環境負荷の少ない都市構造の構築 

拠点的な公園の整備 災害に強い都市基盤の整備  

主要地方道岐阜巣南大野線 
バイパスの整備 

美江寺宿の 
保全、活用 

河川環境の保全、 
親水空間の整備 

土地利用のルール、 
利活用の検討 

河川整備 

地域生活拠点の形成 

耕作放棄地への指導 

農地の保全 

公共交通 
ネットワークの強化 

適正な土地利用の検討 

地域の不燃化、耐震化 

交流拠点づくり 
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第１３章 西地域のまちづくり構想 
 
 

１３－１ 地域づくりの前提条件 
１．地域の特徴                                     

〈地域の概況〉 
 ・市北西部に位置し、七崎、居倉、

森、田之上、唐栗、宮田及び大月

地区が該当します。 

・根尾川、揖斐川と犀川に挟まれた

位置にあり、中部には長護寺川が

流れています。 

・鉄道はなく、主要な道路としては、

主要地方道岐阜巣南大野線、一般

県道曽井中島美江寺大垣線、一般

県道田之上屋井線が通っていま

す。また、地域の北端では東海環

状自動車道が整備されており、大 

 野神戸ＩＣにアクセスする主要地方道岐阜巣南大野線バイパスの計画、整備が

進んでいます。 

・バスは、みずほバス（本田七崎線、十九条古橋線）が通っています。 

 

〈面積及び人口〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・令和２年の人口は、3，９８８人

（市全体の７．１％）で、平成２

７年～令和２年の人口増減は、２

１４人の減（５．１％減少）と、

市平均増加率（３．７％）より増

加率が低い地域です。 

・令和２年の高齢者数は、１，０１

５人（市全体の８．４％）で、高

齢化率は２５．５％と、市平均（２

１．５％）より高い地域です。 

図 地域の位置 

H27 R2 増減数 増減率
西地域 4,202 3,988 -214 -5.1%
市全体 54,354 56,388 2,034 3.7%

表 人口増減（都市計画基礎調査） 

12.9%

15.6%

61.7%

62.9%

25.5%

21.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西地域

市全体

年少人口

（0～14歳）

生産年齢人口

（15～64歳）

老年人口

（65歳以上）

図 年齢層別人口の割合（国勢調査） 
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 ・令和２年の世帯数は、１，４１６世帯（市全体の６．３％）で、世帯人員は２．

８人／世帯と、市平均（２．５人／世帯）より多くなっています。 

・面積は約４６３ｈａで、ほぼ全域が準都市計画区域に指定されています。 

 

〈土地利用等の現況〉 
 ・富有柿の発祥の地として柿畑などの果樹園や花き農地が広がり、自然的土地利

用が約６５％を占める田園地帯を主体に集落地が点在し、主要地方道岐阜巣南

大野線と一般県道曽井中島美江寺大垣線の交差部周辺に商業施設が集積すると

ともに、工場が点在しています。 

・田が全体の約３２％を占め最も多く、次いで畑が約１７％と多くなっています。 

・平成２９年から令和４年にかけて畑が約２％減少しています。 

 

 
図 土地利用現況（都市計画基礎調査） 

  

31.1%

31.6%

19.3%

17.1%

15.3%

16.2%

12.0%

12.3%

1.6%

1.8%

2.3%

2.0%

18.4%

19.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成

２９年

令和

４年

田 畑 その他自然的土地利用

住宅用地 商業用地 工業用地

その他都市的土地利用
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〈都市施設等の現況〉 

 
 
 
 
 
 

・都市計画道路は、１路線の整備が完了しています。公園としては、根尾川河川

公園などが整備されています。 

・下水道は、特定環境保全公共下水道が整備されています。 

・主な公共施設としては、巣南庁舎、巣南公民館、老人福祉センター、図書館分

館、中山道大月多目的広場等、多数の施設が位置し、市西部の拠点としての機

能を有しています。そのほか、西小学校、西ふれあい広場が位置しています。 
・一部に狭あい道路や木造住宅が密集した地区があります。 
・多くの河川が流れ、良好な自然環境、親水環境を有しています。 
・伊久良河宮跡など、歴史を感じさせる史跡を有しています。 

 

〈市民の意向〉 

 
 
 
 
 
 

・定住意向は約９１％で、定住したい理由では「住み慣れていて愛着がある」の

ほか、「買物や通院が便利」という意見が多くなっています。 
・施策に対する現状の満足度・今後の重要度として、上水道・下水道に関する現

状の満足度が高くなっていますが、交通基盤に関しては現状の満足度が低く、

今後の重要度が高くなっています。 
・普段の主な買物先として、北側に隣接する本巣市とする回答が約４４％と最も

多くなっています。 
・普段利用する主な通院先として、市内とする回答が最も多くなっていますが、

他地域と比較するとその割合は低くなっています。 
・「利便性の高い公共交通体系の整備」に対して賛同する意向は約９０％であり、

７地域中で最も高くなっています（生津小学校区と同程度）。 
・「中心部以外の施設や機能の見直しによる維持管理」に対して賛同する意向は

約８５％であり、７地域中で最も高くなっています。 
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２．地域づくりの主要課題                               
 個別分野 主要課題 

都市機能 

・人口減少による日常生活への影響（生活関連サービスの撤退等）
を見据えた計画的な対応 

・食料生産地としての役割や、防災・景観形成等の多面的機能の維
持を考慮した、農地の計画的保全 

土地利用 

・美江寺駅周辺地区における生活に身近な商業、サービス、医療、
福祉施設等の維持、誘導、集積、交通結節点としての機能強化 

・都市活力の向上に向けた商工業系の土地利用の充実 
・地域の実情を踏まえた土地利用規制等の運用、見直し 
・柿畑などの果樹園や花き生産農地、水田等の計画的な保全、整備

による農業の振興 

都市施設 

・都市間、拠点間をつなぐ利便性の高い幹線道路ネットワークの形

成 
・河川の自然、親水環境の保全、活用（公園、散策路等）、治水対策

の推進 

都市環境 
その他 

・巨大地震や集中豪雨による甚大な被害に備えた、減災を考慮した
都市づくり 

・伊久良河宮跡や富有柿発祥の地としての歴史的資源の保全、活用 
 
 

１３－２ 地域づくりの方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

交通利便性を活かした産業集積、都市機能の強化と、 

特色ある農村環境、自然環境と共生した活力ある地域づくり 

◆東海環状自動車道大野神戸ＩＣへの近接性や、アクセス道路である主要地方道岐阜

巣南大野線バイパスの整備により向上する交通利便性を活かし、産業の集積を図り

ます。 

◆揖斐川、根尾川、犀川等の河川がもたらす自然環境、柿畑などの果樹園や花き農地、

水田等の農村風景、伊久良河宮跡などの歴史資源等を保全、活用し、地域の魅力向

上を図ります。 

◆美江寺駅周辺地区や幹線道路沿道では、生活に身近な商業、サービス、医療、福祉

施設等の集積を促進し、生活利便性の向上を図ります。 
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この地域づくりの方針を実現するための「地域構造」及び都市計画の視点に基づいた「地

域における重点施策」を整理しました。 
 

〈地域構造〉 
分野 内容 

土地利用 

工業地 地域中部、南部 

土地利用検討区域 地域北部 

沿道複合地 （主）岐阜巣南大野線バイパス沿道 

農地、集落地 上記以外 

自然環境地 揖斐川等 

道路、
交通 

幹線道路 （主）岐阜巣南大野線バイパス、（一）曽井中島美江寺大垣線 

公共交通 バス 
みずほバス（本田七崎線、十九条古橋
線） 

拠点 

地域を代表する 
拠点 

地域生活拠点 美江寺駅周辺地区 

健康づくり拠点、市民交流拠点 
西ふれあい広場、中山道大月多目的広
場 

歴史、文化交流拠点 伊久良河宮跡 

主要な防災活動拠点 巣南庁舎 

地域の暮らしに
密着した拠点 

身近な防災拠点 巣南公民館等 

身近な健康、交流拠点 西ふれあい広場等 

身近な歴史、文化拠点 図書館分館等 
 
 

巣南庁舎 

 

図書館分館 

 

長護寺川 

中山道大月多目的広場 

 

伊久良河宮跡  

 

東海環状自動車道 
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〈地域における重点施策〉 
※本プランで新たに位置付けた重点施策には新規と表示しています。 

 道路、交通づくり 

①主要地方道岐阜巣南大野線バイパスの整備 
・東海環状自動車道大野神戸ＩＣへのアクセスを確保し、活発な産業活動や交

流拡大につながる幹線道路として、整備を促進します。 
②一般県道田之上屋井線の歩道の整備 新規 

・歩行者の安全な通行環境の確保を図るため、整備を促進します。 

③公共交通ネットワークの強化 新規 
・都市拠点と地域生活拠点、及び地域生活拠点間を結ぶ公共交通ネットワーク

の強化を図ります。 

 
水、緑づくり 

①河川環境の保全、親水空間の整備（散策路等） 
・水と緑のネットワークの主軸として、犀川、長護寺川等においては自然とのふ

れあいや環境学習の場として活用できるよう、河川改修とあわせて親水空間

を整備するとともに、地元自治会と連携した河川清掃等の美化活動、回遊路の

適切な維持管理を図ります。 

②農地の保全 
・果樹園、花き生産農地、水田など優良農地を保全、活用します。 

③耕作放棄地への指導 新規 
・耕作放棄地については、所有者への指導等を行い、耕作が困難な場合は担い手

への集積を促進します。 

 
 市街地づくり 

①土地利用のルール、利活用の検討（特定用途制限地域、工業導入地域等） 
・無秩序な宅地開発を抑制するとともに、良好な住環境、営農環境と調和した適

正かつ合理的な土地利用を誘導します。 
②適正な土地利用の検討 新規 

・主要地方道岐阜巣南大野線バイパスの周辺における土地利用検討区域は、大

野神戸ＩＣへの近接性があることから、新たな産業の土地利用を検討しま

す。 
 ③交流拠点づくり 新規 

・中山道大月多目的広場を「いつでも誰でも利用できる広場」として位置づけ、

活用します。また、中山道・美江寺宿一帯の歴史資源を活用した交流拠点づ

くりを検討します。 
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 ④地域生活拠点の形成（美江寺駅周辺地区） 

・生活利便施設の維持、集積、交通結節機能の向上等、地域住民の日常生活の利

便性を向上させる拠点の形成を図ります。 

 

都市環境づくり 
①河川整備 

・第三次新五流域総合治水対策プランに基づき、犀川、長護寺川等の河川改修や

維持管理を促進します。 

②地域の不燃化、耐震化 新規 
・巨大地震に対する危険性が高い木造住宅密集地を中心として、不燃化として

機能する公共施設の整備を推進します。また、住宅その他民間建築物の耐震

化を促進、支援します。 
③伊久良河宮跡、富有柿の母木等の保全、活用 

・歴史的資源として保全し、観光、交流空間としての活用方法を検討します。 
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図 地域構造及び重点施策図（西地域） 

※全体構想編 第５章 分野別都市づくり計画（Ｐ６１～８５）の施策体系を参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

＜地域における基本的な施策＞ 

地域間を結ぶ道路の整備 

生活道路の整備 

歩行環境の整備 

自転車走行環境の整備 
美しく機能的な道路空間の整備 

交通結節点の整備 

拠点的な公園の整備 

身近な公園の整備 

緑豊かな住環境の保全、創出 

下水道の整備 

合併浄化槽の設置 
集落の整備 
既存ストックの活用 

災害に強い都市基盤の整備 

防災情報の整備、活用 

防犯環境の整備、促進 

公共空間の景観整備 

景観に配慮した民間開発の誘導 

低炭素な建築物の整備、誘導 

環境負荷の少ない都市構造の構築 

土地利用のルール、 
利活用の検討 

河川整備 

農地の保全 
耕作放棄地への指導 

河川環境の保全、 
親水空間の整備 

地域生活拠点の形成 

主要地方道岐阜巣南大野線
バイパスの整備 

適正な土地利用の検討 

交流拠点づくり 

公共交通 
ネットワークの強化 

地域の不燃化、耐震化 

伊久良河宮跡、富有柿の
母木等の保全、活用 

河川環境の保全、 
親水空間の整備 

河川整備 

一般県道田之上屋井線 
の歩道の整備 
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■巻末資料 
都市計画マスタープランの検証 

 

表 施策の変遷状況（全体構想） 

前プラン 
追加した 
施策数 

２分割した 
施策数 

新プラン 

分野 
施策数 

分野 施策数  未実施 継続中 

土地利用構想 １７ ０ １７ １ ０ 土地利用構想 １８ 

道路、交通づくりの 
方針 

１５ ０ １５ ５ ０ 
道路、交通づくりの 
方針 

２０ 

幹線道路の整備 ６ ０ ６ ２ ０ 幹線道路の整備 ８ 

安全、快適な 
道づくり 

５ ０ ５ １ ０ 
安全、快適な 
道づくり 

６ 

公共交通の充実 ４ ０ ４ ２ ０ 公共交通の充実 ６ 

水、緑づくりの方針 １９ ０ １９ ４ ０ 水、緑づくりの方針 ２３ 

公園の整備 ６ ０ ６ ２ ０ 公園の整備 ８ 

緑豊かで潤いのある 
空間づくり 

１０ ０ １０ ０ ０ 
緑豊かで潤いのある 
空間づくり 

１０ 

公共用水域の保全 ３ ０ ３ ２ ０ 公共用水域の保全 ５ 

市街地づくりの方針 ２０ １ １９ ２ ０ 市街地づくりの方針 ２２ 

都市基盤の整備 ５ ０ ５ ０ ０ 都市基盤の整備 ５ 

適正、合理的な 
土地利用 

６ ０ ６ ２ ０ 
適正、合理的な 
土地利用 

８ 

拠点地区の整備 ９ １ ８ ０ ０ 拠点地区の整備 ９ 

都市環境づくりの方針 ２４ １ ２３ ３ １ 都市環境づくりの方針 ２８ 

防災性の向上 １３ ０ １３ ２ １ 
防災性、防犯性の 
向上 

１６ 

良好な景観の形成 ６ １ ５ ０ ０ 良好な景観の形成 ６ 

地球環境の保全 ５ ０ ５ １ ０ 地球環境の保全 ６ 

合計 ９５ ２ ９３ １５ １ 合計 １１１ 
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表 施策の変遷状況一覧（土地利用構想） 

前プラン 新プラン 

土地利用区分 方針 着手状況 土地利用区分 方針 

①住宅地（街
なか居住） 

都心部の利便性の高い住宅地
として、低層の戸建て住宅から
中高層の集合住宅までの多様
な住宅と、生活利便施設や業務
施設等とが調和しながら立地
する土地利用を図ります。 

継続中 
①住宅地（街
なか居住） 

都心部の利便性の高い住宅地
として、低層の戸建て住宅から
中高層の集合住宅までの多様
な住宅と、生活利便施設や業務
施設等とが調和しながら立地
する土地利用を図ります。 

②住宅地（周
辺、郊外居住） 

低層の戸建て住宅や低・中層の
集合住宅を中心としながら、生
活利便施設もある程度立地す
る、快適性と利便性を備えた良
好な住宅地としての利用を図
ります。 

継続中 
②住宅地（周
辺、郊外居住） 

低層の戸建て住宅や低・中層の
集合住宅を中心としながら、生
活利便施設もある程度立地す
る、快適性と利便性を備えた良
好な住宅地としての利用を図
ります。 

②住宅地（周
辺、郊外居住） 

地域生活拠点として位置づけ
られる地区や、これに連絡する
幹線道路の沿道では、生活利便
施設が集積する、周辺地域住民
の日常生活を支える土地利用
を図ります。 

継続中 
②住宅地（周
辺、郊外居住） 

地域生活拠点や、これに連絡す
る幹線道路の沿道では、生活利
便施設が集積する、周辺地域住
民の日常生活を支える土地利
用を図ります。 

②住宅地（周
辺、郊外居住） 

農地等による田園風景のある
地域に近接する地区では、農と
共生したゆとりある良好な住
宅地としての利用を図ります。 

継続中 
②住宅地（周
辺、郊外居住） 

農地等による田園風景のある
地域に近接する地区では、農と
共生したゆとりある良好な住
宅地としての利用を図ります。 

③商業地 

都市拠点として位置づけられ
る場所では、生活利便施設や業
務施設、中高層の集合住宅等の
多様な機能が集積、複合化す
る、利便性と魅力を備えた「ま
ちの顔」としてふさわしい土地
利用を図ります。 

継続中 ③商業地 

JＲ穂積駅周辺地区では、商業
施設、医療福祉施設、子育て支
援施設など、多様な施設の立地
を誘導し、「まちの顔」としてふ
さわしい土地利用を図ります。 

③商業地 

広域的な集客力を有するもの
を含む、生活利便施設を中心と
した土地利用を図ります。 

継続中 ③商業地 

犀川周辺地区では、広域的な集
客力を有するものを含む、生活
利便施設を中心とした土地利
用を図ります。 

④住工共存地 
住環境と操業環境の調和を目
的に、工場と住宅等が共存する
土地利用を維持します。 

継続中 ④住工共存地 
住環境と操業環境の調和を目
的に、工場と住宅等が共存する
土地利用を維持します。 

④住工共存地 

住宅が土地利用の主体となる
など、今後の土地利用動向に大
きな変化がみられる場合は、長
期的な視野のもと、土地利用の
あり方を検討します。 

継続中 ④住工共存地 

住宅が土地利用の主体となる
など、今後の土地利用動向に大
きな変化がみられる場合は、長
期的な視野のもと、土地利用の
あり方を検討します。 

⑤工業地 

幹線道路への近接性を活かし、
周辺環境との調和にも十分留
意しながら、工場や流通、業務
施設等を主体とした土地利用
を図ります。 

継続中 ⑤工業地 

幹線道路への近接性を活かし、
周辺環境との調和にも十分留
意しながら、工場や流通、業務
施設等を主体とした土地利用
を図ります。 

⑥沿道複合地 

広域的な幹線道路の沿道とい
う利便性を活かし、車利用に対
応したロードサイド型の商業
施設や、流通施設、業務施設等
が立地する、非住居系を基本と
した土地利用を図ります。 

継続中 ⑥沿道複合地 

市街化区域内においては、広域
的な幹線道路の沿道という利
便性を活かし、車利用に対応し
たロードサイド型の商業施設
や、業務施設等が立地する、非
住居系を基本とした土地利用
を図ります。 
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前プラン 新プラン 

土地利用区分 方針 着手状況 土地利用区分 方針 

⑥沿道複合地 

市街地外については、市街化調
整区域等の性格や、周辺の営農
環境との調和に十分留意しな
がら、地域資源を活用した６次
産業施設や、東海環状自動車道
（仮称）大野・神戸ＩＣ等への
近接性を活かした流通、業務施
設の立地をはじめ、地域の活性
化に寄与する適正かつ合理的
な土地利用を図ります。 

継続中 ⑥沿道複合地 

市街化区域外においては、市街
化調整区域等の性格や、周辺の
営農環境との調和に十分留意
しながら、地域資源を活用した
産業施設や、広域ネットワーク
を活かした流通、業務施設の立
地をはじめ、地域の活性化に寄
与する適正かつ合理的な土地
利用を図ります。 

⑦農地、集落
地 

良好な営農環境や景観等を支
える優良農地の保全を図りま
す。 

継続中 
⑦農地、集落
地 

良好な営農環境や景観等を支
える優良農地の保全を図りま
す。 

⑦農地、集落
地 

集落地については、周辺の営農
環境との調和に十分留意しな
がら、低層を基本とした良好な
住環境を保全する土地利用を
図ります。 

継続中 
⑦農地、集落
地 

集落地については、周辺の営農
環境との調和に十分留意しな
がら、低層を基本とした良好な
住環境を保全する土地利用を
図ります。 

⑦農地、集落
地 

地域生活拠点として位置づけ
られる地区では、生活利便施設
が多く立地する、周辺地域住民
の日常生活を支える土地利用
を図ります。 

継続中 
⑦農地、集落
地 

美江寺駅周辺地区では、生活利
便施設が多く立地する、周辺地
域住民の日常生活を支える土
地利用を図ります。 

⑦農地、集落
地 

周辺の営農環境との調和に十
分留意しながら、地域の活性化
に寄与する新たな産業（６次産
業等）の土地利用を検討しま
す。 

継続中 
⑦農地、集落
地 

周辺の営農環境との調和に十
分留意しながら、地域の活性化
に寄与する新たな産業の土地
利用を検討します。 

⑧自然環境地 
多様な生態系の生息域として、
自然環境の保全を図ります。 継続中 ⑧自然環境地 

多様な生態系の生息域として、
自然環境の保全を図ります。 

⑧自然環境地 

市民の憩い、環境教育、健康づ
くり等に寄与する場として、有
効活用を図ります。 

継続中 ⑧自然環境地 

市民の憩い、環境教育、健康づ
くり等に寄与する場として、有
効活用を図ります。 

－ － － ⑧自然環境地 

犀川遊水地一帯では、グリーン
インフラの多様な機能を活か
し、豊かな自然環境や歴史的資
源を保全するとともに、賑わい
や交流の場として活用を図り
ます。 
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表 施策の変遷状況一覧（道路、交通づくりの方針） 
前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

《幹線道路の
整備》 

①段階構成の明確な幹線道路
ネットワークの形成 

 《幹線道路の
整備》 

①段階構成の明確な幹線道路
ネットワークの形成 

  市内外多くの人が利用する幹
線的な道路については、「広域
幹線」、「主要幹線」、「幹線」、
「補助幹線」といった段階構
成に基づく区分を行い、それ
ぞれの役割や交通処理の状況
等に応じて、計画的に整備を
行います。 

継続中 

  市内外多くの人が利用する幹
線的な道路については、「広域
幹線」、「主要幹線」、「幹線」、
「補助幹線」といった段階構
成に基づく区分を行い、それ
ぞれの役割や交通処理の状況
等に応じて、計画的に整備を
行います。 

  具体的には、都市計画道路の
整備はほぼ完了しています
が、個別具体プランである
「瑞穂市道路網整備計画」に
基づき、また、当該計画の見
直しも適宜行いながら、道路
整備を着実に進めます。 

継続中 

  具体的には、都市計画道路の
整備はほぼ完了しています
が、個別具体プランである
「瑞穂市道路整備計画」に基
づき、また、当該計画の見直
しや通勤通学の利便性向上に
資する都市計画道路の見直し
検討等も適宜行いながら、道
路整備を着実に進めます。 

  ②都市間を結ぶ道路の整備    ②都市間を結ぶ道路の整備 

  「広域幹線道路」である東海
環状自動車道及び岐阜南部横
断ハイウェイについて、全線
の整備を促進します。 

継続中 

  広域幹線道路である東海環状
自動車道及び岐阜南部横断ハ
イウェイについて、全線の整
備を促進します。 

  「主要幹線道路」のうち、国
道２１号及び主要地方道岐阜
巣南大野線バイパスについ
て、概成、暫定供用区間や未
整備区間の整備を促進しま
す。また、市道西部環状線に
ついて、未整備区間の整備を
推進します。 

継続中 

  主要幹線道路のうち、国道２
１号及び主要地方道岐阜巣南
大野線バイパスについて、概
成、暫定供用区間や未整備区
間の整備を促進します。ま
た、市道西部環状線につい
て、未整備区間の整備を推進
します。 

  

－ － 

  主要地方道北方多度線につい
ては、歩道や交差点部の安全
性向上に向けた整備を促進し
ます。 

  ③地域間を結ぶ道路の整備    ③地域間を結ぶ道路の整備 

  「幹線道路」のうち、一般県
道美江寺西結線及び一般県道
穂積巣南線について、都市計
画決定された区間、概成、暫
定供用区間の整備を促進しま
す。 

継続中 

  幹線道路のうち、一般県道美
江寺西結線及び一般県道穂積
巣南線について、都市計画決
定された区間、概成、暫定供
用区間の整備を促進します。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

  路線数の多い「補助幹線道
路」については、狭あい区間
の多い主要地方道岐阜巣南大
野線をはじめ、整備優先度の
高い路線を中心に、概成、暫
定供用区間や未整備区間の整
備を促進または推進します。 

継続中 

  路線数の多い補助幹線道路に
ついては、狭あい区間の多い
主要地方道岐阜巣南大野線、
都市拠点へのアクセス道路
等、整備優先度の高い路線を
中心に、概成、暫定供用区間
や未整備区間の整備を促進ま
たは推進します。 

  

－ － 

  ＪＲ穂積駅周辺地区において
は、土地区画整理事業等によ
る市街地整備とあわせて、Ｊ
Ｒ穂積駅への円滑なアクセス
を確保するための骨格道路及
び駅前広場の整備を進めま
す。 

《安全、快適
な道づくり》 

①生活道路の整備  《安全、快適
な道づくり》 

①生活道路の整備 

市道を中心とした、幹線的な
道路に連絡する生活道路につ
いては、地元の要望に加え、
緊急性、必要性、整備効果、
実現性といった客観的な評価
基準に基づいて、各路線の整
備優先度を決定し、計画的に
整備を進めます。 

継続中 

市道を中心とした、幹線的な
道路に連絡する生活道路につ
いては、地元の要望に加え、
緊急性、必要性、整備効果、
実現性等の評価基準に基づい
て、各路線の整備優先度を決
定し、計画的に整備を進めま
す。 

  ②歩行環境の整備    ②歩行環境の整備 

  身近な日常生活圏の形成を目
指す駅周辺や、通学路、公共
公益施設周辺など、歩行者の
安全確保の重要性が高い場所
では、歩道やカラー舗装によ
る歩車分離、バリアフリー
（歩道の段差解消等）、自動車
の速度を低減するための狭さ
くの設置、街路灯の設置等を
進めます。 

継続中 

  身近な日常生活圏の形成を目
指す駅周辺や、通学路、公共
公益施設周辺など、歩行者の
安全確保の重要性が高い場所
では、歩道整備等による歩車
分離、歩行者通路のカラー舗
装、バリアフリー（歩道の段
差解消等）、ゾーン３０プラス
（最高速度３０キロ／時の区
域規制、自動車の速度を低減
するための狭さくの設置等）
の設定、街路灯の設置等を進
めます。 

  多様な交流の創出に向け、犀
川等の河川空間や、中山道等
の歴史、文化資源の保存、Ｐ
Ｒ施策との連携も図りなが
ら、連続性のある歩道等の整
備や、カラー舗装、誘導サイ
ン類の設置、休憩のできる憩
い空間や緑陰空間の整備な
ど、歩いて楽しい道づくりを
進めます。 

継続中 

  多様な交流の創出に向け、犀
川等の河川空間や、中山道等
の歴史、文化資源を活用しな
がら、連続性のある歩道等の
整備や、カラー舗装、誘導サ
イン類の設置、休憩のできる
憩い空間や緑陰空間の整備な
ど、歩いて楽しい道づくりを
進めます。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

  －     ③自転車走行環境の整備 

  

－ － 

  「岐阜県自転車活用推進計
画」における取組と連携し、
事故がなく安全に自転車が走
行できる通行空間の確保に取
り組みます。 

  ③美しく機能的な道路空間の
整備 

  
  ④美しく機能的な道路空間の

整備 

  多くの人が利用する幹線的な
道路を中心として、街路樹の
維持、管理や、市民の取り組
みによる緑化を図り、美しい
道路空間の保全、創出に努め
ます。 

継続中 

  多くの人が利用する幹線的な
道路を中心として、美しい道
路空間の保全、創出を目指
し、街路樹の適切な維持、管
理に努めるとともに、アダプ
トプログラムを活用し、市民
参加による緑化や道路空間の
保全活動を推進します。 

  東海環状自動車道（仮称）大
野・神戸 IC へのアクセス道路
や、市内の環状道路ネットワ
ークを構成する路線等では、
道路整備にあわせ、来訪者、
観光客の快適な滞在、回遊に
寄与する、誘導サインの設置
や観光案内サービス機能の整
備を図ります。 

継続中 

  東海環状自動車道大野神戸Ｉ
Ｃへのアクセス道路や、市内
の環状道路ネットワークを構
成する路線等では、道路整備
にあわせ、来訪者、観光客の
快適な滞在、回遊に寄与す
る、誘導サインの設置を進め
ます。 

《公共交通の
充実》 

①利便性の高い公共交通ネッ
トワークの形成   

《公共交通の
充実》 

①利用者ニーズに応じた公共
交通ネットワークの形成 

  交通事業者や周辺都市と連携
し、ＪＲ東海道本線や樽見鉄
道とバス等を一体的に捉えた
上で、輸送機能の維持、強化
や輸送サービスの維持、向上
に取り組んでいきます。 

継続中 

  交通事業者や周辺都市と連携
し、ＪＲ東海道本線や樽見鉄
道とバス等を一体的に捉えた
上で、輸送機能の維持、強化
や輸送サービスの維持、向上
に取り組んでいきます。 

  バス等の公共交通について
は、「公共交通グランドデザイ
ン」、地域公共交通の活性化及
び再生に関する法律に基づく
「地域公共交通網形成計画」
を策定のもと、ＪＲ穂積駅を
中心とした都市拠点、地域生
活拠点間のネットワーク形成
及び超高齢社会に対応するた
め、交通弱者対策を重視し
て、運行路線等を検討しま
す。 

継続中 

  公共交通については、地域公
共交通の活性化及び再生に関
する法律に基づく「地域公共
交通計画」を策定のもと、都
市拠点、地域生活拠点を中心
とした公共交通ネットワーク
の構築を進め、利便性の向上
を図ります。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

  

－ － 

  みずほバスについては、利用
状況や利用者の要望等を踏ま
え、適宜、路線や運行時刻の
改善に取り組むとともに、デ
ジタル技術を活用し、利便性
の向上を図ります。また、高
齢者や障がい者などの交通弱
者に対しては、みずほバス以
外の手法も含めた検討を行
い、サービスの充実に努めま
す。 

  ②交通結節点の整備     ②交通結節点の整備 

  ＪＲ穂積駅周辺地区では、ま
ちの顔づくりに係る土地利用
施策、市街地整備との連携に
も留意しながら、駅前広場
や、駅へのアクセス道路、駐
車場、駐輪場など、ＪＲ東海
道本線とバス、自家用車、自
転車との円滑な乗り継ぎに寄
与する環境の整備を検討しま
す。 

継続中 

  ＪＲ穂積駅周辺地区では、ま
ちの顔づくりに係る土地利用
施策、市街地整備との連携に
も留意しながら、駅前広場
や、駅へのアクセス道路、駐
車場、駐輪場など、ＪＲ東海
道本線とバス、自家用車、自
転車との円滑な乗り継ぎに寄
与する環境の整備を推進しま
す。また、駅へのアクセス道
路と生活道路との機能分担を
明確にし、スムーズな交通の
確保に努めます。 

  巣南庁舎周辺地区等の地域生
活拠点として位置づけられる
場所では、身近な生活拠点づ
くりに係る土地利用施策、市
街地整備との連携にも留意し
ながら、バス待合所や、駐輪
場、駅へのアクセス道路な
ど、バスと自転車または樽見
鉄道とバス、自転車の円滑な
乗り継ぎに寄与する環境の整
備を検討します。 

継続中 

  美江寺駅周辺地区等の地域生
活拠点では、身近な生活拠点
づくりに係る土地利用施策、
市街地整備との連携にも留意
しながら、バス待合所や、駐
輪場、駅へのアクセス道路な
ど、バスと自転車または樽見
鉄道とバス、自転車の円滑な
乗り継ぎに寄与する環境の整
備を検討します。 

  

－ － 

  横屋駅～国道２１号沿道周辺
地区では、土地区画整理事業
と連携した横屋駅駅前広場の
整備を推進します。 
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表 施策の変遷状況一覧（水、緑づくりの方針） 
前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

《公園の整
備》  

①拠点的な公園の整備   《公園の整
備》  

①拠点的な公園の整備 

市民の憩い、ふれあい、健康
づくり等を支える拠点的な公
園として、市内各所に中・大
規模な公園を配置し、計画的
に整備を推進します。 

継続中 

個別具体プランである「瑞穂
市緑の基本計画」に基づき、
市民の憩い、ふれあい、健康
づくり等を支える拠点的な公
園として、市内各所に中・大
規模な公園を配置し、計画的
に整備を推進します。 

  

－ － 

  都市拠点において、市民の日
常的な交流の場・憩いの場
や、イベント等による賑わい
の場となる、拠点的な公園の
整備を検討します。 

  馬場公園、生津スポーツ広
場、中ふれあい広場等の既存
公園については、機能の相互
補完や、防災機能の強化等を
検討します。 

継続中 

  馬場公園、生津スポーツ広
場、中ふれあい広場、中山道
大月多目的広場等の既存公園
等については、機能の相互補
完や、防災機能の強化等を検
討します 

  （仮称）天王川スポーツ公園
については、災害時における
主要な防災活動拠点の機能を
有し、スポーツ等の活動の場
として土地改良事業による基
盤整備とあわせて整備を推進
します。 

継続中 

  （仮称）天王川スポーツ公園
については、主要な防災活動
拠点の整備と連携して、整備
を推進します。 

  

－ － 

  犀川遊水地一帯のさい川さく
ら公園や犀川高水敷では、賑
わいや交流の場としての活用
を図るため、イベント会場や
バーベキュー、オートキャン
プ場等の施設整備を検討しま
す。 

  ②身近な公園の整備     ②身近な公園の整備 

  街区公園等の市民が身近に利
用できる公園については、地
域生活拠点として位置づけら
れる場所や、市街化区域内の
公園が不足している場所を中
心として、市街化区域内に残
存する低未利用地を活かし、
市街地整備との連携にも留意
しながら、計画的に整備、確
保を図ります。 

継続中 

  街区公園等の市民が身近に利
用できる公園については、個
別具体プランである「瑞穂市
緑の基本計画」に基づき、地
域生活拠点や、市街化区域内
の公園が不足している場所を
中心として、市街化区域内に
残存する低未利用地を活か
し、市街地整備との連携にも
留意しながら、計画的に整
備、確保を図ります。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

  既存公園については、施設の
老朽化等により住民のニーズ
に対応できなくなったものを
中心として、地域の特性に応
じた公園への再整備を図りま
す。 継続中 

  既存公園については、施設の
老朽化等により住民のニーズ
に対応できなくなったものを
中心として、地域の特性に応
じた公園への再整備を図りま
す。また、公園内のバリアフ
リー化やユニバーサルデザイ
ン化を行い、子育て世代や高
齢者、障がい者等すべての人
が使いやすい公園となるよ
う、質の向上を図ります。 

  市民に親しまれる公園づくり
や、施設の長寿命化等の観点
から、地元自治会に対して植
栽や清掃、遊具の安全点検を
委託するなど、市民参加によ
る公園の維持、管理を推進し
ます。 

継続中 

  市民に親しまれる公園づくり
の観点から、地元自治会やボ
ランティアなどによる公園の
清掃活動を継続するととも
に、公園愛護会の創設やアダ
プトプログラムの導入などを
検討し、市民参加による公園
の維持、管理を推進します。 

《緑豊かで潤
いのある空間
づくり》 
  

①親水空間の整備   《緑豊かで潤
いのある空間
づくり》 
  

①親水空間の整備 

犀川や五六川等における河川
改修、その他治水関連事業に
あわせ、自然と触れあい、環
境学習の場や、スポーツ等の
活動の場として活用できる親
水空間の整備を図ります。 

継続中 

犀川や五六川等における河川
改修、その他治水関連事業に
あわせ、自然と触れあい、環
境学習の場や、スポーツ等の
活動の場として活用できる親
水空間の整備を図ります。 

  親水空間の整備にあたって
は、河川が本来持つ生態系
（ハリヨなど）や、歴史ある
土木遺産である牛牧閘門など
や地域文化との調和に留意し
ます。特に、犀川遊水地一帯
では、優れた生態系の保全、
再生について、積極的に取り
組みます。 

継続中 

  親水空間の整備にあたって
は、河川が本来持つ生態系
（ハリヨなど）や、土木遺産
である五六閘門などの地域文
化との調和に留意します。特
に、犀川遊水地一帯では、優
れた生態系の保全、自然環境
の再生について、積極的に取
り組みます。 

  ②水と緑のネットワークの形
成 

  
  ②水と緑のネットワークの形

成 

  良好な景観や、生物多様性、
防災等を支える自然環境の保
全、創出を図るため、全市的
な水と緑のネットワーク（自
然環境が連続した空間）の形
成を目指します。 

継続中 

  良好な景観や、生物多様性、
防災等を支える自然環境の保
全、創出を図るため、個別具
体プランである「瑞穂市緑の
基本計画」に基づき、全市的
な水と緑のネットワーク（自
然環境が連続した空間）の形
成を目指します。 

  市内を流れる多くの一級河川
については、水と緑のネット
ワークの主軸として、河川改
修と連携した植生保全や、地
元自治会と連携した桜並木と
河川周辺緑地の適切な保存、
管理等を進めます。 

継続中 

  市内を流れる多くの一級河川
については、水と緑のネット
ワークの主軸として、河川改
修と連携した植生保全や、地
元自治会と連携した河川清掃
等の美化活動、回遊路の適切
な維持管理を進めます。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

  一級河川以外の場所では、幹
線道路での街路樹の植樹や、
緑の多い公園の整備、公園周
辺、道路沿道での民有地緑化
等を通じ、河川周辺緑地とも
連続した緑地空間の形成を図
ります。 

継続中 

  一級河川以外の場所では、幹
線道路での街路樹の植樹や、
緑の多い公園の整備、道路沿
道での民有地緑化等を通じ、
河川周辺緑地とも連続した緑
地空間の形成を図ります。 

  ③緑豊かな住環境の保全、創
出 

  
  ③緑豊かな住環境の保全、創

出 

  官公庁施設や教育施設など、
地域の緑の拠点となるべき公
共公益施設については、施設
整備にあわせた緑化や、緑地
の適切な維持、管理を推進し
ます。 

継続中 

  官公庁施設や教育施設など、
地域の緑の拠点となるべき公
共公益施設については、施設
整備にあわせた緑化や、緑地
の適切な維持、管理を推進し
ます。 

  民有地では、集落内の生垣や
屋敷林など、市民が身近に接
することのできる緑地の保全
や適切な維持、管理を促進し
ます。また、駅周辺等の多く
の人が集い利用する場所を中
心としながら、敷地緑化、建
築物緑化を促進します。 

継続中 

  民有地では、集落内の生垣や
屋敷林など、市民が身近に接
することのできる緑地の保全
や適切な維持、管理を促進し
ます。また、駅周辺等の多く
の人が集い利用する場所を中
心としながら、敷地緑化、建
築物緑化を促進します。 

  地域住民が主体となった積極
的で効果の高い緑地保全、緑
化活動に対しては、補助、助
成等の支援を検討します。 

継続中 

  地域住民が主体となった積極
的で効果の高い緑地保全、緑
化活動に対しては、補助、助
成等の支援を検討します。 

  良好な営農環境や景観、防災
等を支える農地については、
農業関連施策とも連携しなが
ら保全を図ります。 

継続中 

  良好な営農環境や景観、防災
等を支える農地については、
農業関連施策とも連携しなが
ら保全を図ります。 

  市街化区域内の低未利用地の
うち、農業振興地域内の耕作
放棄地等については、土との
触れあいや、環境学習と健康
づくりの場となる市民農園、
市民菜園としての有効活用を
検討します。 

継続中 

  耕作放棄地については、所有
者への指導等を行い、耕作が
困難な場合は担い手への集積
を促進します。 

《公共用水域
の保全》 
  

①下水道の整備   《公共用水域
の保全》 
  

①下水道の整備 

公共用水域の水質を保全し、
良好な住環境の形成を図るた
め、都市計画区域内では公共
下水道、準都市計画区域では
特定環境保全公共下水道によ
る整備を基本とし、市街化区
域と住居が密集していて下水
道による処理が効果的な地域
については、下水道による汚
水処理を推進します。 

継続中 

公共用水域の水質を保全し、
良好な住環境の形成を図るた
め、公共下水道による整備を
基本とし汚水処理を推進しま
す。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

  下水道整備については、都市
計画として公共下水道排水区
とその他施設が決定されてお
り、具体的には、個別具体プ
ランである「瑞穂市公共下水
道全体計画」に基づき、ま
た、当該計画の見直しも適宜
行いながら、着実に進めるこ
ととします。 

継続中 

  下水道整備については、都市
計画として公共下水道排水区
とその他施設が決定されてお
り、具体的には、個別具体プ
ランである「瑞穂市公共下水
道全体計画」に基づき、ま
た、当該計画の見直しも適宜
行いながら、着実に進めるこ
ととします。 

 

－ － 

 「岐阜県汚水処理事業広域
化・共同化計画」に基づき、
隣接市町の処理区への接続
や、処理施設の統廃合につい
て検討します。 

 

－ － 

 犀川周辺地区や横屋駅～国道
２１号沿道周辺地区などの市
街化区域への編入を検討する
地区については、編入にあわ
せて公共下水道の整備を検討
します。 

  －    ②合併浄化槽の設置 

  市街化区域外で住居が点在し
ているような地域では、合併
浄化槽の設置を促進します。 

継続中 

  公共下水道の計画区域外や、
公共下水道の計画区域であっ
ても下水道の整備が当面の間
見込まれない地域では、合併
浄化槽の設置を促進します。 
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表 施策の変遷状況一覧（市街地づくりの方針） 
前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

《都市基盤の
整備》 
  

①都市基盤未整備地区の整備   《都市基盤の
整備》 
  

①都市基盤未整備地区の整備 

低未利用地がまとまって残存
する場所では、道路、公園等
の都市基盤が不十分なまま市
街化が進まないよう、本田地
域等で土地区画整理事業の実
施や、良質な民間開発の誘導
等により市街地整備を図りま
す。 

継続中 

低未利用地がまとまって残存
する場所では、道路、公園等
の都市基盤が不十分なまま市
街化が進まないよう、土地区
画整理事業、道路拡幅事業等
の実施や、良質な民間開発の
誘導等により市街地整備を図
ります。 

  都市基盤が未整備であり、古
くからの市街地では、巨大地
震に対する危険性が高い木造
住宅密集地や、土地の高度利
用を図るべき拠点的な場所を
中心として、地区計画制度の
活用も検討しながら、狭あい
道路の解消、地区の骨格とな
る生活道路の整備、広場やオ
ープンスペースの確保など、
環境改善を図ります。 

継続中 

  都市基盤が未整備であり、古
くからの市街地では、巨大地
震に対する危険性が高い木造
住宅密集地や、土地の高度利
用を図るべき拠点的な場所を
中心として、地区計画制度の
活用も検討しながら、狭あい
道路の解消、地区の骨格とな
る生活道路の整備、広場やオ
ープンスペースの確保など、
環境改善を図ります。 

  ②都市基盤整備済地区（土地
区画整理済 等）の環境保全、
有効活用 

  
  ②都市基盤整備済地区（土地

区画整理済等）の環境保全、
有効活用 

  土地区画整理事業や民間開発
等により、都市基盤が十分に
整備された地区で、特に良好
な住環境の保全や土地の高度
利用を図る必要がある場合
は、地区計画制度を活用した
きめ細かな土地利用の誘導を
進めます。 

継続中 

  土地区画整理事業や民間開発
等により、都市基盤が十分に
整備された地区で、特に良好
な住環境の保全や土地の高度
利用を図る必要がある場合
は、地区計画制度を活用した
きめ細かな土地利用の誘導を
進めます。 

  高齢化や都市基盤の老朽化が
進行している地区では、道
路、公園等のリニューアル、
バリアフリー化や、空家、空
き地を活かした日常生活を支
援する機能の導入など、地区
の課題に応じた再生の取り組
みを支援、検討します。 

継続中 

  高齢化や都市基盤の老朽化が
進行している地区では、道路
の維持補修、公園等のリニュ
ーアル、バリアフリー化に努
めるとともに、空き家、空き
地を活かした日常生活を支援
する機能の導入など、地区の
課題に応じた再生の取組を支
援、検討します。 

  ③集落の整備     ③集落の整備 

  市街化調整区域と準都市計画
区域に分布する古くからの集
落では、農業関連施策との連
携や、中山道沿道の歴史的な
建造物、街並みの保全等に留
意しながら、集落の骨格とな
る生活道路や排水路等の整備
を図ります。 

継続中 

  市街化調整区域と準都市計画
区域に分布する古くからの集
落では、農業関連施策との連
携や、中山道沿道の歴史的な
建造物、街並みの保全等に留
意しながら、集落の骨格とな
る生活道路や排水路等の整備
を図ります。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

《適正、合理
的な土地利
用》 
  

①土地利用に係る制度の適切
な運用 

  
《適正、合理
的な土地利
用》 
  

①土地利用に係る制度の適切
な運用 

市街化区域の拡大は、原則、
抑制していきます。ただし、
犀川周辺地区や国道２１号沿
道周辺地区など、都市の活力
を維持し、持続的な発展を図
る上で重要な役割を担う場所
については、土地の有効、高
度利用と良好な市街地環境の
形成を図るべく、市街化区域
への編入を検討します。 

継続中 

市街化区域の拡大は、原則、
抑制していきます。ただし、
犀川周辺地区や横屋駅～国道
２１号沿道周辺地区など、都
市の活力を維持し、持続的な
発展を図る上で重要な役割を
担う場所については、適正、
合理的な土地利用と良好な市
街地環境の形成を図るべく、
市街化区域への編入を検討し
ます。 

  用途地域については、現在の
指定の維持を基本とします。
ただし、土地利用の現状や動
向、市街地開発事業の進展、
将来の人口の見通し等を踏ま
えつつ、土地利用構想で設定
した住宅地、商業地、工業地
等が適切に形成されるよう、
適宜、見直しを行います。 

継続中 

  用途地域については、現在の
指定の維持を基本とします。
ただし、土地利用の現状や動
向、市街地開発事業の進展、
将来の人口の見通し等を踏ま
えつつ、土地利用構想で設定
した住宅地、商業地、工業地
等が適切に形成されるよう、
適宜、見直しを行います。 

  準都市計画区域では、主要地
方道岐阜巣南大野線バイパス
の整備に伴う土地利用条件の
変化に留意し、無秩序な宅地
開発を抑制するとともに、良
好な住環境、営農環境と調和
した適正かつ合理的な土地利
用を誘導するため、土地利用
のルール（特定用途制限地域
等）の指定を検討します。ま
た、営農環境との調和に十分
留意しながら、地域の活性化
に寄与する新たな産業（６次
産業等）の土地利用を検討し
ます。 

継続中 

  準都市計画区域では、主要地
方道岐阜巣南大野線バイパス
の整備に伴う土地利用条件の
変化に留意し、無秩序な宅地
開発を抑制するとともに、良
好な住環境、営農環境と調和
した適正かつ合理的な土地利
用を誘導するため、都市計画
区域への編入も含めたあり方
や、土地利用のルール（特定
用途制限地域等）の指定等を
検討します。また、営農環境
との調和に十分留意しなが
ら、地域の活性化に寄与する
新たな産業の土地利用を検討
します。 

  

－ － 

  主要地方道北方多度線の沿
線、主要地方道岐阜巣南大野
線バイパスの周辺、一般県道
美江寺西結線の沿線における
土地利用検討区域は、安八ス
マートＩＣや大野神戸ＩＣと
の近接性があることから、新
たな産業の土地利用を検討し
ます。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

  拠点的な場所における土地の
高度利用や、既存住宅団地に
おける良好な住環境の保全、
市街化調整区域内の集落にお
ける地域コミュニティの維持
など、地区の課題や特性に応
じて、きめ細かに土地利用を
誘導するため、適宜、地区計
画制度の活用を図ります。 

継続中 

  拠点的な場所における土地の
高度利用や、既存住宅団地に
おける良好な住環境の保全、
市街化調整区域内の集落にお
ける地域コミュニティの維持
など、地区の課題や特性に応
じて、きめ細かに土地利用を
誘導するため、適宜、地区計
画制度の活用を図ります。 

  ②既存ストックの活用     ②既存ストックの活用 

  厳しい財政状況のなか、都市
経営コストを抑制しながら効
率的に土地利用を進めるた
め、これまでに整備された道
路、公園、公共公益施設等に
ついて、適切に維持、管理
し、長寿命化による有効活用
を図ります。 

継続中 

  厳しい財政状況のなか、都市
経営コストを抑制しながら効
率的に土地利用を進めるた
め、これまでに整備された道
路、公園、公共公益施設等に
ついて、施設の劣化や機能低
下を防ぐため定期的な点検・
診断等を実施するとともに、
その結果を踏まえた長寿命化
対策を推進します。また、民
間活力の導入により、効率的
な維持管理の実現や民間機能
併設での相乗効果等が見込ま
れる施設に関しては、ＰＰＰ
／ＰＦＩの手法についても検
討します。 

  

－ － 

  公共建築物に対しては、統廃
合等による総量の最適化や効
率的・効果的な機能の再編に
ついて検討を進めます。 

  良質な空家、空き店舗につい
ては、駅周辺での街なか居住
に寄与する子育て支援施設と
しての活用や、高齢化が進む
既存住宅団地における子育て
世帯の住み替え先としての活
用など、有効活用を進めるた
めの支援、誘導方策を検討し
ます。 

継続中 

  良質な空家等、空き店舗につ
いては、地域の特性に応じた
有効活用を進めるため、個別
具体プランである「瑞穂市空
家等対策計画」に基づき、空
家等に関する情報提供や、空
家等の利活用を促進する「空
家等活用促進区域」の指定等
を検討します。 

《拠点地区の
整備》 
  

①都市拠点（ＪＲ穂積駅周辺
地区）の整備 

  
《拠点地区の
整備》 
  

①都市拠点の整備 

民間活力や空家、空き地を活
かし、都市基盤の整備、改善
も図りながら、賑わい創出に
寄与する商業施設、交流施設
や、若い世帯の定住に寄与す
る子育て支援施設、定住人口
の受け皿となる中高層の集合
住宅など、まちの顔として不
足する都市機能の集積、複合
化を促進します。 

継続中 

憩いや賑わいのあるまちの顔
として、商業施設、業務施設
など、多様な施設の立地を促
進するとともに、低層の戸建
て住宅から中高層の集合住宅
までの多様な住宅環境の創出
を推進します。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

  高齢者をはじめ、誰もが快適
で便利に暮らし、訪れること
ができるよう、ＪＲ穂積駅を
中心とした交通結節機能の強
化や、多くの人が利用する公
共公益施設及びその周辺にお
けるバリアフリー化など、公
共空間の質の向上を図りま
す。 

継続中 

  子育て世代や高齢者、障がい
者を含め、誰もが快適で便利
に暮らし、訪れることができ
るよう、土地区画整理事業等
の基盤整備により、ＪＲ穂積
駅を中心とした交通結節機能
の強化や、多くの人が利用す
る公共公益施設及びその周辺
におけるバリアフリー化な
ど、公共空間の質の向上を図
ります。 

  ＪＲ穂積駅周辺地区の整備に
あたっては、市民、商工業関
係者、交通事業者等の参画に
より個別具体プランを策定
し、これに基づいて、土地利
用施策、公共交通施策、市街
地整備を一体的に推進しま
す。 

継続中 

  土地区画整理事業等の基盤整
備と連携し、土地利用施策、
公共交通施策、市街地整備を
一体的に推進します。また、
商業や医療、子育て支援など
の人が集い地域の活性化に寄
与する施設の誘致など、賑わ
いの創出に向けた取組を検討
します。 

  ②地域生活拠点（巣南庁舎周
辺地区 等）の整備   

  ②地域生活拠点の整備 

  巣南庁舎周辺地区等は、市民
の憩い、ふれあい、健康づく
り等を支える拠点的な市民交
流拠点を整備します。 継続中 

  美江寺駅周辺地区では、中山
道大月多目的広場を「いつで
も誰でも利用できる広場」と
して位置づけ、活用します。
また、中山道・美江寺宿一帯
の歴史資源を活用した交流拠
点づくりを検討します。 

  それぞれの地区の課題や特性
に応じ、都市基盤の整備、改
善や、交通結節機能の強化、
身近な生活拠点として不足す
る都市機能の集積等を進めま
す。 

継続中 

  それぞれの地区の課題や特性
に応じ、都市基盤の整備、改
善や、交通結節機能の強化、
身近な生活拠点として不足す
る都市機能の集積等を進めま
す。 

  朝日大学周辺地区等では、若
者が魅力を感じる住環境の整
備を推進します。 

継続中 

  朝日大学周辺地区等では、若
者が魅力を感じる住環境の整
備を推進します。 

  国道２１号沿道周辺地区につ
いては、恵まれた交通条件や
大規模な低未利用地を活かし
て、土地の高度利用を進める
ため、土地区画整理事業の実
施による、新市街地の整備を
検討します。 

継続中 

  横屋駅～国道２１号沿道周辺
地区については、恵まれた交
通条件を活かして、適正、合
理的な利用を進めるため、Ｊ
Ｒ東海道本線北側の既成市街
地では、土地区画整理事業の
施行により、道路、公園等の
都市基盤整備を促進します。
また、ＪＲ東海道本線南側で
は、新市街地の整備に向けた
土地利用を推進します。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

  ③学術研究拠点（朝日大学周
辺地区）の整備 

  
  ③学術研究拠点の整備 

  産学官の連携体制のもと、学
術研究機能の強化や、これと
の連携による超高齢化に対応
した健康、医療、福祉関連産
業等の機能集積に向けて地区
計画制度等の活用を図りま
す。 

継続中 

  産学官の連携体制のもと、学
術研究機能の強化や、これと
の連携による超高齢化に対応
した健康、医療、福祉関連産
業等の機能集積に向けて地区
計画制度等の活用を図りま
す。 

  地域生活拠点としての取り組
みとも連携しながら、大学と
ＪＲ穂積駅とを結ぶ道路を中
心として、安全な歩行環境の
整備や、良好な景観の形成、
賑わい創出や大学関係者の利
便に寄与する商業施設の立地
誘導等を進めます。 

未実施 

  地域生活拠点としての取組と
も連携しながら、大学とＪＲ
穂積駅とを結ぶ道路を中心と
して、安全な歩行環境の整備
や、良好な景観の形成、賑わ
い創出や大学関係者の利便に
寄与する商業施設等の立地誘
導を進めます。 
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表 施策の変遷状況一覧（都市環境づくりの方針） 
前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

《防災性の向
上》 
  

①災害に強い都市基盤の整備   《防災性、防
犯性の向上》 
  

①災害に強い都市基盤の整備 

大雨時における洪水被害を防
止するため、犀川や五六川で
の河川改修や、犀川遊水地事
業、牛牧排水機場の整備な
ど、犀川流域を中心とした治
水対策を進めます。 

継続中 

大雨時における洪水被害を防
止するため、犀川や五六川で
の河川改修や、犀川遊水地事
業など、犀川流域を中心とし
た治水対策を進めます。 

  地域の雨水排水能力を高め、
大雨時における内水被害を防
止するため、土地利用施策
（無秩序な農地開発の抑制）
との連携にも留意しながら、
下水道、雨水排水施設の整備
を推進します。 

継続中 

  地域の雨水排水能力を高め、
大雨時における内水被害を防
止するため、土地利用施策
（無秩序な農地開発の抑制）
との連携にも留意しながら、
下水道、雨水排水施設の整備
を推進します。 

  

－ － 

  地震や洪水などの自然災害に
備え、避難所や防災拠点とし
て機能する公共施設の整備を
推進します。さらに、非常用
電源や備蓄スペースの整備、
情報通信機能の確保など、災
害時に地域住民の安全と生活
を支える防災性の高い施設づ
くりを推進します。 

  被害が広範囲にわたるような
災害に対応し、救急搬送、物
資輸送の円滑化を図るため、
周辺都市を含めた広域的な視
点から、防災活動拠点となる
公共公益施設や公園、それら
をネットワークする幹線道路
の整備を進めます。 

継続中 

  被害が広範囲にわたるような
災害に対応し、救急搬送、物
資輸送の円滑化を図るため、
周辺都市を含めた広域的な視
点から、防災活動拠点となる
公共公益施設や公園、それら
をネットワークする幹線道路
の整備を進めます。 

  上記ネットワークについて、
具体的には、「岐阜県緊急輸送
道路ネットワーク整備計画」
に位置づけられている国道２
１号や主要地方道北方多度線
等の緊急輸送道路を主軸に、
主要地方道岐阜巣南大野線バ
イパスや市道西部環状線その
他の幹線道路によるネットワ
ークの形成に向けて、概成、
暫定供用、未整備区間の整備
や橋梁の耐震化を進めます。 

継続中 

  上記ネットワークについて、
具体的には、「岐阜県緊急輸送
道路ネットワーク整備計画」
に位置づけられている国道２
１号、主要地方道北方多度線
等の緊急輸送道路に接続する
市道や、避難所を結ぶ主要な
市道において、橋梁等の耐震
化を進めます。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

  災害発生時でも常に安定した
上、下水道が確保されるよ
う、防災活動拠点に接続する
管路や、緊急輸送道路に配置
された管路など、重要度の高
い水道施設を中心として、耐
震化を図ります。 

継続中 

  災害に強く持続可能な上水道
施設の強靱化に向けて、供給
源である水源地施設や、防災
活動拠点及び主要避難所に接
続する管路の耐震化を推進し
ます。 

    災害発生時でも下水道の機能
が確保されるよう、処理施設
や、防災活動拠点及び主要避
難所に接続する管路の耐震化
を推進します。 

  ②地域の不燃化、耐震化     ②地域の不燃化、耐震化 

  巨大地震に対する危険性が高
い木造住宅密集地を中心とし
て、地域の協力も得ながら、
避難路、避難場所、延焼遮断
帯として機能する道路や公園
等の整備、確保を図ります。 

継続中 

  巨大地震に対する危険性が高
い木造住宅密集地を中心とし
て、地域の協力も得ながら、
避難路、避難場所、延焼遮断
帯として機能する道路や公園
等の整備、確保を図ります。 

  歴史的な建造物や街並み等を
有する場所では、それらの保
全に留意し、適切な消防水利
の配置や火災を未然に防ぐ地
域住民の自主的な取り組みな
ど、地区の実情に応じた対策
を実施します。 

継続中 

  歴史的な建造物や街並み等を
有する場所では、それらの保
全に留意し、適切な消防水利
の配置や火災を未然に防ぐ地
域住民の自主的な取組など、
地区の実情に応じた対策を実
施します。 

  ＪＲ穂積駅周辺地区等の土地
の高度利用を図るべき場所で
は、防火地域や準防火地域の
指定を継続し、また、適宜拡
充して、火災に強い建築物へ
の建替えを促進します。 

継続中 

  ＪＲ穂積駅周辺地区等の土地
の高度利用を図るべき場所で
は、準防火地域の指定を継続
し、また、適宜拡充して、火
災に強い建築物への建替えを
促進します。 

  市有建築物の耐震化を推進す
るとともに、住宅その他民間
建築物の耐震化を促進、支援
します。 

継続中 

  市有建築物の耐震化を推進す
るとともに、住宅その他民間
建築物の耐震化を促進、支援
します。 

  建築物の耐震化について、具
体的には、「瑞穂市耐震改修促
進計画」に基づき、また、当
該計画の見直しも適宜行いな
がら、緊急輸送道路沿道や木
造住宅密集地、防災活動拠点
である公共公益施設など、重
要度、緊急性の高い場所、施
設を中心として計画的に進め
ます。 

継続中 

  建築物の耐震化について、具
体的には、個別具体プランで
ある「瑞穂市耐震改修促進計
画」に基づき、また、当該計
画の見直しも適宜行いなが
ら、緊急輸送道路沿道や木造
住宅密集地、防災活動拠点で
ある公共公益施設など、重要
度、緊急性の高い場所、施設
を中心として計画的に進めま
す。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

  ③防災情報の整備、活用     ③防災情報の整備、活用 

  地域の災害危険度に対する市
民の正しい認識を促進し、的
確な避難行動や、適正な土地
利用等につなげるため、地震
や洪水に係るハザードマップ
の見直し、充実を図ります。 

継続中 

  地域の災害危険度に対する市
民の正しい認識を促進し、的
確な避難行動や、適正な土地
利用等につなげるため、地震
や洪水に係るハザードマップ
の見直し、充実を図ります。
また、防災情報のデジタル化
を進め、最新情報を迅速かつ
的確に発信できる体制づくり
を推進します。 

  ハザードマップ等の防災情報
については、巨大地震に備え
た「事前復興の取り組み（地
域の将来像や対策の方向性を
被災前に検討し、被害軽減や
円滑な復興につなげるもの 
等）」のきっかけとしても有用
であり、これらを活かした地
域住民主体の取り組みを促
進、支援します。 

継続中 

  ハザードマップ等の防災情報
については、巨大地震に備え
た「事前復興の取組（地域の
将来像や対策の方向性を被災
前に検討し、被害軽減や円滑
な復興につなげるもの等）」の
きっかけとしても有用であ
り、出前講座の実施を通じ
て、これらを活かした地域住
民主体の取組を促進、支援し
ます。また、地域防災の担い
手として、これらの防災情報
を地域の防災活動に活用でき
るよう、消防団の強化、防災
士の育成に努めます。 

  －    ④防犯環境の整備、促進 

  

－ － 

  防犯カメラの設置、道路や公
園等を防犯に配慮した構造と
するなど、防犯性の高い環境
づくりに努めます。 

  適正に管理されていない空家
や老朽化した建築物につい
て、災害危険性の増大を防ぐ
ため、空家対策関係法令に基
づく所有者への働きかけ等を
実施します。 

継続中 

  適正に管理されていない空家
等について、空家等の適正な
維持管理を促進するため、個
別具体プランである「瑞穂市
空家等対策計画」に基づき、
所有者等への働きかけ等を実
施します。 

《良好な景観
の形成》 

①地域特性に応じた良好な景
観形成   

《良好な景観
の形成》 

①地域特性に応じた良好な景
観形成 

  市全体としては、多くの一級
河川や広大な優良農地を骨格
とした、水と緑に恵まれた環
境を積極的に活かし、市内外
多くの人が安らぎや親しみを
感じる良好な景観形成を重視
していきます。 

継続中 

  市全体としては、多くの一級
河川や広大な優良農地を骨格
とした、水と緑に恵まれた環
境を積極的に活かし、市内外
多くの人が安らぎや親しみを
感じる良好な景観形成を重視
していきます。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

  富有柿発祥の地としての特色
ある農業環境や、中山道及び
その宿場町の名残である街並
み、小簾紅園、牛牧閘門な
ど、本市ならではの景観資源
を活かし、市民が誇りや愛着
を持ち、観光、交流の活性化
にもつながる良好な景観形成
を図ります。 

継続中 

  富有柿発祥の地としての特色
ある農業環境や、中山道及び
その宿場町の名残である街並
み、小簾紅園、五六閘門な
ど、本市ならではの景観資源
を活かし、市民が誇りや愛着
を持ち、観光、交流の活性化
にもつながる良好な景観形成
を図ります。 

  ②公共空間の景観整備     ②公共空間の景観整備 

  駅周辺、公園等の公共空間で
は、緑化、周辺景観や地域の
歴史、文化と調和した施設、
設備の整備など、良好な景観
形成の先導的役割に留意した
取り組みを進めます。 

継続中 

  駅周辺、公園等の公共空間で
は、緑化、周辺景観や地域の
歴史、文化と調和した施設、
設備の整備など、良好な景観
形成の先導的役割に留意した
取組を進めます。 

  ＪＲ穂積駅周辺や国道２１号
をはじめとした、都市構造
上、重要な場所では、それぞ
れの特性に応じたまちづくり
との連携にも留意しながら、
公共空間の重点整備を図り、
本市の新しい魅力となるよう
な良好な都市景観の形成に努
めます。 

継続中 

  ＪＲ穂積駅周辺地区や国道２
１号をはじめとした、都市構
造上、重要な場所では、それ
ぞれの特性に応じたまちづく
りとの連携にも留意しなが
ら、公共空間の重点整備を図
り、本市の新しい魅力となる
ような良好な都市景観の形成
に努めます。 

  ③景観に配慮した民間開発の
誘導   

  ③景観に配慮した民間開発の
誘導 

  周辺景観と調和しない奇抜な
色彩の建築物や、過大な屋外
広告物等の発生を防止し、ま
た、良好な都市景観が形成さ
れるよう、建築行為や開発行
為等の規制、誘導を図りま
す。 

継続中 

  周辺景観と調和しない奇抜な
色彩の建築物や、過大な屋外
広告物等の発生を防止し、ま
た、良好な都市景観が形成さ
れるよう、建築行為や開発行
為等の規制、誘導を図りま
す。 

  規制、誘導については、具体
的には、景観法に基づく「景
観計画」を策定し、良好な景
観形成に対する様々な主体の
共通認識の醸成や、色彩や規
模等に係る具体的なルールの
明示のもと、計画的に取り組
んでいきます。 

未実施 

  規制、誘導については、具体
的には、景観法に基づく「景
観計画」の策定を検討し、良
好な景観形成に対する様々な
主体の共通認識の醸成や、色
彩や規模等に係る具体的なル
ールの明示のもと、計画的に
取り組んでいきます。 

《地球環境の
保全》 
  

－  《地球環境の
保全》 
  

①地球温暖化防止対策の推進 

－ － 

瑞穂市環境都市宣言、瑞穂市
ゼロカーボンシティ宣言の趣
旨を踏まえ、市民、事業者、
団体、行政が連携・協力し地
球温暖化防止対策を積極的に
推進します。 
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前プラン 新プラン 

施策体系 
施策方針  

施策体系 
施策方針 

施策内容 着手状況 施策内容 

  ①低炭素な建築物の整備、誘
導 

  
  ②低炭素な建築物の整備、誘

導 

  公共公益施設では、太陽光等
の再生可能エネルギー発電設
備の導入や、省エネ効果に優
れた先進的設備の導入、敷地
緑化、建築物緑化など、都市
の低炭素化の先導的役割に留
意した取り組みを進めます。 

継続中 

  公共公益施設では、個別具体
プランである「瑞穂市地球温
暖化対策実行計画」に基づ
き、太陽光等の再生可能エネ
ルギー発電設備の導入や、省
エネ効果に優れた先進的設備
や断熱性能に優れた資材の導
入、敷地緑化、建築物緑化な
ど、都市の低炭素化の先導的
役割に留意した取組を進めま
す。 

  美来の森については、資源回
収拠点（エコステーション）
として機能強化を図ります。 

継続中 

  美来の森については、資源回
収拠点（エコステーション）
として機能強化を図ります。 

  公共公益施設以外について
も、都市の低炭素化の促進に
関する法律に基づく低炭素建
築物の普及、啓発や、新たな
住宅地整備にあわせたスマー
トコミュニティ（再生可能エ
ネルギーの面的、効率的な活
用等を図るシステム）の導入
促進等の取り組みを進めま
す。 

継続中 

  公共公益施設以外について
も、都市の低炭素化の促進に
関する法律に基づく低炭素建
築物の普及、啓発や、新たな
住宅地整備にあわせたスマー
トコミュニティ（再生可能エ
ネルギーの面的、効率的な活
用等を図るシステム）の導入
促進等の取組を進めます。 

  ②環境負荷の少ない都市構造
の構築 

  
  ③環境負荷の少ない都市構造

の構築 

  自動車交通への依存を抑制
し、CO2 削減を図るため、Ｊ
Ｒ穂積駅周辺地区等の拠点的
な場所における、日常生活を
支える機能の集積や安全な歩
行環境の整備、各拠点間の公
共交通ネットワークの形成等
を推進します。 

継続中 

  自動車交通への依存を抑制
し、CO2 削減を図るため、Ｊ
Ｒ穂積駅周辺地区等の拠点的
な場所における、日常生活を
支える機能の集積や安全な歩
行環境の整備、各拠点間の公
共交通ネットワークの形成等
を推進します。 

  緑地が有する CO2 吸収源とし
ての機能や、気候緩和の機能
を維持、確保するため、市北
西部の農地等による田園風景
のある地域や河川周辺緑地等
について、地域の協力を得な
がら、積極的な保全や適正管
理を図ります。 

継続中 

  緑地が有する CO2 吸収源とし
ての機能や、気候変動緩和の
機能を維持、確保するため、
市北西部の農地等による田園
風景のある地域や河川周辺緑
地等について、地域の協力を
得ながら、積極的な保全や適
正管理を図ります。 
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表 重点施策の変遷状況（地域別構想） 

前プラン 
追加した 

重点施策数 
２分割した 
重点施策数 

削除した 
重点施策数 

新プラン 

地域 
重点施策数 

地域 重点施策数  未実施 継続中 

生津地域 ７ ０ ７ １ ０ １ 生津地域 ７ 

本田地域 ９ １ ８ ４ ０ ２ 本田地域 １１ 

穂積地域 １１ ０ １１ ５ ０ ２ 穂積地域 １４ 

牛牧地域 １１ ０ １１ ６ １ ２ 牛牧地域 １６ 

南地域 １１ ０ １１ ５ ０ ２ 南地域 １４ 

中地域 ９ １ ８ ５ ０ ２ 中地域 １２ 

西地域 １１ ０ １１ ６ ０ ４ 西地域 １３ 

合計 ６９ ２ ６７ ３２ １ １５ 合計 ８７ 
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表 重点施策の変遷状況一覧（生津地域） 

前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

道路、交通づ
くり 

主要地方道北方多度線の交差
点改良や歩道の整備 

  
道路、交通づ
くり 

①主要地方道北方多度線の交
差点改良や歩道の整備 

  幹線道路へのアクセス性向上
や安全な歩行空間を形成する
ため、整備を促進します。 

継続中 

  幹線道路へのアクセス性の向
上と歩行者の安全な通行環境
の確保を図るため、整備を促
進します。 

  
－   

  ②公共交通ネットワークの強
化 

  

－ － 

  都市拠点と地域生活拠点、及
び地域生活拠点間を結ぶ公共
交通ネットワークの強化を図
ります。 

  中山道の歩行空間の整備     － 

  中山道における歩道等の整
備、誘導サインの設置等によ
り、観光、交流に寄与する歩
行者ネットワークの形成を図
ります。 

継続中 

  

－ 

水、緑づくり 河川環境（桜並木、緑地）の
保全、親水空間の整備（散策
路等） 

  
水、緑づくり ①河川環境の保全、親水空間

の整備（散策路等） 

  水と緑のネットワークの主軸
として、糸貫川等においては
自然とのふれあいや環境学習
の場として活用できるよう、
河川改修とあわせて親水空間
を整備するとともに、河川環
境の保全を図ります。 

継続中 

  水と緑のネットワークの主軸
として、糸貫川等においては
自然とのふれあいや環境学習
の場として活用できるよう、
河川改修とあわせて親水空間
を整備するとともに、地元自
治会と連携した河川清掃等の
美化活動、回遊路の適切な維
持管理を図ります。 

市街地づくり 土地の有効、高度利用（馬場
交差点周辺、幹線道路沿道、
工業地、住工共存地） 

  
市街地づくり ①土地利用の規制、誘導（馬

場交差点周辺地区等） 

  土地の有効、高度利用による
産業集積と良好な住環境の保
全との両立を図るため、地区
計画制度等の活用による、き
め細やかな土地利用の規制、
誘導を図ります。 

継続中 

  適正、合理的な土地利用によ
る産業集積と良好な住環境の
保全との両立を図るため、地
区計画制度等の活用による、
きめ細かな土地利用の規制、
誘導を図ります。 

  地域生活拠点の形成（馬場交
差点周辺） 

  
  ②地域生活拠点の形成（馬場

交差点周辺地区） 

  生活利便施設の維持、集積、
交通結節機能の向上等、地域
住民の日常生活の利便性を向
上させる拠点の形成を図りま
す。 

継続中 

  生活利便施設の維持、集積、
交通結節機能の向上等、地域
住民の日常生活の利便性を向
上させる拠点の形成を図りま
す。 
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前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

都市環境づく
り（防災、景
観、環境） 

河川整備   都市環境づく
り 

①河川整備 

岐阜県新五流域総合治水対策
プランに基づき、糸貫川等の
河川整備を促進します。 

継続中 

第三次新五流域総合治水対策
プランに基づき、糸貫川等の
河川改修や維持管理を促進し
ます。 

  市街地防災性の向上（緊急輸
送道路沿道等） 

  
  ②地域の不燃化、耐震化 

  被災時に防災拠点間を連絡す
る緊急輸送道路沿道の耐震化
や木造住宅密集地の耐震化を
促進し、市街地の防災性向上
を図ります。 

継続中 

  巨大地震に対する危険性が高
い木造住宅密集地を中心とし
て、不燃化として機能する公
共施設の整備を推進します。
また、住宅その他民間建築物
の耐震化を促進、支援しま
す。 
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表 重点施策の変遷状況一覧（本田地域） 

前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

道路、交通づ
くり 

－   
道路、交通づ
くり 

①主要地方道北方多度線の交
差点改良や歩道の整備 

  

－ － 

  幹線道路へのアクセス性の向
上と歩行者の安全な通行環境
の確保を図るため、整備を促進
します。 

  
－   

  ②公共交通ネットワークの強
化 

  

－ － 

  都市拠点と地域生活拠点、及び
地域生活拠点間を結ぶ公共交
通ネットワークの強化を図り
ます。 

  ＪＲ穂積駅周辺における交通
結節機能の強化 

  
  ③交通結節機能の強化（ＪＲ穂

積駅周辺地区） 

  駅周辺の賑わい創出や交流拡
大のため、駅前広場、アクセス
道路、駐輪場等の整備を推進し
ます。 

継続中 

  土地区画整理事業等による市
街地整備とあわせて、ＪＲ穂積
駅周辺地区の賑わい創出や交
流拡大のため、アクセス道路等
の整備を推進します。 

  中山道の歩行空間の整備     － 

  中山道における歩道、休憩施設
等の整備、誘導サインの設置等
により、観光、交流に寄与する
歩行者ネットワークの形成を
図ります。 

継続中 

  

－ 

水、緑づくり －   水、緑づくり ①拠点的な公園の整備 

  

－ － 

  市民の日常的な交流の場・憩い
の場や、イベント等による賑わ
いの場となる、拠点的な公園の
整備を検討します。 

  －     ②身近な公園の整備 

  

－ － 

  街区公園等の市民が身近に利
用できる公園については、市街
化区域内に残存する低未利用
地を活かし、市街地整備との連
携にも留意しながら、計画的に
整備、確保を図ります。 

  河川環境（桜並木、緑地）の保
全、親水空間の整備（散策路等）   

  ③河川環境の保全、親水空間の
整備（散策路等） 

  水と緑のネットワークの主軸
として、糸貫川、五六川、中川
等においては自然とのふれあ
いや環境学習の場として活用
できるよう、河川改修とあわせ
て親水空間を整備するととも
に、河川環境の保全を図りま
す。 

継続中 

  水と緑のネットワークの主軸
として、中川等においては自然
とのふれあいや環境学習の場
として活用できるよう、河川改
修とあわせて親水空間を整備
するとともに、地元自治会と連
携した河川清掃等の美化活動、
回遊路の適切な維持管理を図
ります。 
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前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

市街地づくり 計画的な市街地整備（土地区画
整理事業等） 

  
市街地づくり ①計画的な市街地整備（土地区

画整理事業等） 

  まとまった低未利用地の計画
的な活用により、都市基盤（道
路、公園等）が整備された、良
好な住宅地の形成を図ります。 

継続中 

  まとまった低未利用地の計画
的な活用により、都市基盤（道
路、公園等）が整備された、良
好な住宅地の形成を図ります。 

  土地の有効、高度利用（ＪＲ穂
積駅周辺）   

  ②土地利用の規制、誘導（ＪＲ
穂積駅周辺地区等） 

  土地の有効、高度利用による産
業集積と良好な住環境の保全
との両立を図るため、地区計画
制度等の活用による、きめ細や
かな土地利用の規制、誘導を図
ります。 

継続中 

  適正、合理的な土地利用による
産業集積と良好な住環境の保
全との両立を図るため、地区計
画制度等の活用による、きめ細
かな土地利用の規制、誘導を図
ります。 

  都市拠点の形成（ＪＲ穂積駅周
辺）   

  ③都市拠点の形成（ＪＲ穂積駅
周辺地区） 

  地域住民、事業者、行政の連携
による具体的計画のもと、まち
の顔としてふさわしい都市機
能（商業、交流、医療、福祉、
中高層住宅等）の集積、都市空
間、都市景観の形成、交通結節
機能の向上等を図ります。 

継続中 

  土地区画整理事業等の基盤整
備と連携し、土地利用施策、公
共交通施策、市街地整備を一体
的に推進するとともに、商業や
医療、子育て支援など地域の活
性化に寄与する施設の誘致な
ど、賑わいの創出に向けた取組
を検討します。 

  市街地の防災性の向上（ＪＲ穂
積駅周辺） 

   
－ 

  地区計画制度等の活用により、
狭あい道路の解消、オープンス
ペースの確保等、市街地の防災
性向上を図ります。 

継続中 

  

－ 

都市環境づく
り（防災、景
観、環境） 

河川整備   都市環境づく
り 

①河川整備 

岐阜県新五流域総合治水対策
プランに基づき、中川等の河川
整備を促進します。 

未実施 
第三次新五流域総合治水対策
プランに基づき、中川等の河川
改修や維持管理を促進します。 

  市街地防災性の向上（緊急輸送
道路沿道等） 

  
  ②地域の不燃化、耐震化 

  被災時に防災拠点間を連絡す
る緊急輸送道路沿道の耐震化
や木造住宅密集地の耐震化を
推進し、市街地の防災性向上を
図ります。 

継続中 

  巨大地震に対する危険性が高
い木造住宅密集地を中心とし
て、不燃化として機能する公共
施設の整備を推進します。ま
た、住宅その他民間建築物の耐
震化を促進、支援します。 
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表 重点施策の変遷状況一覧（穂積地域） 

前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

道路、交通づ
くり 

岐阜南部横断ハイウェイ、国道
２１号の整備 

  
道路、交通づ
くり 

①岐阜南部横断ハイウェイ、国
道２１号の整備 

  活発な産業活動や交流拡大に
つながる幹線道路として、完全
６車線化等の整備を促進しま
す。 

継続中 

  活発な産業活動や交流拡大に
つながる幹線道路として、完全
６車線化等の整備を促進しま
す。 

  主要地方道北方多度線の交差
点改良や歩道の整備 

  
  ②主要地方道北方多度線の交

差点改良や歩道の整備 

  ＪＲ穂積駅周辺へのアクセス
性向上や安全な歩行空間を形
成するため、整備を促進しま
す。 

継続中 

  幹線道路へのアクセス性の向
上と歩行者の安全な通行環境
の確保を図るため、整備を促進
します。 

  
－   

  ③一般県道墨俣合渡岐阜線の
整備 

  
－ － 

  安全な道路空間の確保を図る
ため、整備を促進します。 

  
－   

  ④公共交通ネットワークの強
化 

  

－ － 

  都市拠点と地域生活拠点、及び
地域生活拠点間を結ぶ公共交
通ネットワークの強化を図り
ます。 

  ＪＲ穂積駅周辺における交通
結節機能の強化   

  ⑤交通結節機能の強化（ＪＲ穂
積駅周辺地区） 

  駅周辺の賑わい創出や交流拡
大のため、駅前広場、アクセス
道路、駐輪場等の整備を推進し
ます。 継続中 

  土地区画整理事業等による市
街地整備とあわせて、ＪＲ穂積
駅周辺地区の賑わい創出や交
流拡大のため、駅前広場、アク
セス道路、駐輪場等の整備を推
進します。 

水、緑づくり －   水、緑づくり ①拠点的な公園の整備 

  

－ － 

  市民の日常的な交流の場・憩い
の場や、イベント等による賑わ
いの場となる、拠点的な公園の
整備を検討します。 

  －     ②身近な公園の整備 

  

－ － 

  街区公園等の市民が身近に利
用できる公園については、市街
化区域内に残存する低未利用
地を活かし、市街地整備との連
携にも留意しながら、計画的に
整備、確保を図ります。 
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前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

  河川環境（桜並木、緑地）の保
全、親水空間の整備（散策路等）   

  ③河川環境の保全、親水空間の
整備（散策路等） 

  水と緑のネットワークの主軸
として、五六川、中川、天王川
等の自然とのふれあいや環境
学習の場として活用できるよ
う、河川改修とあわせて親水空
間を整備するとともに、河川環
境の保全を図ります。 

継続中 

  水と緑のネットワークの主軸
として、中川、天王川等におい
ては自然とのふれあいや環境
学習の場として活用できるよ
う、河川改修とあわせて親水空
間を整備するとともに、地元自
治会と連携した河川清掃等の
美化活動、回遊路の適切な維持
管理を図ります。 

市街地づくり 土地の有効、高度利用（ＪＲ穂
積駅周辺、朝日大学周辺、幹線
道路沿道、住工共存地） 

  
市街地づくり ①土地利用の規制、誘導（ＪＲ

穂積駅周辺地区、朝日大学周辺
地区等） 

  土地の有効、高度利用による産
業集積と良好な住環境の保全
との両立を図るため、地区計画
制度等の活用による、きめ細や
かな土地利用の規制、誘導を図
ります。 

継続中 

  適正、合理的な土地利用による
産業集積と良好な住環境の保
全との両立を図るため、地区計
画制度等の活用による、きめ細
かな土地利用の規制、誘導を図
ります。 

  計画的な市街地整備などによ
る都市拠点の形成（ＪＲ穂積駅
周辺） 

  

  ②都市拠点の形成（ＪＲ穂積駅
周辺地区） 

  地域住民、事業者、行政の連携
による具体的計画のもと、まち
の顔としてふさわしい都市機
能（商業、交流、医療、福祉、
中高層住宅等）の集積、都市空
間、都市景観の形成、交通結節
機能の向上等を図ります。 

継続中 

  土地区画整理事業等の基盤整
備と連携し、土地利用施策、公
共交通施策、市街地整備を一体
的に推進するとともに、商業や
医療、子育て支援など地域の活
性化に寄与する施設の誘致な
ど、賑わいの創出に向けた取組
を検討します。 

  地域生活拠点、学術研究拠点の
形成（朝日大学周辺）   

  ③地域生活拠点、学術研究拠点
の形成（朝日大学周辺地区） 

  産学官の連携のもと、学術研究
機能の強化、健康、医療、福祉
産業等の集積、生活利便施設の
立地誘導等、地区計画制度等の
活用により、学術研究拠点の形
成とともに若者が魅力を感じ
る地域生活拠点の形成を図り
ます。 

継続中 

  生活利便施設の維持、集積、交
通結節機能の向上等、地域住民
の日常生活の利便性を向上さ
せる拠点の形成を通じて、若者
が魅力を感じる住環境の整備
を推進します。 
産学官の連携体制のもと、学術
研究機能の強化や、これとの連
携による超高齢化に対応した
健康、医療、福祉関連産業等の
機能集積に向けて地区計画制
度等の活用を図ります。 

  市街地の防災性の向上（ＪＲ穂
積駅周辺等） 

   
－ 

  地区計画制度等の活用により、
狭あい道路の解消、オープンス
ペースの確保等、市街地の防災
性向上を図ります。 

継続中 

  

－ 
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前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

都市環境づく
り（防災、景
観、環境） 

－   都市環境づく
り 

①水防拠点の整備  

－ － 
災害復旧活動の拠点として、水
防拠点の整備を促進します。 

  河川整備     ②河川整備 

  岐阜県新五流域総合治水対策
プランに基づき、中川、天王川
等の河川整備を促進します。 継続中 

  第三次新五流域総合治水対策
プランに基づき、中川、天王川
等の河川改修や維持管理を促
進します。 

  市街地防災性の向上（緊急輸送
道路沿道等） 

  
  ③地域の不燃化、耐震化 

  被災時に防災拠点間を連絡す
る緊急輸送道路沿道の耐震化
や木造住宅密集地の耐震化を
促進し、市街地の防災性向上を
図ります。 

継続中 

  巨大地震に対する危険性が高
い木造住宅密集地を中心とし
て、不燃化として機能する公共
施設の整備を推進します。ま
た、住宅その他民間建築物の耐
震化を促進、支援します。 

  防災活動拠点の防災機能の向
上（市役所等） 

   
－ 

  防災活動拠点である公共公益
施設などの防災機能の向上を
図ります。 

継続中 
  

－ 
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表 重点施策の変遷状況一覧（牛牧地域） 

前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

道路、交通づ
くり 

岐阜南部横断ハイウェイ、国道
２１号の整備 

  
道路、交通づ
くり 

①岐阜南部横断ハイウェイ、国
道２１号の整備 

  活発な産業活動や交流拡大に
つながる幹線道路として、完全
６車線化等の整備を促進しま
す。 

継続中 

  活発な産業活動や交流拡大に
つながる幹線道路として、完全
６車線化等の整備を促進しま
す。 

  一般県道美江寺西結線の整備
（ＪＲ高架下、忠太橋付近） 

   ②一般県道美江寺西結線の整
備（ＪＲ高架下、忠太橋付近） 

  幹線道路や緊急輸送道路とし
ての機能を確保するため、未整
備区間の整備を促進します。 

継続中 
  幹線道路や緊急輸送道路とし

ての機能を確保するため、未整
備区間の整備を促進します。 

  －    ③一般県道牛牧墨俣線の整備 

  
－ － 

  安全な道路空間の確保を図る
ため、整備を促進します。 

  市道西部環状線の整備     ④市道西部環状線の整備 

  南西部の地域生活拠点を連絡
し、地域間を結ぶ道路として、
整備を推進します。 

継続中 

  南西部の地域生活拠点を連絡
し、地域間を結ぶ道路として、
整備を推進します。 

  
－    ⑤公共交通ネットワークの強

化 

  

－ － 

  都市拠点と地域生活拠点、及び
地域生活拠点間を結ぶ公共交
通ネットワークの強化を図り
ます。 

  交通結節機能の強化     － 

  地域生活拠点周辺の賑わい創
出や交流拡大のため、バス停留
所やアクセス道路、駐輪場等の
整備を推進します。 

継続中 

  

－ 

水、緑づくり 犀川遊水地を中心とした自然
環境の保全 

 水、緑づくり ①犀川遊水地グリーンインフ
ラ事業の推進 

  優れた生態系を有する自然環
境の保全、再生を図ります。 

継続中 

  優れた生態系を有する自然環
境の保全、再生を図ります。 
犀川遊水地一帯のさい川さく
ら公園や犀川高水敷では、賑わ
いや交流の場としての活用を
図るため、イベント会場やバー
ベキュー、オートキャンプ場等
の施設整備を検討します。 

  河川環境（桜並木、緑地）の保
全、親水空間の整備（散策路等） 

   ②河川環境の保全、親水空間の
整備（散策路等） 

  水と緑のネットワークの主軸
として、犀川、五六川、中川等
においては自然とのふれあい
や環境学習の場として活用で
きるよう、河川改修とあわせて
親水空間を整備するとともに、
河川環境の保全を図ります。 

継続中 

  水と緑のネットワークの主軸
として、犀川、五六川、新堀川
等においては自然とのふれあ
いや環境学習の場として活用
できるよう、河川改修とあわせ
て親水空間を整備するととも
に、地元自治会と連携した河川
清掃等の美化活動、回遊路の適
切な維持管理を図ります。 
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前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

  －    ③公共下水道の整備 

  

－ － 

  公共用水域の水質を保全し、良
好な住環境の形成を図るため、
公共下水道の整備を推進しま
す。 

市街地づくり 土地の有効、高度利用（犀川周
辺、十九条駅周辺、幹線道路沿
道、工業地、住工共存地） 

  
市街地づくり ①土地利用の規制、誘導（十九

条駅周辺地区、犀川周辺地区
等） 

  土地の有効、高度利用による産
業集積と良好な住環境の保全
との両立を図るため、地区計画
制度等の活用による、きめ細や
かな土地利用の規制、誘導を図
ります。 

継続中 

  適正、合理的な土地利用による
産業集積と良好な住環境の保
全との両立を図るため、地区計
画制度等の活用による、きめ細
かな土地利用の規制、誘導を図
ります。 

  市街化区域への編入検討（犀川
周辺） 

  
  ②市街化区域への編入検討（犀

川周辺） 

  土地の有効、高度利用と良好な
市街地環境の形成を図るため、
市街化区域への編入を検討し
ます。 

継続中 

  適正、合理的な土地利用と良好
な市街地環境の形成を図るた
め、市街化区域への編入を検討
します。 

  －     ③適正な土地利用の検討 

  

－ － 

  主要地方道北方多度線の沿線
における土地利用検討区域は、
安八スマートＩＣとの近接性
があることから、新たな産業の
土地利用を検討します。 

  地域生活拠点の形成（犀川周
辺、十九条駅周辺）   

  ④地域生活拠点の形成（十九条
駅周辺地区、犀川周辺地区） 

  生活利便施設の集積、交通結節
機能の向上等、地域住民の日常
生活の利便性を向上させる拠
点の形成を図ります。 

継続中 

  生活利便施設の維持、集積、交
通結節機能の向上等、地域住民
の日常生活の利便性を向上さ
せる拠点の形成を図ります。 

都市環境づく
り（防災、景
観、環境） 
  

河川整備 
  

都市環境づく
り 

①犀川遊水地の整備 

犀川、五六川、新堀川、犀川遊
水地等の河川改修及び適正な
維持、管理を促進します。 

継続中 

  犀川流域の内水被害の軽減の
ため、犀川遊水地事業を促進し
ます。 

    ②河川整備 

  
  
  

  
  
  

第三次新五流域総合治水対策
プランに基づき、犀川、五六川、
新堀川等の河川改修や維持管
理を促進します。 

－  ③地域の不燃化、耐震化 

－ － 

巨大地震に対する危険性が高
い木造住宅密集地を中心とし
て、不燃化として機能する公共
施設の整備を推進します。ま
た、住宅その他民間建築物の耐
震化を促進、支援します。 
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前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

  
－    ④五六閘門を活かした景観形

成 

  

－ － 

  五六閘門をはじめとした景観
資源を活かした観光、交流の活
性化につながる良好な景観形
成を図ります。 

 犀川流域の治水安全度の向上
（牛牧排水機場等） 

 
 

－ 

 大雨による洪水被害を防止す
るため、排水機場の整備を促進
し、治水安全度の向上を図りま
す。 

継続中 

 

－ 
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表 重点施策の変遷状況一覧（南地域） 

前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

道路、交通づ
くり 

岐阜南部横断ハイウェイ、国道
２１号の整備 

  
道路、交通づ
くり 

①岐阜南部横断ハイウェイ、国
道２１号の整備 

  活発な産業活動や交流拡大に
つながる幹線道路として、完全
６車線化等の整備を促進しま
す。 

継続中 

  活発な産業活動や交流拡大に
つながる幹線道路として、完全
６車線化等の整備を促進しま
す。 

  市道西部環状線の整備     ②市道西部環状線の整備 

  南西部の地域生活拠点を連絡
し、地域間を結ぶ道路として、
整備を推進します。 

継続中 
  南西部の地域生活拠点を連絡

し、地域間を結ぶ道路として、
整備を推進します。 

  
－    ③公共交通ネットワークの強

化 

  

－ － 

  都市拠点と地域生活拠点、及び
地域生活拠点間を結ぶ公共交
通ネットワークの強化を図り
ます。 

  交通結節機能の強化     ④交通結節機能の整備・強化 

  地域生活拠点周辺の賑わい創
出や交流拡大のため、バス停留
所やアクセス道路、駐輪場等の
整備を推進します。 

継続中 

  土地区画整理事業と連携した
横屋駅駅前広場の整備を推進
します。 

  中山道の歩行空間の整備     － 

  中山道における歩道等の整備、
誘導サインの設置等により、観
光、交流に寄与する歩行者ネッ
トワークの形成を図ります。 

継続中 

  

－ 

水、緑づくり 河川環境（桜並木、緑地）の保
全、親水空間の整備（散策路等） 

  
水、緑づくり ①河川環境の保全、親水空間の

整備（散策路等） 

  水と緑のネットワークの主軸
として、犀川等においては自然
とのふれあいや環境学習の場
として活用できるよう、河川改
修とあわせて親水空間を整備
するとともに、河川環境の保全
を図ります。 

継続中 

  水と緑のネットワークの主軸
として、犀川等においては自然
とのふれあいや環境学習の場
として活用できるよう、河川改
修とあわせて親水空間を整備
するとともに、地元自治会と連
携した河川清掃等の美化活動、
回遊路の適切な維持管理を図
ります。 

  －     ②農地の保全 

  
－ － 

  水田など優良農地を保全、活用
します。 

  －     ③耕作放棄地への指導 

  

－ － 

  耕作放棄地については、所有者
への指導等を行い、耕作が困難
な場合は担い手への集積を促
進します。 
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前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

市街地づくり 計画的な市街地整備（未利用地
地区） 

  
市街地づくり ①計画的な市街地整備（土地区

画整理事業等） 

  駅等の交通結節機能と低未利
用地の計画的な活用により、都
市基盤（道路、公園）が整備さ
れた良好な住宅地等の形成を
図ります。 

継続中 

  まとまった低未利用地の計画
的な活用により、都市基盤（道
路、公園等）が整備された、良
好な住宅地の形成を図ります。 

  
－   

  ②土地利用の規制、誘導（横屋
駅～国道２１号沿道周辺地区
等） 

  

－ － 

  適正、合理的な土地利用による
産業集積と良好な住環境の保
全との両立を図るため、地区計
画制度等の活用による、きめ細
かな土地利用の規制、誘導を図
ります。 

  計画的な市街地の形成と市街
化区域への編入検討（国道２１
号沿道周辺） 

  
  ③市街化区域への編入検討（Ｊ

Ｒ東海道本線南側） 

  国道２１号や幹線道路、駅が交
わる地理的条件を活かし、土地
区画整理事業等により土地の
有効、高度利用と良好な市街地
環境の形成を図るため、市街化
区域への編入を検討します。 

継続中 

  国道２１号や市道西部環状線、
横屋駅などの地理的条件を活
かし、適正、合理的な土地利用
と良好な市街地環境の形成を
図るため、市街化区域への編入
を検討します。 

  地域生活拠点の形成（国道２１
号沿道周辺） 

  
  ④地域生活拠点の形成（横屋駅

～国道２１号沿道周辺地区） 

  交通結節機能の向上等を図り、
地域住民の日常生活の利便性
を向上させる拠点の形成を図
ります。 継続中 

  ＪＲ東海道本線北側の既成市
街地では、土地区画整理事業の
施行により、道路、公園等の都
市基盤整備を促進します。 
ＪＲ東海道本線南側では、新市
街地の整備に向けた土地利用
を推進します。 

都市環境づく
り（防災、景
観、環境） 

河川整備   都市環境づく
り 

①河川整備 

岐阜県新五流域総合治水対策
プランに基づき、犀川、宝江川
等の河川整備を促進します。 

継続中 
第三次新五流域総合治水対策
プランに基づき、犀川等の河川
改修や維持管理を促進します。 

  －     ②地域の不燃化、耐震化 

  

－ － 

  巨大地震に対する危険性が高
い木造住宅密集地を中心とし
て、不燃化として機能する公共
施設の整備を推進します。ま
た、住宅その他民間建築物の耐
震化を促進、支援します。 

  小簾紅園の保全、活用     ③小簾紅園の保全、活用 

  歴史的な街並みや祭り等の伝
統文化を保全するとともに、観
光、交流空間としての活用方法
を検討します。 

継続中 

  歴史的な街並みや祭り等の伝
統文化を保全するとともに、観
光、交流空間としての活用方法
を検討します。 
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前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

  市街地の治水安全度の向上     － 

  大雨による洪水被害を防止す
るため、内水対策を検討し、そ
の整備を推進します。 

継続中 
  

－ 
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表 重点施策の変遷状況一覧（中地域） 

前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

道路、交通づ
くり 

主要地方道岐阜巣南大野線バ
イパスの整備 

  
道路、交通づ
くり 

①主要地方道岐阜巣南大野線
バイパスの整備 

  東海環状自動車道（仮称）大野・
神戸ＩＣへのアクセスを確保
し、活発な産業活動や交流拡大
につながる幹線道路として、整
備を促進します。 

継続中 

  東海環状自動車道大野神戸Ｉ
Ｃへのアクセスを確保し、活発
な産業活動や交流拡大につな
がる幹線道路として、整備を促
進します。 

  
－   

  ②公共交通ネットワークの強
化 

  

－ － 

  都市拠点と地域生活拠点、及び
地域生活拠点間を結ぶ公共交
通ネットワークの強化を図り
ます。 

  中山道の歩行空間の整備     － 

  中山道における歩道等の整備、
誘導サインの設置等により、観
光、交流に寄与する歩行者ネッ
トワークの形成を図ります。 

継続中 

  

－ 

  交通結節機能の強化     － 

  地域生活拠点周辺の賑わい創
出や交流拡大のため、バス停留
所やアクセス道路、駐輪場等の
整備を推進します。 

未実施 

  

－ 

水、緑づくり 河川環境（桜並木、緑地）の保
全、親水空間の整備（散策路等） 

  
水、緑づくり ①河川環境の保全、親水空間の

整備（散策路等） 

  水と緑のネットワークの主軸
として、犀川、五六川等におい
ては自然とのふれあいや環境
学習の場として活用できるよ
う、河川改修とあわせて親水空
間を整備するとともに、河川環
境の保全を図ります。 

継続中 

  水と緑のネットワークの主軸
として、犀川等においては自然
とのふれあいや環境学習の場
として活用できるよう、河川改
修とあわせて親水空間を整備
するとともに、地元自治会と連
携した河川清掃等の美化活動、
回遊路の適切な維持管理を図
ります。 

  農地の保全     ②農地の保全 

  果樹園、花き生産農地、水田な
ど優良農地を保全、活用しま
す。 

継続中 
  果樹園、花き生産農地、水田な

ど優良農地を保全、活用しま
す。 

  －    ③耕作放棄地への指導 

  

－ － 

  耕作放棄地については、所有者
への指導等を行い、耕作が困難
な場合は担い手への集積を促
進します。 
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前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

市街地づくり 土地利用のルール、利活用の検
討（特定用途制限地域、工業導
入地域等） 

  
市街地づくり ①土地利用のルール、利活用の

検討（特定用途制限地域、工業
導入地域等） 

  無秩序な宅地開発を抑制する
とともに、良好な住環境、営農
環境と調和した適正かつ合理
的な土地利用を誘導します。 

継続中 

  無秩序な宅地開発を抑制する
とともに、良好な住環境、営農
環境と調和した適正かつ合理
的な土地利用を誘導します。 

  －     ②適正な土地利用の検討 

  

－ － 

  一般県道美江寺西結線の沿線
における土地利用検討区域は、
交通利便性の高い地域である
ことから、既存工業地の拡大に
向けた適正な土地利用を検討
します。 

  －    ③交流拠点づくり 

  
－ － 

  中山道・美江寺宿一帯の歴史資
源を活用した交流拠点づくり
を検討します。 

  地域生活拠点の形成（巣南庁舎
周辺）   

  ④地域生活拠点の形成（美江寺
駅周辺地区） 

  生活利便施設の集積、交通結節
機能の向上等、地域住民の日常
生活の利便性を向上させる拠
点の形成を図ります。 

継続中 

  生活利便施設の維持、集積、交
通結節機能の向上等、地域住民
の日常生活の利便性を向上さ
せる拠点の形成を図ります。 

都市環境づく
り（防災、景
観、環境） 

河川整備   都市環境づく
り 

①河川整備 

岐阜県新五流域総合治水対策
プランに基づき、犀川、五六川
等の河川整備を促進します。 

継続中 

第三次新五流域総合治水対策
プランに基づき、犀川等の河川
改修や維持管理を促進します。 

  －    ②地域の不燃化、耐震化 

  

－ － 

  巨大地震に対する危険性が高
い木造住宅密集地を中心とし
て、不燃化として機能する公共
施設の整備を推進します。ま
た、住宅その他民間建築物の耐
震化を促進、支援します。 

  美江寺宿の保全、活用     ③美江寺宿の保全、活用 

  歴史的な街並みや祭り等の伝
統文化を保全するとともに、観
光、交流空間としての活用方法
を検討します。 

継続中 

  歴史的な街並みや祭り等の伝
統文化・芸術を保全するととも
に、観光、文化・芸術等の交流
空間としての活用方法を検討
します。 
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表 重点施策の変遷状況一覧（西地域） 

前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

道路、交通づ
くり 

主要地方道岐阜巣南大野線バ
イパスの整備 

  
道路、交通づ
くり 

①主要地方道岐阜巣南大野線
バイパスの整備 

  東海環状自動車道（仮称）大野・
神戸ＩＣへのアクセスを確保
し、活発な産業活動や交流拡大
につながる幹線道路として、整
備を促進します。 

継続中 

  東海環状自動車道大野神戸Ｉ
Ｃへのアクセスを確保し、活発
な産業活動や交流拡大につな
がる幹線道路として、整備を促
進します。 

  
－    ②一般県道田之上屋井線の歩

道の整備 

  

－ － 

  歩行者の安全な通行環境の確
保を図るため、整備を促進しま
す。 

  
－    ③公共交通ネットワークの強

化 

  

－ － 

  都市拠点と地域生活拠点、及び
地域生活拠点間を結ぶ公共交
通ネットワークの強化を図り
ます。 

  東海環状自動車道の整備     － 

  活発な産業活動や交流拡大に
つながる広域的な幹線道路と
して、整備を促進します。 

継続中 
  

－ 

  中山道の歩行空間の整備     － 

  中山道における歩道等の整備、
誘導サインの設置等により、観
光、交流に寄与する歩行者ネッ
トワークの形成を図ります。 

継続中 

  

－ 

  巣南庁舎周辺における交通結
節機能の強化   

  
－ 

  地域生活拠点周辺の賑わい創
出や交流拡大のため、バス停留
所、アクセス道路、駐輪場等の
整備を推進します。 

継続中 

  

－ 

水、緑づくり 河川環境（桜並木、緑地）の保
全、親水空間の整備（散策路等） 

  
水、緑づくり ①河川環境の保全、親水空間の

整備（散策路等） 

  水と緑のネットワークの主軸
として、犀川、長護寺川等にお
いては自然とのふれあいや環
境学習の場として活用できる
よう、河川改修とあわせて親水
空間を整備するとともに、河川
環境の保全を図ります。 

継続中 

  水と緑のネットワークの主軸
として、犀川、長護寺川等にお
いては自然とのふれあいや環
境学習の場として活用できる
よう、河川改修とあわせて親水
空間を整備するとともに、地元
自治会と連携した河川清掃等
の美化活動、回遊路の適切な維
持管理を図ります。 

  農地の保全     ②農地の保全 

  果樹園、花き生産農地、水田な
ど優良農地を保全、活用しま
す。 

継続中 

  果樹園、花き生産農地、水田な
ど優良農地を保全、活用しま
す。 
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前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

  －     ③耕作放棄地への指導 

  

－ － 

  耕作放棄地については、所有者
への指導等を行い、耕作が困難
な場合は担い手への集積を促
進します。 

市街地づくり 土地利用のルール、利活用の検
討（特定用途制限地域、工業導
入地域等） 

  

市街地づくり ①土地利用のルール、利活用の
検討（特定用途制限地域、工業
導入地域等） 

  無秩序な宅地開発を抑制する
とともに、良好な住環境、営農
環境と調和した適正かつ合理
的な土地利用を誘導します。 

継続中 

  無秩序な宅地開発を抑制する
とともに、良好な住環境、営農
環境と調和した適正かつ合理
的な土地利用を誘導します。 

  －    ②適正な土地利用の検討 

  

－ － 

  主要地方道岐阜巣南大野線バ
イパスの周辺における土地利
用検討区域は、大野神戸ＩＣへ
の近接性があることから、新た
な産業の土地利用を検討しま
す。 

  －    ③交流拠点づくり 

  

－ － 

  中山道大月多目的広場を「いつ
でも誰でも利用できる広場」と
して位置づけ、活用します。ま
た、中山道・美江寺宿一帯の歴
史資源を活用した交流拠点づ
くりを検討します。 

  地域生活拠点の形成（巣南庁舎
周辺）   

  ④地域生活拠点の形成（美江寺
駅周辺地区） 

  生活利便施設の集積、交通結節
機能の向上等、地域住民の日常
生活の利便性を向上させる拠
点の形成を図ります。 
市民の憩い、ふれあい、健康づ
くり等を支える拠点的な市民
交流拠点を整備します。 

継続中 

  生活利便施設の維持、集積、交
通結節機能の向上等、地域住民
の日常生活の利便性を向上さ
せる拠点の形成を図ります。 

都市環境づく
り（防災、景
観、環境） 

河川整備   都市環境づく
り 

①河川整備 

岐阜県新五流域総合治水対策
プランに基づき、犀川、長護寺
川等の河川整備を促進します。 継続中 

第三次新五流域総合治水対策
プランに基づき、犀川、長護寺
川等の河川改修や維持管理を
促進します。 

  －    ②地域の不燃化、耐震化 

  

－ － 

  巨大地震に対する危険性が高
い木造住宅密集地を中心とし
て、不燃化として機能する公共
施設の整備を推進します。ま
た、住宅その他民間建築物の耐
震化を促進、支援します。 
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前プラン 新プラン 

分野 
重点施策名  

分野 
重点施策名 

重点施策内容 着手状況 重点施策内容 

  伊久良河宮跡、富有柿の母木等
の保全、活用   

  ③伊久良河宮跡、富有柿の母木
等の保全、活用 

  歴史的資源として保全し、観
光、交流空間としての活用方法
を検討します。 

継続中 
  歴史的資源として保全し、観

光、交流空間としての活用方法
を検討します。 

  防災活動拠点の防災機能の向
上（巣南庁舎等） 

   
－ 

  防災活動拠点である公共公益
施設などの防災機能の向上を
図ります。 

継続中 

  

－ 

 
 
 


